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は し か き

岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会第 19集報告8として,｢中国山地の村一岡山県苫EI]
郡上帝原村-｣を公刊する｡

調査の対象地域である岡山県苫田郡上斎原村は,タrl苫田郡加茂町と.Pv一取県八頭郡佐治町に,頂

壮苫田郡奥津町に,南壮奥津町と銀野町に,北は鳥取収束拍都三朝町K:それぞれ境を接しているO

中国山脈の南面に位置する村だけ忙人形仙 (標高1,ロ04m),堵ケ峰(同1,07日 IE),三ケ上

山(同 1.055),花知山(同 1.247TIT)などの一･iLilか四万にそびえ,北のLFTl<至削′⊂取 持水筒LR,

村内東北部に恩原高原が平間モ地形を広げておb,書井川とその軒経である各支流(恩厨川,逮藤

川,中枠河川,赤和瀬川,池河川,木緒川,人ヲ酬山川,舟の谷川)に沿って大/｣､の処帝が散在して

いるC

村の開拓は過払 鉄山稜,木地娩某の 5娘印によって市をわれ,鹿耕集EB壮主として本村,石払

大木LLI,天王のようIh)l悔いの盆地を開銀して新作に努払 鉄山襟のIJjiEfl性砂鉄の所在地を求めて

功主原,人形仙,,池河,鶴南庶,遠藤に工場を移転し,遠藤を叔後に明治末棚まで活動が続いた｡

木地挽菜の集団は赤和瀬,中酔河,′J､#,恩原など馳托咋沿)利便の地を追って明治中期までの井

に従-察し,副菜に耕作もしていたが,その後次第にその菜栄えて,現在では全く姿を消してしまっ

た8

上兼原村枚往時宮庄中の 1村であった｡｢作阻慈｣に鞄税 507石 6斗,戸数102,人数 57
9人と記されている｡森氏除封後,元練 11年に執｣膚主松平家の所儀となったが'草保 12年の

渡封にエb鞍府直属の地と在D,維新当時I.A:#府領di山背預bになっていた.明治22年6月村制

を施行して上斎原村となD,村役場を字本村に恩 くO同年頓1mの地方道(現在の国道 179号級

. の前身)が開通し,美作.伯者安逸に新時代を迎え,大正 14年には県道に認定されたoその後中

l

池が同年 5月に竣功,さらに上斎原(格原 )発･愁軒が昭和 5年 7月に運転開稗したo第 2次世界大
概後昭和 50年 11月になると人形暗にウラン鉱が発見され,昭和52年8月には原子燃料公社人

形峠出張所 (動力炉 ･ 核燃料閑党争英EB人形締鉦空所の前身 )が開設され,Ffq･L154年 5月から

採鉱試版が開始されたO従来の県道は昭和 38年に国道 179号線に昇格し,交通の俵は一層改歯
I

されることとなったoしかし,昭和50年代後半からのわが国軽折の高鑑成長のなかで,従来よb

l 鹿林業を主賓夜産業としてきた当村においても都市周辺への就職による人口流出がみられるよう(,･E



在9,人ロは年ととに減少頃向をたどり.澱近では過疎化現象を里し,しかも残留村民は,彪林弟

の低/生産性のもとでの妓林家所得を,日屈などの不安定を兼業によって補っているO上斎原村では,

このようを過疎化の進行過程で人口の減少を食い止めるべく,林業 ･畜産 ･観光を行政の 5本柱と

し,｢患1･れた自然を此林業と観光に活かし,健康で明るい丑か在村｣の建設に努めている.
当地域研究会払 岡山県の最北端に位置するこの山村が,いかなる歴史的過程を経て今日にいた

少,新たな時代にいかに対応し変貌しつつあるかを歴史･地嬰 ･蕗英経済 ･社会 .教育 ･文化の諸

分野から総合的に明らか托したいと周った.調査は昭和49年 7月25日から29日までの 5日間

を本調香とし'教官8名,数垂所属5年次学生全員54名,それに卒業生有志d名の応援を得てこ

れに=き1-_'は った｡こうして教科の調査と収集を終え,散発 ･前集の段階にいたった昭和 50年 2月 7

日,これまで精力的に指帝に当たってこられた藤沢晋教授(日本史担当)が,突然と逝去され,当

初の刊行予定から大情に遅れることとなったものの,ようやくここに発刊の運び托なったことは故

茄沢教授正も荘んでいただけるものと思う｡しかし,開査経験の洩い5年次学生が調査の主体であ

ったことなどから,不備な点も多々あることと考えられる｡この点かゆるLを願いたレ､｡ともあれ

このささやかな研究労作が公刊できたのは,炎暑をものともせず,孝ほうとして昼夜頑張った学生
J

諸君の努力もさること夜がら'-嗣賓を通して懲始暖かいと魅力をいただいた村長,教育長をはじめ

とする役執 教育委員会'曲協'商工会'学払 村民の各位のお琴である.心から厚くも･･礼申しあ

げる次第であるO -J･､1､ .1.
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発 刊 に よ せ て

上斉原村長 三 船 続 昌

昭和 49年 7月よb2年余の歳月をかけ,l対係者の一方ならぬど努力によb.ここに ｢中国山地

の村一岡山県苫田郡上斉原村-｣が発刊の運びになbましたことは喜びに堪えませんO関係者に対

し衷心より謝意を衷するものであります｡

わが上斉原村は古くから院陽連絡の要所として栄えてそし･,少Iiした｡殊に千古の原始林ときじ師,

砂鉄の採取等から現在の林業,畜産,観光等への移 り変わbが,本番を通じて広く村民各位(/r_紹介

されることになb,郵土に対する識靴と愛情が探せb,私たちの村の伝統と歴史および現状を十分

理解することによって将来の発展に較することができると思いますo

このような意味において,本音がエ_b多くのかたがたに愛流され,健康で豊かな郷土を轟 く心の

礎ともなれは辛いと搬うものであbTiして,関係省各位のご惨力に感謝し発刊によせることばとい

たしますo 1

[
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第 1葦 自 然 環 境

1 上斎原村の地形 ･地史

(1) 地形 ･地質の概観

人形峠から,明るい林間の山道をあえぎあえぎ登ると,芝生と疎らを林が広がる｡そこtA=泉がある.

高滑水高原である｡さらに山道をたとって.郁 9 7 占mの山頂に達するo腺墳 d̂_･なす標高 1.0 0 0

m内外の山嶺が東西に適 ってのぴる.)南を附観すると,凍境の時々から枝分かれ した稜線は次第に低
められ,谷によって

刻みこまれ,吉井川

の河谷にむかって下

っていくO左手かな

たに望まれる高原状

山地は恩原高原であ

ろ う｡吉井川の谷を

へだてて再ひ山々が

重な_b,そのかなた

に花知仙,三十人ケ

仙をはじめとする1,

00071Lを越す山顔

が東西に連を9,罪

風のように南を限る｡
写演 l- 1- 1 高柿水高原山頂面

上斎原村の全貌は一望のうち(,Cある｡ふbかえると,山陰の山々がう,hb続 き,はるかに日本海がか

すむ｡

上斎原村は,中国脊梁山地の内iJC位思する山村でせる｡面研89ki,うち山林原野が 98帝を占め

るO最高所は1.255717(三国山 ),点低所は 440桝毎度 (吉井川の谷 )｡周縁,,l l.0 0 0～ 1.2

00mの山嶺であり,中央に向って次第に低く去る｡高庇区分別の面棟比は,右心 -iかに計井すると,

1,000m以上約15肇 .80 0- 1.000m約55車. 400- 880m約 59多, 占00〝似 下

約11多であるo

行政区域からケると,岡山県の壌北端に位促 し,北の村界は鳥取県との県境となるO村域は大雑把

にいえば三角形で,南辺は岡山娘奥津町と鏡野町とに,東辺は岡山県加茂町と鳥取児佐治町とに,北

西辺は鳥取県三朝町に接するO県境は中国脊梁山地の分水界と一致しているO

中国脊梁山地ではそれ 自体が北偏しているのみならず,分水裾 もまた,中国脊梁山地内で北偏して

いる｡その北偏の仕方は一様でなく,かtrb･)タザク状に入りこんでいる.岡山･鳥取脱境では,蒜

- ijL コ



L

l
I
yt
メ

二22二 .

･････ r



一仁J-

五
･心
眼
‥
d

L

･
嘆
賞

無
嘩
:･
包

み
･･
由
T
JFM
∵
ギ
Ⅶ

蕃

Y

‥
A
t4

也
噴

‥n

抑
定
収
;
‥
L

qlyM
g

Y
十
川

‥
S

超

常

盤
晦
戚
二

〇

ヨ
蚕

Y

‥
N

ヨ
回
目
‥
賓

.

綬
蝶
頃
購
T

‥
也

言

責

‥
lq

⊥霊 ｣ _ _

(
rIr定
T4
準
甥

.雌
LLL
O
0
t
T
J

(,

空

r碧
..2'
.r,･.Jf
･&d

L･
･

L
'-
･
L
r,.I

I,.i:i/I｢十 1 II･!･lL ' 一∴ .iI t･ i*..I仁 ⊥ IZI- II 5 IX ●･6..F .ラ概 利息二二 -政一

II拷lll一5[1 I I:●7~ 1'r rヽ

l ll II- 寸∃4Ll∫a44_4 ('!■●▲】■ノ■8●●34t.11●2●2.555●4

I5 5Il 書 二_-.Il -ヽ

I.-J｣一転- ーイ 1°I

1( l 1′ lil I 5

r'' Jー.Iaて ＼ - ! tI -讃 ○

〕∃ ▲;ここ.乳I.IIl ･Tll:.?l J ち ｢ LI 2･1 I工4■7~ ヽ

l暮▼一一一 ～.'ト.--'.-+-I- l I

'.-.9 9 ト2 一 l T1'& . 7丁 -2. ､5.-101I-トj--2∫

塵旦一一2.22ヽ 61 7 J'......』. S._{2 一､5● 22∫T ー - 2.i I T一一一8!l I - ー■~｢ 5L-4■ちI t l 1 〇〇

エ ー .ト十一 一I l.一1｢--.一 I 1- 1-5-.ト.L. トー.一一l

I

,;ヽ l :i.l l .-P. f Zi 一手 こ

臼● _｣ __弓⊥_T 1. _i .'r -i4:一 一二十一i j

ll _ヾ .1ー t】 1 l ト､ I●ヽ●I ー_∴ lrー -■･...訂 ⊥

I I

L II l一▲■I JI,Iヽ

I 才 ■~ し_

卦｢マナ 1; I 1 書 ＼,十-A--Yil l∫ー_:1..-一′ー 丁 ヽ ～,-.-ド ●■ー_ !.

LI . 1l 1 l･村 方 .'- ー +.

●.ヽ∵1..:-_1･;'If1 2十甘F 1-;i57】I.1｣ 1 ｣__ I ー≡ - .i l】IT---

∫ ..1 .ノ

1-ぢぎー- ｢. 7i 12 .ノー
･: l l ll-● i し

I 2 'e(

L - 湖 萱述 一十二一tt二!I
′†● J ､_1.l I 一l ｢~ I ､ .日 i

･刀1I- I.-2 - - i ｢

∫

l

Pl 5I ∫ 1

フ促F二J一=t!r一卜 ~-.i -li.｢
45 ∫ -lI hぷ _2

キー ● 1

'1 .1i_′さ▲ PH)_FqE_ 1

1T.) l⊥_.●1rT ~｢ー ~ ｢ 1 .

7-二 I L 1 t1 1 宇 1

LTl'■l-.'◆亡⊥llI 1･L2iTo他搬 t7 9.18 65..78. 1!ム 10:I -1-7il75一58l ) 二452l l1 くそI r野卓を計上



｢鳥取北部 ･南部｣(村LLl正郎 ･一色直記 ･坂本 lF,1965)に詳細に記叔されている｡それらを

要約すると以下のようである0

本村域の地質は,生成時代の古いものから,(1)三郡変成岩類,(2)後期中生代火山岩類,(3)後期中生

代進入岩軌 (4)鮮新世初期 (あるいは中新世末期 )の人形峠層,6)鮮新世火山岩類,および(6)第四紀

河岸段丘堆積屈および神棚届から碗成されてVlる｡これらの地質馳係を表 1- 1- 1に示す｡また地

貿概略図を凶 1ll12に示す0

本村の大半の地域は,中生代送入岩類によって構成されてVlるO こめ附近の迷入岩は大別して5期

に分けられるが ,本村では ,比較的小さな岩体 (文象斑岩 ･花樹斑岩など)として点在する第 1期の

ものを除いて,窮 2期に迷入 した,中粒矧pR]石鼎蛋僧花闇閃緑岩,粗粒角㈹石挺率母花硯岩,中粒恩

韻母花岡岩などで,底盤状に拡がっている｡本村域で澱古の岩層は三郡変成岩類で,奥津町との境界

に沿い,吉井川の両津に約 0,5× 1.5kガの小岩体として昇出するものと恩原の北柏に分布するものと

がある ｡古生代後期の地向斜堆棟物が低臥 高圧の条件下で広域変成作用をうけて生成したものであ

少.北九州から中国地方東部にまで広い牛匪】忙わたって分布するもので,本地域のそれ咋砂岩と枯坂
岩の互膚よb夜!),中生代花臓岩類の環人をうけホルノフェスル化しているo

後ル仲生代火山岩朝は人形イ山以西の脱境山地を籾成するものと,.J､岩体として点在するものとかあ

るo紛岳は後者に属するO安山岩および同火山砕府岩を主体としている｡ .

人形峠層は:,人形峠を複式地として命名された鮮新世初期 (奉るい/ji中新姓末期 ).の陸成堆積屈で

あ9,前述の後期中生代の花組岩類を基盤として,その上に東西方向にのぴる狭長な分布を示してい

るOこの堆械当初に'ji,いわゆる中国準平原はすでにかなりの程度まで開析され,準平原面上には比

較的経やかな河谷地形が発達し,人形峠よb恩原を経て康己峠.VTLVlたる旧河谷を埋めて堆荷したもの

が人形峠Jdであり,幌式地では下位から上位へ,含ウラノ基底T#岩層 (厚さ 2-5/〟),泥岩砂岩互

解 (Jgさ10〝日 ,砂岩嫌岩泥岩五感 (厚さ 50nL士 )であD,その上に鮮新世火山岩類が盤合的に

被津しているo辰己峠付近では泥岩が著しく卓越するようになるO珪藻土も含まれる｡従って静水域

的な環境の時代があったと推察される0

人形峠朋中の,)ラノ鉱沫/jjl, 19 55年地質調査jyTの放射能探査で強い放射能異常が検出-3れたこ

とに端を発し,花(.q岩を不凍合に揮う傑老中に燐灰ウラン石が発見され,日本ii初の水成ウラノ鉱床

として任目を浴びた0 1957年原子燃料公社が人形峠出張所を踊殻して探鉱を/dじめ, 1959年

度から試験採掘が開始された｡

鮮新世火山岩類は,三国山を頂点として,県境に折 って高滑水高原-,または赤和瀬と中津河との

間の峰-,恩原高原へと伸びる分東嶺示している.主として花絢岩類を不整合に倭 うが,一部は人形

峠層の上に塵合的VL,重なっているO下半部は安山岩賓の擬灰角硬岩 (丹戸艇灰角錬老聴 ),その中//e

普通輝石かんらん石玄武岩熔岩と凝灰角練岩 (高清水玄武岩瀬 )を挟んでいる｡･上半部は輝石角閃石

安山岩の熔岩 (中津河安山岩廟 )であるO

在か,仲秋屑の地域を除 くほとんどの地域にわたって,礎石属 ･火山灰府が存在するoこれらは大

山火山Pn出物と推定されている｡ (高橋適郎 ･三宅 隆 )
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村山正郎 ･大沢 瀕 (19ム 1):5万分の1地負図幅 ｢官省 ･倉吉 ｣もLよひ同説明苛.地粥調査

所

村山正郎 ･一色直記 ･坂本 苧 (1965 ):5万分の 1地質図偏 ｢鳥取北部 ･南部 ｣および同説

明帯.地質調査所

高橋達郎他 (1975- 75 ):岡山県の地形計測とその結果からみた地形の特色(1)-(4).岡山大

学教育学部研究集録 55, 58,40,45

(2) 山地小起伏面

木地域の山地V(=Qi,いくつかの小起伏面が認められる｡山地小起伏面の区分と対比のために(i,棉

密な調査と,より広域にわたる追究とが必要であるが,いせのところ十分を的査･trl行ってい孜い｡し

かし,′｣､超伏面の分布高度を区分の主な基鞠として,一応の区分を試みると,(イ)1000m両群 (｡)

80 0717面秤 目 ム00wl面群 の5群になる｡ji-･のおのについて以下で述べるD

夜も･,鹿島音別 (1974 )によって,本地域の東部から佐治谷を中心とする地域('EついてIji,也

形面区分か試みられている,,

(イ) 1000m面群

漂高9D0mb､ら1100〝Lの磁針n=存在すJも′｣､起伏簡k･-指 した｡それらIji,梢成岩と面の成因

とJK応じて,さらに2種の面に区分できる｡ 1つは中生代火山岩演もL(vi中生代花(;初老頻を切る侵

蝕′｣､起伏面である.人形仙台東端とLLlIl<境を南西L,'C田代峠を-て津黒山にのひる侵蝕小ノ担伏面,花知

仙周辺の娃蝕′｣､起伏面および三十^仙 ･天狗岩東方の侵蝕′｣､起伏面f(どがそれである｡いずれも90

0- 1100,JLの水準に拡かっている｡いわゆる中国脊梁山地面ともい うべきもので,西村鹿助(1

965)の道後山面に相当し,中新世以前VLr准平原として形成されたものと見るのが妥当と考える｡
本地城(,L一かいても中新世以降の唯砧物 (人形峠屑 )がこの面を刻む偵蝕谷に堆析Lているという弟架

紘,その考えを支持する証拠であるO花知仙 し124 7//り ,天狗宕 (119 77Jl)fL･どは,隼平原

上(/Cわずかな高~ヰ少として残丘状I･'C存在したものであろう.

以上の位蝕小起伏面と(,-iとんど同高であるが,その形成の要因や時期の展なろ小起伏面が存在する.

三国山から県境を西に.'gi冊水筒原山頂付近までにかけて連なる小起伏面と,三国山から南西に風炉高

原スキー場面 (908m以上)にのぴる′｣､起伏面などであるOその標高は 900771から1100〝J前

後である｡構成岩は安山岩もしくは玄武岩J.Dなる｡これらの火山岩は中生代花崗岩加i_･不鹿合に,

一部鮮新世人形峠屑を澄合的に啓う火山岩類の上部をなすものでもb,鮮新世の噴出と推定されてい

るo これら熔岩よ9なる台地状の小起伏面は,前述の小起伏面と(rl奥種のもので,山田直利 (196

I,6ム)の指摘するように,熊砦高原 ･有梅原高原などと同じく,一種のメサといってよからう｡

人形峠屑の基底は,山田(19 6 1, 6 6 )I,,Cよれば人形峠で72 0m,辰己峠で 670- 688

- a-



mで,西から東へ向う河谷状であるというO その方向は佐治谷の方向にほとんど協和的であり,人形

峠Jiの分布は佐治谷の谷南部jiにまで及んでいるので, 100 0m面 (中国脊梁山地面 )が深く下刻

され,その谷に人形峠屈の堆耕した当時の河谷は,佐梅谷の方向にのぴ,山陰側水系に属 していたと

考える可能性がある｡しかし̂ 形峠柄に対応する下柾の准軌屑の存否はわからないO現在の水系の方

向がこの旧河谷と全 く臭ってレゝる理由,また,もしこの旧河谷が山陰側水系であったとして,その地

域の山陽側水系への編入された理由とLては,当然三園山を中心とする鮮新世火山岩類の噴出に求め

られる｡

(p) 8 00m面群

標高700777から9 0 0mの間にひろがる′J､起伏面を一指する｡^形仙の東に一段低く8 0 0 m前

後に広がる小起伏面 (̂ 形仙牧場面 ),高清水高原山頂′J､起伏面の下に 800- 850771程度の綻頓

斜面 (高神水高原スキー場面 ),池河と赤和潮間の小起伏面 (池河牧場面 ),恩原貯水池の周辺に8

00m前後から90 077Zまでの高さにひろがる高原面 (恩原高原牧場面 )夜とであるりこれらの面q:i,

中生代花揖岩類,新第三系の^形峠層かよひ丹戸凝死角康皆済を削刺 した小起伏面であるが,新第三

系の削劇の様相には地域差があるようで,すべてを同棲を綬蝕面として一括できるかは疑問である｡

面の高度 も2つ以上のレベルに区分されそうである｡しかし,いまのところ精査が進んでhfEレlので,

ひと-,!とめにしても.くOただし,豊島音別 (1974)打[,佐治谷付近の地形面区分で,この'-I.弓さの

平坦面を三原冶膜面 (8 00- 900wJ)と人形峠面 (700- 800nE)の2つに識別した.前者

には人形仙牧場面 ･高満水高原スキ-場面が,蛍者(/I.托地河牧粉面 ･恩原高原牧観両が含まれるD

中国LLJ地の形成過程に関して,吉川虎雄ら(1975T)紘,太郎 日上流部で80077L以内の高さi:

示す八幡高原にひろがる侵蝕小起伏Ib-i:̂ 幡高原面と叶ひ,中新統堆筑後中簡脊梁山地に深く入bこ

んだ谷にそって形成された侵蝕面とみた｡たた L,守山たjjB面との鮎係については,同時炎高とする

考えと,異時のものとする考え方 と2つの可能性を訂ddLThる0本地域の8a0nl両群は,高度や

面の配置の順序からみて,八幡高原面相当ないし(Jまそhと近似のものと見なせよう｡ 8807〟前後の

侵蝕小起伏面については,かつてはほとんど注目さ,f■'..1かったが,広島県内の中節 梁山地でしばし

ば見EtjされることJi･,藤原健蕨 (1976 )も指蹄してしつる｡ただし,藤原はこれらを吉備高原面の

高位面に対応するものとみているO

(J) 6007TL面群

占00- 700nzにある侵蝕小起伏面で,上斎原姓等の周辺('C丘陵状に分布するO三ケ1原や岩崎

谷牧場の面などである.中生代花樹岩類 を削刺Lた侵蝕画であるo金島 (1974)紘,人形峠面よ

り一段低い侵蝕平坦面ir_･津無高原面と呼び,よi)高位の地形Ji･切り,入 り組んで発遷すろ新しい侵蝕

面とし,吉備高原面相当のものとみた｡そして本地域の三ケ上原を,津無高原面L/C対比している ｡

以上,本地域の山地小起伏面についてのべたが,中国山地の地形発達史の夜かでの,それらの位暦

づけ忙ついては,夜か今後の研究に残されてレlる｡ (高橋達郎 )
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(5) 河津段丘

吉井川('C沿って,

本手雅夫でtrlほぼ 2段

の河津段丘が発達し

ているO河谷の平坦

面結,ほとんどが段

丘面を･それi･卦おう

JW ･扇状地とより

なるO上斎原 ･寺ケ

膜の将 付近で,良

丘面紘収 も幅広ho

●

｢ 一一- -- 一一L- ･･- 一一一1-I- i-- -

段丘の益盤は花組岩 ､噂 t.
であり.その上に帝 iヽ＼

V,砂傑J勧 ;のる侵蝕

段丘である｡上位の
写央 1- 1-2 上兼腺炎落付近の河岸段丘

段丘面は河床より5-87Jlの此拓で,山際では扇状地や虚錐がのるO水がかDが良いので,多くは水

田として利川されてl/tろ｡中心免落上斎原',iこの段丘南にのb,相投掛や生活改普セ/クーなどがmLLt

かれているO下位の段丘面は,上位のものを切り込んで,河床よD 1- 2mの比高をもち,段丘面は

L･%とんど水EElとして利用されている.寺ケ原如啓の大部分はここに立地するo

水利のよいこの段丘面の土地利用はなら水田であったが,舟近では高冷地という地理的条件を生か

した長期冷蔵抑制イチゴの栽培などの計画が進められ,畑作による収益ともあげようと試みられてい

る ｡

l こコ
(4) 鉄穴 (かんな )地形

中国山地はか ってたたら鉄の産地であった｡花伯岩 ･L月経岩か風化し尭砂化 したものから砲鉄鉱い
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わゆる砂鉄を採取し,

それを原料として鉄

を生産していたO鉄

大蛇Lとは,風化花

組岩 ･風化㈹放岩な

とを切崩し,水路を

ひいてその水で美砂

を水洗いし,砂鉄を

沈澱させる簡単な比

重辿鉱のことである｡

花I-3i岩の深層風化は,

地形的にみると剥離

的な俊蝕か働かなく

なり,侵蝕速鑑のお

そレ一,あるい/ji平衡

Lr-L適 した緩かな山地

斜面に多くみ られ,

その深さはLばしげ

故 10717にi塁すると

いわれる｡ この風化

花油岩の山地の切fyl

Lは事舶LH'rよって

行われた｡汎化した

やわらかレゝ ところが

削り取られ,風化の

むくれた堅い岩石の

部分だけが取i)残さ

れたoこうして長年

写 真 I- 1-3 鉄大地形

写 _T 1- 1- 4 鉄穴地形

LP=わたる翫 舶真東'oため,山まその形をまったく変え,不自然な形を皇するに至るo これを鉄大地形
と⊥ぷo鉄穴地形は花尚岩が広 く常在する中国山地 ')･.1-,1･ちとT_ろでみられ,比願的容易'K判別でき

る人工地形であるo上斎原村でも人J糾山峠,′｣､林谷,遥拝部落の梅の木 と杉古屋などに明瞭な鉄穴地

形がみられる｡

鉄穴流しによって放托された抄紙川に流れ込み,釦 恥 のうちに河床は高く在り,谷結埋放される｡

そこで谷に柵をつ くって砂を堰止めるととも!亡,その塵立地を水田としたoLかし,そ うJdLても下

流では流砂によって河赦 高めらh.出水時K,吐たえ 危晩にさらされ,被署をこうむった0時では
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＼ _

訴訟となったこともある｡

こうみると･たたら製鉄は壬として近世において,山地のみならず平野にtで自然の人=改変 をも

たらした産楽といえるO

参考文献

宗田克己(1474):高梁川

--一一一 (1475):吉井川

(5) 賃頭の観察

上斎原村内のい く

つかの銘東について

観察したので,その

層序を記載する｡

① 人形峠から国道

179号,*沿Vlに約

1km帝に下 ったとこ

ろの蕗廟 (写其 1-

1- 5 )

G)巣色火山灰屑

伺輿栂色火山灰屑

③褐色風化軽石屑

④茶鴇色粘土層

⑨濁色風化軽石屑

⑩茶利色粘土層

⑦梱包風化巌石屑

(Ia)花Jl.BJ岩

花抽岩を不整合に

お去､う凝石屑 ･火山

灰屑は大山起源と思

われるo⑩ ,(夢(J7=gj:

クラックが認め られ

るO③に著 しvl･o

◎ 人形峠よb核燃

料牌免許薬価の方へ

50077･Zのところの

席頭(写英一 1-i)

写其 1- 1-5

て;l
写真 1- 1-6 -' L

-10-



①黒色火山灰屈

④改発梱色火山灰届

⑩扱黄褐色火山灰層

④褐色風化軽石届

㊥茶褐色粘土層

⑯褐色風化軽石届

⑦茶褐色粘土層

㊥褐色風化軽石層

㊥果舶色粘土層

㊨風化花紬岩

花崩岩は東砂化が･著しい｡軽石層 ･火山灰Idは④と同様,大山起源と思われる｡④にはクラックが

著しい｡

⑰赤和瀬一中津河周の峠の店頭(写其 1-1- 7)
①黒色火山灰眉

C21安山岩貿稚岩

屑

③扉死角蹄岩層

④花1.g岩

花閲岩の上に不整

合に安山岩賓の凍灰

角嫌岩がのるO 韮 底

部に'ji花紬岩健も含

まれているO⑦(丑は

丹戸虞灰角峻岩類 (

山田直利,19占り

と呼ばれるもので,

角嫌は紫蘇輝石角閃

石安山岩や両輝石角
執 1- 1-7

閃石安山岩を主体とし,角裸の間を･充ナ ものは茶栂色,塊状の凝灰岩で,全く屑憩を･'示していないo

㊥ 中津河一風原周の蛋虜

①無色火山灰屑

/L二 ③安山岩嫌岩層

⑩凝灰角凍岩層
】(丹戸凝死角錬岩類 )

⑤ 恩原湖東岸の序薗

⑩黒色火山灰屑

一11--



⑳井褐色火山択層

③灰白色火山灰JG

④鎌屈

⑤赤縄 粘鯛 1(/uB峠層 )

Ll花1-.g岩

⑩の枯二上層の上に大きさの不揃いを雑多の円錐が堆耕しているoこの錬屈は水成堆横によるもので

あるoこの付近の^形峠届撤 岩船 ら木の葉の化初 壌 見される｡ (三宅 隆 )

参考文献

山田直利 (19日 )‥5万分の1地質師 ｢大枠｣か1び同説明昔.他党調査所

チ

2 気候 -一息原観測所のデータ

上京原村I,'Eおける

気象研測gj:中国電力

恩原観測所で若干行

われているのみであ

る｡標高占207〟程

度の恩腹貯水池畔に

叫ナる気象デー;Pで

あるOとのデ-3を

もって上斎原村の気

鋲を代表させること

什できないが,他に

奴 科がないので, こ

のデーJJqと,瀬戸内

気虞に属する岡山_&

上び内陸的な東侯の

熟 し｣のそれと比厳 し

ながら,その特色を

述べてみたレ､O

岡山腺の気候区分

(,i,吉野正敏 (19

占8)によれば図 1

12-1の-1こうであ

る｡各地域l･'Cついて

図 1-2-1

岡山膿の曳候区分(吉野正敏による )
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次のように説明されていろ｡

上91-日 1月の降水iTi.の他,夏の陣水温 も多Lへ0

192 ･- rliZも冬も捧水止比北側の地域上b少1-レ一.しかし,健雨日数はやや多.'lo

I93 ･･- 191と同じO低甑がてる｡

Ih ･･- 山地的特性やや現われる.すなわち低温,多雨.,a･P.lJなど.

皿cl ････ 夏 ･冬ともに降水iiは 少女く,冬暖う･く定はb･)忍である｡

]lc5-- 口C5と同じだがrrB向Jはさら忙強い.瀬戸内気膜の壕も代表的地域O咋日脚 印il(rf

24り0時rtiJを超す｡

]llL) ････ 夏も冬も降水i丘比少か -0

uc -･･山F'より漸戸内気候の特徴が鮒 .､U

この気候区分によれば,恩軌 岡山,砂山,i,そtLそれIrl,mC.Ⅰ92lp,E拭するo

IR原,岡山,津山にかける気温.降水inl,桃雪のデータを比較すると,衷 1-2- 1- 4のとか

i)であるO

東 1-2- 1 S.44-S.48 5fFrHjの月別平均最高気温 (℃ )

衷 1-2- 2 LC3.44- LLl.48 5年帆の月別平均土副氏封臥 (Jc)

9.1日2251.4i

LUI-l.51-0.9-0.415.910.5

ー-15-



表 1- 2-5 S.44- S.48 5年間の月別平均降水丑 (〟 ) .,

I. 6 丑 1 -

顛 1-2- 4 3 44- S 48 5年周の月別平均戯雷nt (cld)

T ｢~

〔気象データ｣

中国馬力恩庶観測所 岡山地方気象台蜘 ｢岡山脱気粂月報｣

(1) 気温

月)}Tlj平均赦みJ気温について,5地域を比叔すると,赦寒月 (1月 )では恩原 2.4●C,阿山 9.i.C.

評山 b･4'Cであ ･),岡山 ･津山にくらべ ‥阻原は 7'C融後腹いく.蛸 月 (8月 )では恩原 27.1'C,

榊LU51･8℃,津山5 1･7℃と恩原がIPは b4C前後低い値を7T:ナ0

月別平均堤低気温につIハても, 1月でqL鼠原-5･1'C,岡山1 0.7fc,坪山- 1.5℃ ,8月では

,Ll原 17･9'C,阿LLj25･111C,斡山 21･7℃となり.貰 ･冬とも剛山との差は 5-C前後,坪山との

産れ4C前後で,,LR原が!,iるかに低い他を示しているO

平均点高気温と平均lJ丘低気温の差を計j‡すると,恩折で 1月 75℃,8月 9,2℃,f靴 ｣で1月 1

0 5C,8月a7Lc,tALr山でl月?･9℃ ,8月 10･D'Cとなる｡恩原では冬期の昼と夜 との乳温差

F:lPt･iLLl.樺山に･くらべて少なく,定期のそれ比比較的大きい値を示すO坪山の8月の平均最高気配

I_.平均搬低気温の差が 18･DIcと大きい値を示すのは,韓山が山間盆地ljr_位思 し,El中暑 く夜間冷

えこip円陸的な気候であるととを示すB

以上のJ:うに,恩原総岡山･距山とくらべて,年間を通 じて数庇C低い気温である.恩原初洲所

は標高約620mrL位澄しているから,気温て.い汲率を100nlにつき 0.6℃とすれば海抜omの

地点よりJ･iう･占℃低温と計井される｡さらに中国脊梁山地内に位際してしハるという地形的環境など
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忙よって,その差が拡大されているのであろFJ o

(2) 降水混および粉雪

鳳 際の年間降水Eiは 2.0aOJrnrを越すo岡山,D 2嬢てあり,維山と比較しても1･5倍であろ.,棉

徴的をことは,冬季の降水丑が他と比Lて特r/t多vtことであろo冬季5ケ月 (12- 2月 )の降水

i之紘‥矧原で 529.4arRであり.｢靴山の 122.Oqf.繰山の 170.1肘に比して,それぞれ 4倍 ,

5倍もの肺を示しているっこれは,いう･iでもたく陣雪に幽係するn冬季には,大陸からの乾映 し

た寒冷高気圧か日本伸上で水盛気を多く含み.口不列蛙｣二空rLきて,rfT国山地VEはげまれ.山地を

こたる時に水菜/xlvj;冷却離船して,雷や雨に/7.-,iL,.,中国す柴u｣地をこえると,降雪 ･降雨QTJ:少なく

-lL･るoLかし津山あた,)では ,まだ微雨口教は多1/ltうであ匂.r'Wjになると,冬季は柵天の乾炊

Lた日が続 き.降水,!j出 様めて少なく売るハ昭和4 I- 48年の 5年間の平均CE'三',liJi-Qi,,LA灰で 1

89.4L初,樺山で45.4C7',岡山で 15.4mと.きわだった対照を示すO恩原の 1-5月iy]･7)楓ff

飛5:1大 きい｡恩威指広さスキー一切をけ じめ,^形峠スキーJg,_=ケ山スキー場,岩崎省スキー場たど,

上兼原村(":はスキー場が多く,冬季にはにぎわう｡喝原と上斎原役場付近とでは榔 vL勘 ;あり,

恩脱の方が雷が深いoRLJ和 54年の上兼原村誌に .r.れ:ィ,昭和50年鮭の巌深爪雪は,,野原の方が

i')2倍の深さで,山高 1.5771とある.また,樵 ITの感応としては,昭和 51年の7･0〃吻:吉聴 され

てL･lr)"

恩軌は冬季たけに触らず,夏季の8,9月にも,防水Lに岡山 ･他 山より大きい値を示すoそれ

LIC対Lて,6, 7月は さは.t'大きい差を示してレlかJlかこれ妊 6,~7月が榔 符の畔地にあた り,オ

ホーツク海と太平洋の高気圧の間に細両前故が発生 し,この前線か 日本列島の上空J.{停耕し,日本

全土_tJ,C雨を降 らせるため‥殴凪 岡山,津山の降水山こ差があまりみられなvlのてあろう｡ただし,

･一般にVj:,平野取り 山杓いの地域に降/kEtは多lハエうである O 8,9月に入 ると,日本列島は小

笠原高気圧_Vr_甘･･p･われるため,恭し類い繭か らの季節風が吹轟,冊天が涜 く日が多い｡ しかし中岡

山地で/̂･L,強いEl射のため暖まった空銭が急に上汁 .tるので,新 し甥 を生 じ,'前雨の発生すること

が多いO このたk.)平野部の岡山,津山にくらへて,過払ipICおいて!rtJR 孝もまた,降水謎が記 しハ値を

示すことt'E-'1るt.

tLか｣二蒲原何誌に伯和= 年の気旗デ-クが記されているへ抜きヨlrSすると次の通 りでみろ-

/■平均JLt高気温 2dqc
1
...く
.
-.～
温気 平均収低気7匂.m CLaJc

年平 均 気 忘]Lu 15.C
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天候日数 約 116日 食 156日 雨65日 野 28日 '

初端 10月ld日 滞船日 5月 18日

初雪 12月15日 暫終E1 5月 15日

降水iLi- 2占78棚
l ′

■

参考 ･引用文献

jd･野正敏 (19占8 )‥中国 ･【唱同地方の気銃区分 地理科学

厳木姓江 ( 1912)‥上斎原村蓋 (革渦 )

(中､も 玲 + )



第 2 葦 人 口 と 嬢 落

1､人 口構 成 と人 口移 動

(1) 総人口とその推移

1･.訴ノ主,7村の総人口比僻和 4561:-( I970)i"J国勢調査によると, 1,209人 (男 595人,

女614人)である｡昭和 49年 7112日u硯tflの人｢11.172人(93566ノ＼.女 dn6人 )

で. Lt5年度 r.I)3･1飾減少しているoユ(.LMrf法虻 555附帯-//tら290u_用字V(二減少Lて五･･i),
その班少零(,い う･4atF,であく,.

次fhr.総^口,TL)推移をみていって7>ようO村1エ二(.=丈久元年 (1らa1)5月rL)̂ 口,戸数が.近
収されているカ㍉ これI,"I:上ると人口は 499人 (【1248人.女 241人 ),戸数(A:120戸で
ある｡付譜または現勢iB奄h-,芋にエろ人口の推移キムていくと.明治 15年 (188 0)の^Ll紘

510人(132ム5人,女 247人),明治 55年 (1902)には 941人(jJj490人,女

d 51人 )明治 4u年 (1907)には 981̂ (男5 55人･女 4 18人 )･大正元年 (1 9

12)に比 119 6̂ (;Vld JO人,女 55d人 )大正5年 (19 16)には l,299人 (男 d

75̂ .女L524̂ )で･i:,るof粥治55年から息虹:･亡増加をしていろのは,ft科のら力丸′1Kl.ち

差火もみろで,あろう7();,との I.うPE理血 =̂よるもの1あろうか｡明治初期から大正時代に量るこ

の時脱比.日子!11-･日露軟争iLL･-て,iLt代郎 ーが勃興,発展 し,さら('こ約 1次政界大戦JIFにL-いて

飛燕的(,C獅 生したIu本姓折の.･Lj度化rJ時代である｡こ:i)r軌 日本の人口は'し/たいに増加 してい

る机 それと同じく,上斎原村の^LjもifuflJJTJしてt.I-1もo

l . 大正 9年 (1920)から(rl.LLj勢調査l亡上る人口の変化i_･みてみよう｡(表 2- 1- 1)

rr- 大IE14年 (19 25)に,人U,Lq稲敷 とも忙かなbの縮少を示 しているOこれは.農村恐慌

亡A=よるものてあろうかO 再びu綱 Lr5年 (195 0 )に人口,世帯数 ともに増加を示 している｡こ

れは此界恐慌の一環としてE]不相済が不況におち t:liJ,忠地に拡大してきた都市産業が救艶合理
化･C={れたため,郡市の人口が流入したためと考えられる｡さらに,上誘LSt-村では,性原jZ-ム租誠の

ための人夫f=ど7h',流入したことも考えrっylもOそのモ別封部 15年まで(rl,人口,牡背教 とも減

少を示してい.73が･ これは･窮 2次吐罪人触-と前進1る托し7tがい･ユ巨石F;=エ選の拡大強化/J;行

･rlわれ 車用 -人口が()7L出したためと男:iられるoなれ ^口eIJ拭少E,eくらべて,妙芹;;訂{'の滅少

壮少ないo これ虻家族のうちの一一邦が流出したことを示 している｡岬和 20年の調査で81,人Ll.

昭 F,･孝女とも増加を示していろ｡これ仕,萄 2次世辞大椴の放化托ともない,疎開のための肘 に人

rlの流入yCよるものと考えられる｡これらの人LjIl,不毛後拝辞の稚興とともに都市に中流 してい

くのである｡DfJJ和25年 (1950)の調査では昭和 25年 (1948)の渦流 より,わずか1･7

碑ではあろが増加i_.示している｡これ虻職後 1947から49年にかけてのベビーブームの現象.
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素 2--1- 1

.I

u

I
Tトト

巨

｣

IL

-｡

｢

～
上 斎 原 村 の 人 口 変 化

L肯 ~T 9TI一･一 衣 世 作 叡

(100) 849 748 518 (10,0

_･..●-.lll.･.･.･.･..- ト.I-..-(84.9)事 占89(105.4)l 889 . 629 271 '｢ も577748 525 (101.d

(95.也)i 774 711 510 (_9日

(90.9) 726 dBd 288 (90-占
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･Jlc上る増加と考えられる.昭和 50年 (1955)に仏 前の調査より, 2･5多減少してかb,昭和

55年 (19d0)に払 再び増加に転じ.その増加率壮 7.1席であるoこの時代は,昭和 25年 ( ･

1950)の朝鮮戦争特黙忙よる日棉 帝の復興咋つづく日本の高庇経済成長の始まる時代であiI.

肋U村の人口は減少を示すのが全国的傾向であると想われるOところが,上斎原村では様子が異なっ

ていうのである｡ というのは'昭利 50年(1955)V̂C,村の北部の人形峠でウラン鉱が発見され
その後,調査採鉱等ウラン鉱山掬係者の維人があ_r),その教が流出缶を上岡.,,たためと考えられる｡

ところ机 昭利 46年 (1965)の明証では或少に転じ,･その汲少事は_8.9序であb.昭和 45年

春の国会で成立した ｢過敢 出城対策緊急槽駐法｣の適用をうける要件である5年iJnrjの減少率 100i以

｣こ椎は遷しなかった｡しかし,人口娩少峯 7･5飾臥 ヒを過敏地域とする考え方もあb,この考え方によ

ると･.すでiG=この時点において過疎地城であ13允とvlえるO昭和 45年 (1970)の調査で壮大巾

にuwk少しておb'その減少率は 25･9卓であるo これ拙,岡山煤下で救大の値である.昭和 4 2年10

月一凱 ｣の兵務が厨子核燃料開尭郡集団-拙配され,砕鉱部門の終了,施設,設備の近代化等によD.

同鉱山関係者が牢を追･3て淑少したこと,それVE加えて,同部英田の宿舎れ 隣県9特攻腕骨貴市E･r

完成し･/t九め,f盟係者や,その家族が流は-1したことVE原田があると考えられるoこのことは後に述べ
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_i:茄 原 村 の 人 口 変 化

二- 一 人口

HT一一世帯数

図211- 1
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る髄落別人口の変化からも明らかであるO-J升にもi〆 たが,附和49年 7月現在の^ロ払 DI=i和 45

年の国勢弼査と比救すると. 5.1虜の滅少寄金示 してい る. しかし狭少はしていろものOrjその減少寒

は低くたってきているようであるD

以上lZ)ように,この村UrLj八川(i,高鹿成長a:)酪tiをIJけちと同時に,人rjの少かJlこの村で(･1,那

菜所の慨係により,大きく酪怨をうけて,他とは発たった推移をみせているo

次に,一也帯あた bの平均人月をみてみろと.今国的櫛向と同 じく†哨和 55年 (1960)以降,

急激 に稲少 しているoこのよ{)在地帯jA嬢の著 しvl拍少(-I,子供数の相少 と,核家族化の促進に ヱる

ものと考え られる.また核家族化と関係し,老人を威 し.て若者が都市へ流出して､ハ13たことも考えら

れる｡

(2)産諸別人口牌成とその推移

国勢調査による附和 5年 (1950)から昭和 4 5年 く1970)め_上斎原村の就非人Ljを第1次(
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il呈･林 ･水産粂 ),窮 2次(= ･盛設･製造典 ),荊 5次 (商･適職 ･通信 ･サービス英)に分類 し

ているのが表 (2- 1- 2)である｡

衷 2- 1- 2

箆 某 別 人 rj と そ の 割 合

昭和 22年極 和 2

7518′171868 792
656 -7 車言 T l冒 5-

卜 _ __ITTG二二讐二二[455t林英一狩猟第- 1
撫某水産重岡兼 o l o [
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l山_ ~l~~
繁 栄 0 口 0 0

虻 設 業 LI Al ld 19

怨 造 菜 157 2 1 12 52

窮 5次 在 英 115 川2,111ll.5l lO4 12.q 123 川 d
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'PI-1 ワ 21 15 15

-- - - - - -⊥ ニー ｣ 一 二
の 他 D フa I ミ ∩

?T 一触宣 宗 851_0最 _1｡｡∴ ∴ .-OL D.:

21 1

iiiiii-a i

一 日 - ･ 1
蕗1D18 10〔欄1852 1DO軒 761 100⊥__

L (｢開uJ収統計年俄｣上b作成 ) `
l

'まずJ批讃人Ljから九てみようO意摘呈人口比脚部 22年 (1947')までは増加している/'㍉ 剛 n

25'1-'･(1950)I/Cは減少InI態 Ll.総人口の減少率が 1-1･解であろのUL-対し10.6啓と大 きい｡ E_

れ虻戦後の特殊--qi惜VEよると忠伽1もOさら!･'erlWli50年(1955)まで減少 しているが,帽和55

午 (19dU)の･捻人口の増加ほともJない｣軸 IしていろOところれ 昭和40年 (1955)耶 l｣45

年 (197u)の10年間の渡少率壮 2215席と,非常K言いハ値を示 しているo

L):-'rL'･昭利 4 5'JT:･の渡英別人｡をみると,窮 1次産#^l｢が5占.1%, 窮 2次産薬人口が 159飾,

;3'JJ5次藷芸人[ー榔 28解である0日本全体で綻,そ-llLそ れ 1 ?.5飾, 55.9碑, 16.7海であり, こ

-i)0-
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昭和 5年

昭和 22年

昭和 25年

昭和 50年

::'･::-:.':..即
･:･:.tJ･ql･''速

産 業 別 人 口 の 割 合

第 1 次 産 業

仁

昭和 55年 =

昭和 40年

昭和4 5年

の村は,弟 l次産業のJ!,'LJ合が高く,その中でも戯弟O占めろ調合のTr:.1;VL盤Lu村であることがわかる｡

全就丑人口に対する第 1次産-%人口の割合は,暗和5年 (195G)には 6815留であり'以下,

衷 2-112 のとかbであるDこのようVC昭和25年(1950)を頂点として大巾に滅少して

いるが,*Jc'日本全体の第 1次産業∧口の割合に比較rちとかな少高い値を示しているOこOrD村払

路面構eL)うち90虜強を山林が占めて11,-D,昔献 花比多い;'J:.人=林寒が低 く'あが,7･収入が低いた

めか,林業^uql少ないo

窮 1次藤井^口が減少傾向にあるの忙対 し第 2次,喝 5次産業人口は増加愉向にあるO しかし･そ

の1.円.加の辿度はゆるやかであるO務 2次産施人rlej刑合は襲 2- 1- 2 からわかるように'昭和

5.午 (1950)から昭和 22年 (1947)(,Cかけ●r較少 しているのを除 き･他の特XF]はいづれも
増加しているoW13利 55年 (19d0)に急増してV.もの比いうまでもなく'昭和 50年 (1955)

に発見されたウラン鉱床に関係する人 の々転入VE原田すると考えられ るOそ して･昭和45年(19

70)vc減少しているのもこれI.CL史1係する｡

荊 5次産業人[コの割合は,潜架に増加 してさてか .i,,rトビもサービス其の榔 Inがめだつoこれ軌

間辺の温泉町に働きVC出かける人力くいるためと考えられる○又･昭和 45年 (19d8)I/C姐設され

た何民栖令,昭和 45年(19 70)忙建設されたL,ス ト-ク刈こ従事す る̂ 口がある ことも考えら

れる｡唱気ガス水道業の割合q;t減少してV,ろが,これは中国 喝力K･Kの設備の近代化にり 従某月
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が流出していったためであるQ .

(5) 年令別人口構成とその推移

年令階層別人口梢成を表わしたのが襲 (2- 1- 5)であるoこの表から人口ピラミッドをつくる

(rxj21 1- 5)｡.それVEよると明治41年 (19D8)のもqJで仏 はぽ ビラミリド型を示すの忙

対 し,昭利 50年 (1955)から以後のものは若年労幼者層のところが- こむ,V,わゆるEJ上うた

ん考.i,lL･しだいに示 し始めてかLJ,昭利 49年 (1974)のものは頗譜である｡ このことからも先tn:

述べた;r:右舷経済成長により/､ロが都市-維LtiLたことが うかがわれる｡

衣 2-1-5

年 令 階 屑 別 人 口

1昭和 25年 nf3和 5n咋 昭利 55年 昭和 4.岬 l !昭和 45年 i昭和 49年

0-､一4 195 192男104女 88 171 男 91女 80 141 男 dd女 77 49 44 男 20女 22

5-- 9 202 2CId 105101 20D 10795 157 8475 104 t -dO 2d54

1 10-14 187 186 9096 2Dd( 104i 102 188 10484 129 104l 48l Sd

Il15--19 174I 184 d2Ll2 75 5540 62I 5428 48 1つ91 5752

20-24 158 157 8176 149l 8586 84 55J19 56 85 2956

25--29 118 告 .78 9585 128 6266 ^5 57 5522

50-54 111 4566 129 8148 151 7477 84 56 5525

55-59 74 5242 121l 52F 69 125 5-075 127 85 5550

40-､ノ4445～49 652 105 515LI 80 JIB40 111 5952 102 125 d2･d5
74 5559 108 5454 82 LI240I107 84 LIDd4

50一､月4 75 75 5857 95 L7550 71 89 4544

55一一一59I 65 5451 74 4155 72 5占5d 78 70 5555

60-64 104 57 2829 64 5551 67 5829 dさ .71 2645

｢岡山収紙剤年報｣エb作成(同勢調充 ) 日即 日49年 7月 2 8日現在は住民登尋表 よか作成

ヽ
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昭和 J9年 7月 28日現在の人Lj柵成をみ;'Dと0- 日 才 (年少^口)は 208̂ (17.8勿),

15- 59才(生産年令^ロ )は 740人 (65･1弟 ). 60才以上 (老年人口 )は 224人(1?.1

飾)であるO以下表 (2- 1- 5)をみていくと,年少人Ll比昭利 55年 (1960)には人口の増

加に伴い増加しても･少,全人口に占めろ割合も高 くなっている/I;,昭和 40年(1965)Lnは ^Lj

の減少VE伴い減少 し･その筈JJ合も減少 していろo さら8･L'附和 ^5年 (1970)I.I,は 減少の割が高く,

全^口t'E占める割合も大巾(･{低 くなっているo このflJでrt,若い生産年令人口(,t伴って.年少人Llが

WL出したたd'LL-･出生率が低下 したことも考え られる.在れ Il低 率の低下は全剛 傾 向でもある｡

IEf･産年令人口は･絶対数tでかいて仕変化している7ti.全件(,C占d'ろ割合は高くIfrb.年 ･̂.l･追って布

くたっているo とくに昭和 45年 (1970)には,その-!.:Fl合が大rhKrI,I;くたってかL),隼少人Ljの
1川合が大巾に低 くな 一つてい るのと対照的である｡碧年人口の1.I,,･胎 が高 くf=.つていろのは,生産年令人

u･年少人口の流出が赦しいためと,医薬衛生の画期的進歩に よる死亡率の低Tvr原因するものと考

え られる｡

I_'JJ2- 1- 5a

明治 ^5年 12月 51E]現在4-籍^口L,Eよる人口ビラミプド

｣ =

80̂ 70 110 50 40 50 2〔1 1rj 0 10 20 50 40 50 6□

｢現勢調査滞｣ よL)作成

一･･25-
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Ⅰ要12-1-5-a-･

昭 和 4 9年 7月 2 8 日

｢ 55 5::, -ら
し 5

1 4

4 44

l s25 54 t29 l

.___二コ=== 2 24 l
I 1 19 1

--- 1二E～ .oi 5I 14

70 60 50 L10 50 20 10 D 10 20 50 4口 58

(住民/F,qよ_b作成 )

d8 70

R本全休の人 口の年令構造は.年少人口の縮少と老年人口の壮大とVEよって,高齢化の傾向をた

ど･3ているのであるれ この村にかいて打それが特に著しいようである.

(4)転入 ･転出

入口動感TdI襲わしたものが表 (2- 1- 4)であるO この表からわかるように若い特命人口の床

liiの結果 として出生奉が減少するためと死亡零の低下L7)ため,自然増加はきわめて少なく,さらに

uiji和 4 6年から結マイーJ-ス忙転じてvlるO この自然増加を社会減少7rJ;大巾に上回LJ.又,自然減少

L'E朴全滅少が]]LLわって,この村の人口汲少をもたらしている｡そこで,転入 ･転出を年令別または

地域別にその内答を検討しようと思う｡

㊥ 地域別にみた移動

表 (2-115)陀よると,昭和 48年のものをみると転出先では県内が 47̂ .県外が 67

人であるO県内で払 県北の中心都市狩山市-の転出が多vtD又.県南の岡LL｢丸 fii.数市-の転

lllもみられるoL'i1-外でV.t北隣の,砧取県-の転出が多い.その中でも倉書市や.東伯郡-の転uJ.那

-2ムー



表 21 11 4

人 口 動 態

年 度 一 山 生 死

昭和 5 5年
十

[

l
:

1
21

山

…
4 2年 l 15
†-

4 5年 15

表 2-1-･5

鵜
･I府

㌍

…

変 転娘

上
=

椅

耶

｣
兵柿収

A_A~;･･{
束京都L
神奄川鵜I
-~ 1

L L ;
F

暮 白魚憎 転

J

L
1
.L
｢_‥_I
r

_1
_
IL
f
.

'

I
l

化
l
伝-･~.1

入

nU

2

.o

nu
I
NI

N7

4

8

nU

8

.0

｢統計かかやま｣別冊号｢㈹ILJ県人口の曲き｣

ただし
,P
lJ'和55塩鮭は人rj鼓dJTr
住民蓋
_叙｣より

的利48年度のみ住民柳:U届Ii)作成

附和 48年.rfE地域別移御状況 (L!Jと別 )
a｣.J

l･TITIr.-

転.

-J-TL

〓‥
日..･

J.
7Z
J

心

･粗

相

埜

5

'埜

紬
｣

転

出転入754ウー251
9d√2.0｡12一〇
1
7

-十
十

′0■q4ヱJXJ
繭｢

丁十1.
義府†1

7｢~ -~
十計dT.T

0-i--
--

141

入

∩u

n
】

ー

nU

NLd

l

15

5l
-1

152152

N19!21N1'/,LI.rlrl

rl
I
~
~
1
-

82l-2

116-55

114-51

駈

岡LU_fr]- 上

倉数 市 と
~- ｢r
托山7丁了

H

-一52t9

堅祉苗L2

井原市

玉 野 市

~:-

--

一
久米郡I21
ー~示盲面~TT■1
十一
1

__________-_-ニー.･__
⊥
.
聖賢竺｣1
ー

～一
三

_

;

･役場 住民- 屑エ",F成,し軍 I 4-1,7=-;
-2I/--



めだっているDつづいて-Fjl日本の中心である大阪府-の転出も多い. ウラン鉱菟所と関係があると

思われる茨木繰-の転出もみられるO転入で妊岡山腺内からが 25人で県外からが 28人であるO

前任地は桐山fh-がも.)とも多く.ついで維山市が多いO県夕け 仕兵庫県がもっとも多 く_,ついで鳥

取県が多い｡昭和 48年のものは以上のとおりであるが,過去数年間の ものを.住民移動届 上.りみ

てみると,一般陀鵬内での転出入が多く.特に,維山市 岡山市,苫田郡が多い｡なお.本村が県

北にあるので県南の=菜地域に集中して移動するという傾向は･強 くない丁ようであるo県外では･

圧倒的VC.i:.1.-取収との転出入が多く.県内との転出入より多い年があるほどである｡鳥取県内でも倉

吉市 東伯郡に集中しているようである0時VC東伯郡では,温泉の町である三朝町EG=典中 している.

その他では,大阪 ･兵庫などの関西の都市が多い.乗数は少ないが,その他の腺との転出入な考え

あわせると,太平洋ベルト地帯に多いJ:うであるo これ忙よっても箱庭経済成長との馳係がうかが

えるo
～l t'

③ 年令からみた移動

年令別人口の移動を示 したの吐襲 (2-1-d-a'b)である｡昭和 48年をみてみると'転

出入が多いのは15- 24才で3:川 .約 50啓を占めているo僻に女性に多V,のは結盾のためと考

えられるが,就収や進学のため転出する人も多いと考えられるo

昭和 40年からの 10年間をみてみても,やは り, 15- 2･1才の転出入がめだ.,てかわ, とく

に転出がめだってVlもDついで多いの妊 25- 29才で50- 54才がそれに緩 くD 0- 14才の

転他入札 親の移動に伴 )ものであろうoこのことVtより.若年労働層の流出によiJ人口構成が変

化することが,明らかになるo

(5) 地域別人口構成と人口移動

昭和 50年からの地域別人口を襲わしたのは襲 (2- 1- 7)である｡昭和 45年の地域別人口

をみてみると,本村輿宵が45･2弟も占めてかLl,人口の本村典簡-の集中がうかがわれる.昭和

5口任の本村典蕗の占める馴合はAO･5帝で,すでにこの時も福い値を示 しているが.さら杵.投

場 などの主貸機関のある本村袋帯-の集中が進んでいるのではをいかと思われるO ∴ :.£】

薮の ｢人形峠｣は核燃料踊免前菜矧射係のものだけ密集ETしたものである｡

地域別人口栴成め推移をみていくと,本村薙醇も,人口の占める削合は大きくなって虻いるもの

の,杷対数は'滅少しできてV,ろDその減少の笹胎 比ゆるでかである｡また,陶口も他の集落と比

べ減少の割合がゆるやかである｡この二つの焦帝は,昭和 55年から昭和 4 0年にかけての狭少の

別合作比べ,昭和 40年から昭和 4 5年にかけての城少の割合がゆるやかである.これに対し, こ

の 2つのqi･落以外払 減少の割合が激しくなっている｡人形峠紘,笹井所の経営内容VEよって,人

口の移動が放し(,特殊な型 を示 してVlる0

本村集落の^口は15年間で155人波少してか少.減少率は20,占車である｡開口では 50人

波少してかL''減少率吐25･1飾,平作原の人口仕82人減少 してかiI,淑少率は45.1車｡大巾

托減少しているのは.発電所の合理化にようものであろう｡赤和瀬の人口は 15年間で91人減少

してかb'減少奉仕 58･1車｡遠藤では 67人波少しでかわ,減少輩は 29.d歩である｡人形峠で
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(上寿原村過疎地域振興El.薗｣の衷よEJ

ただし,昭和 50年fiELは,妊禾蕃江氏の ｢付託作成資料｣より

は 10年間に 115̂ 減少 しておLl,減少率は 6a5垂である｡脂に人形峠と平作膜の人 口減少盤が

大 きい.このことか ら,都築所の経営内容によって,上京原村の人口変化が,大 きく影倒'されている

ことがわかる. このようVC,鉱茶所やダムの膨帝を5けもの(,i,山村に,ときときみうけ られる型で

あるo
Jt_f'
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図 2- 1- 7
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ゎ わ bVE

上斎原村の人口は,経折の高庇成長の彩層,ウラン鉱業などの影背を うけて絶えず変化 しているo

しかし,現在,自然安蘇を利用 して,林業.観光化を軟便的VEすすめているので.人口の流出Ij:i:防

ぎ,都市からの輔村者を迎えることVUrるのではをいかと思う｡

(西 山 ひ と み )

t 参 考 文 献

人 口大事典

日本 人 口の動 向

日本 の人 口移 動



2 過疎化集落 :･lrt LL.

(1) はじめに

敬駒に別 ､ては.腿家の次 ･三男が労働者として /8-6(A:働きに出ていた｡そして ,後継ぎであ
l

る長男は ,脇村に残b.戯村人ロはほほ一一建していた.やがて ,戦争中 ･戦争直後になると,'｣た

ん都市VcLbていた人達も,食べ物を鴨保するために,戯村に帰ってくるようVUJ:り,一時 ,腿村人

ロは増大した｡ しかし,昭和25年頃からのわが国の経済配興と50年以降の桂済成長によって ,

大都市 ,工農地掛ま,多くの労働力を必要としたDそのため ,出山村の次 ･三男はもらろんのこと,

最岩までもが ,都市へ出ていくようになり.挙家部村にまで進んでいったのである.長男の魯合は;

最初 ,自分の家から通う兼兼とかLti稼ぎという形であらわれ ,やがて革家離村に壇で発展したので

ある∪

この場合 ,学鮫を卒築すると同時に大和市に働きに出て行くわけだが .そのまま拓市に住んで結

!.JtYをする取合が多いために .村には子供の数言えも少なくなっていくのであるDつまり,原初に酉

年屑が減少する｡ 20代 ,50代の人達が淑少するために ,出生率が低下して ,子供まで淑少し,

やがて村は老人の割合が ,非常に布くなってしまうのである-.だが ,宵年女子は,結婚適齢期とな

ると.一虻 ,村へ楠ってくる例も ,かなb見うけられる｡

･7)凋放

出山村に.1.･･ける過掛 ヒ!rC対して ,都市では過密という問題が ,かこっている｡過疎と過密とは,

別々に堵える問題ではなく,人口移動という一つの現象を裳と森の両面から見たものと,考える

べきだろう｡ここで ,過軌ということは.一律 ,どのような状態のことを言っているの7とろうかO

大ぎっ腔に言えば ,人口蔽/少が激しいことである｡しかし,それだけではなく,人口減少によっ

て ,村などの団体が ,今溝での生活水準と生産機地を維持Lていくことが ,できなくなったこと

である｡たとえば ,教育 .医招 ,防災の商であるoさて 一昭和 4 5年に公布された｢過疎地域対

謂緊急措位法｣では,｢過疎地域｣を次の要件に琵当する市町村と決めている｡

｢①昭和55年の国勢訊査人口にくらべて ,昭和 48年の国勢的査人口が 10%以上 ,拭少し
ているとと｡

②昭和4 1年既から昭和 45年度までの尉政力招致の平均が0.4未満であることO

この過疎地城の市町村は ,EI治大臣が公示することとなっている｡なか ,自治大臣の公示は ,

町子′[1145年涯および昭和50年度o)国勢調査の結果に基づき追加-される｡また ,過払地域の市町

村として公示された打町村は ,将来 ,上述CL)要件を満たさなくなっても過疏地域として ,過疎法

のrtQiJめる各項の特別脚 を受けることとn:っている｡｣(頓 疎対環｣p7より)

過疎地域といっても,全国-様に発生したわけではないOでは ,どの上うに広がっていったの

だろうれ 過疎の先発地域は ,rl.国 ,四国噺戸内海 .北九州で参るが ,これ らの先発地域では ,

過疎化傾向は鈍化してきたのに対し,北海道 .南九州 ,東北地方では過疎化の広がb方が ,急速

になってきたことから,まず ,大都市に近くて ,割合!/C都市の影智をうけやすい西日本から徐々
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に周辺の地へと波及していったのだろう｡そ して ,現在では .東北 .南九州が過疎の故にあらわ

れている｡

(2) 上席尉 寸 ■

過疎化が初期に起こった中国地方 ,その中でも中国山地域てある上寿原村は .岡山県の般北 端にあ

9･北は島牧県射 自郡と接している｡村は,｢総画恥 こ占める耕地両者.･の割合は ,わずか 2動こす

ぎず ･その他は山林 ･原野がその殆んどを占めているo｣(仕漬原村過疎地域振興計画｣plより)
わずかな耕地しかないために ,戊巣でのみ生計をたてることは ,PT'J:とんどできないだろうと思われ

･るD

表2- 2- 1を見るとわかるように ,昭和40年射 45年比の人口淑少率は25.9動でもなり,

財政力指数は01212(ここでいう財政力摘敬とは .韮串財政収入額を基準財政嬬要頻で割ったも

のである)であり.幽艶淵懲人口が 10留以上の減少 ,財政力指数が 0.4末端であるという灸作を

満たしているので ,過疎地域に指定さJLたO との大触な人口戚少は .人形峠Ri啓における減少が大

去 2- 2- 1

･韮一艇1Ji落名 昭和-5 5年 lA-J和 4 0年 昭和 4 5年 増 減 *i
55年対 40年昆 40年対 45年比

人 口世帯数 人 口 世解放 人 rjkH_.苗数 人 仁一世帯数 人 口漣 .iG数

本 村 鵠 落 占.45 144 575 159 521 140 ∠ゝ10.9 △ 5.5 △ 9.4 0.7

関 口 袋 落 190 5'/ 158 fJ7 I1 4 9 f 5占 ∠ゝld.8I 0 △ 5.7.△ 2.8

平作 顕集 落 162 5d5占 152 5占 1riO 27 △ 占.2 8.△54,2 △25.0
赤 和 勧銀落 .222_ー _ _+ 207 51 1号0 45 △ 占.8 △ 89 △27.5 ∠上15.7

思 原 JjlL壬落 129 27 112 26 78 25l△1エ5 △ 0.7 ｢△58.4 ム11.5

遠 藤 11;蘇 252 48 215 42 159 59 △ &2 5.8 △25,4 △ 7.1

人形峠集落 165 52 171 41i 52 27 エ6 281△69.A△､54.1
L_生 計 T.745一一一. 57T 71.588IL 572l 1.209い 55.A _,.Dー o△25.9△9.9

(｢上糸原村過疎地域塀興計画｣よi))

きな:uijj合を占めているO人形峠処啓は ,ウラン軌il即除の人たらばかりU)ため ,ここU)人lJb.Y.儀 は

人捌 幸鉱灘所の実務に従っているので,特別なもU_,と考え ,人形峠Iii落をのそいて考えてみると.

人口哨戒率は55年対40年比が△､?･9 ,40年対 45年比が△ 17･6となるOその結果 ,55年

対40年比が△9.9となっているので ,この時J5.で過飾地域であると言ってよいだろうo

a)村の実.fBiと方針

上涛原村は ,脚和44年度に指定された沖山広域市町村圏に属し,この中心である軌 LJ･汀と教

育 .医療などの面で強く結びついている｡そして ,村では女t幌 ･自然条件がさびしいため/_#_産性

が低いことと零細経営のために ,曲集たけでは村民の生活がなbたたず ,日原をはじめとする不

一55-
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安定な非業in:,tlDて不足を補13ているO

利の自主財源はというと,ほとんどが村有林の伐採に上るもので .44年度では ,自主財源が

わずか45.92ahであるOそのため .地方交付税への依存度が高くなっているOここで ,村全域

は自然の観光ff源にめぐま}'Lているので ,これを開発 ,利用することによって.村ひいては村民

a)収入の安定化 .向上をめざそうとしている. II

ら)転出 .転居

表2- 2- 2をみてみると,岡山県外では東点 ,神奈川を中心とする京浜工糞地帯周辺 ,大坂

を中心とする近親 ,韓蜂する鳥取県 .そして .中国地方の中心である広島県に転出しているが .

衷 2- 2- 2

主 な転 出先 (都道府県 )

) 茨 城 東 京 神奈川 京 都 大 阪 兵 蹄 鳥 取 ~広 島

40年皮 総 敬 10 6 5 1 19 7 25 5

盟 7 5 5 1 9 ー 1占 1

女 5 5 2 0 10 6 9 ′ 2

41句三也 総 数 4 15 0 1 7 8 51 A

男 5 7 ロ 0 7 4 19 3

A. 1 8 0 1 0 4 12. 5

42特皮 総 数 ム 5 ll 2 25 10 8 0盟 5 2 5 D 10 6l 5 8

岡山県人口の動き一岡山県企画部統計課よD

昭和 42年度岡山県内への主な転出先

表 2-2- 5

岡 山 TF 倉 赦 市 津 山 市 玉 野 市 赤 磐 郡 苫 田 郡 勝 田 部

紐 ー 数 ll 5 18 5 4 14 2

盟 7 2 15 5 2 7 0

岡山県人口の動き-岡山県企画部統計課よb

やはb労働力を必要とする大都市へ転出する傾向があると言えるだろうOなかでも大阪府 ,烏城

県が特に多い｡なるべく,労働力を必要とする近い地域を選んだ結果であろうかO
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表 2-2- 4
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年 令 別 転 出者 数

h 21-~㌻
- -｣-

Ll .5｢ J2T 言 Ll J 5 1 1 6.3

ち 17 i 1口 1[) 7 い 1 72
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1 26 91 占 15 ■7 0 〔】 7/,

5 1L; i -1(〕 8 -∩ ! 2f S 58

｣-_41勾三度 総 数巨 ｢ 訂班 5

女 21.59 7142年度 総 数 Idl男 5

杏 占 5I

ト竺 _ 教 ノ il9ド- ,+
4:I;年度 9?J

女 ･‖ 7

lAr:'r'liiLTi:r紀 歓 15l 7!I

村 r,I.Jrに コ=).け る偏 侶

t'J1

岡山tTl.人口の如き より

フこノ一 L▲二 J 至

48咋良三,木 村 堤 落 Ly J瀬 端 落 L▼- .■■■■■一･.-- I2 人

･47年長1I 本 村 tJe落i本 村 砿 落 i 2 人

木 !叶 .Lfs 落 本 村 '>捉 店 2 人

人 形 峠 嬢 蕗水 村 妨 薪 tI詐称 新 京 蕗 l 3 人i4'3年度 い 形 婦 拡 終 章 一 人

J15年吐l｣超 蒜 整 斉i ? 2人
1-%埼T･,:T二L)
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,6.A..内と県外は ,大体同数であるが ,県内の場合は津山市 ,岡山市 ,苫田郡が多いO津山市 ,岡

山市は県内での中心地であb,苫田郡は上斎原村の周辺部であるO県内 .県外をとわず-,近辺a?

都市と近隣地域へと転Lbしていく傾向があるQ

表2- 2- 4にエb転出年令をみてみると.15- 19才が殺諸政である｡学校を草案 して就

職していく酌係であろう｡それに次ぐのは ,20- 24才 .25- 29才 ,50- 39才であD,

労働力としてのもo)が大部分であろう｡そして ,この人連の子供にあたる 0-41･ 5- 9才も多

くなっている｡

転居例は,わずかしかなかったが ,村内の中心である木村頒落へ転居する傭向があると言えよ

う｡やは り ,少しでも生活の便利がよい所へ移ろうという気持らからであろう｡

(3) 思原典蕗

衷2-2-1をみ てわかるように ,僻に著 しい人口減少を示している如鞍の一つである恩原醍

搭をとbあげて考えてみる｡ ここでいう恩原岱掛ま.思原 ,宮ヶ谷 ,小林の三地区を含んでいるQ

表 2-･2- 6

部落 別戸数 ･人 口激

部 渚 名小 L林 57 年 5 月 59 年 8 月 49年 7 月

戸数f男 女 計 I戸徴i男 女 計 .l戸数 盟 女 計

e萱 2LlI 25 47 8 25 2 3 I 46i lU 18li 2 5 41

I.fT. r!I,_I 5ll 9 28 5 ll 8ー 1 9I 2' 4卜 2 占

神職調べエb

襲 2-2- 4は昭和1591'Eから昭和 49年まで 10年間も闇があいているが ,小林部落はわずか
な人Lj成少はあるが ,戸数はかえってIwt..加しているoこれに反して屈原 ･宮ヶ谷の両部落は ,人口'

戸数ともに戟少しているC三部港のうらで小林新 富にのみ小学校の分校があD.この小林部落から
さら把坂道をの摺っていったところに慰慌 ･宮ヶ谷両部落が位鑑している｡つま_r).屈原 ･富ヶ谷
両部落から.村内の中心となっている木村紫港へ行く途中l,C小林部落が位旺しているのであるo表

2-2- 7によって ,三地区全休でまとめてみると図2- 2- 1のようになる｡これをみると,

20- 59才がぐっと少なくなり.中心となる労磁力が欠如していることを示しているB実 ,45

- 49才が少なくなっているが ,それ)礼上の年令は少しずつ増加している｡ことに60才以上の人

口が全仏の19.4肇という高率を占めている｡
l

漬 212- 8,蓑 2- 2-9より ,この地区での皿策は .ささやかなものであると言えよう｡戯

光にほとんど滴らない茄二相兼菜がほとんどであるし,さらに概JLl-'寒冷地措 ,排地が少ないために ,

自給自足程度の小畑蹟なものである｡そのため .他に生活手段を求めて,転出も多くなったのでは

ないだろうか｡

l ∫
I
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衷2-2-7

部落別1,でよる年令階級別人口(S49.7)

[ニ＼ 小 林~哀訴 ｢ ー訂 宮 ケ 原盟 女 男 l女 男 蔓女

O- 43｣ 0 U 0 o: 4 1
5へノ9 0 1 0 0 1 1

1〔〕～14 5 2 0 u ll 1

15～19 2I 4 1 8 1 0

20～24 2 0 '2 _0 T o~

25.､..29 1 1■.0-- - +□一 1⊥｣

Sqへ.j一 11 1 C01255′ヽJ39 2 0-01O

48.＼′44 2巨 5 D022_i45～49 ロ 0 1̀Dtn 0

50--54I Gド-5 CU D0:1

弓5J-J9 2 □ 11手書6口へ.ろ̀ー 1 5 ∩1 1リ2

去2･-2- 8

去2- 2-19

a.営i:jF地点班別lil家政(845.2.I)

図2-2- 1

o～ 44

5-ノ9

1Ll～14

15一一19

≧̀ 0～24

年令別階級別人Lj(S4?.7)

巨
2 5-29才::= ⊂
=コうrJノ-A455～59
4〔1--4/I
45へ_49
SOへ_54
55′～59
/J口一､44
/J･;rI上

節1TB鍾糞I弟2磁光点㌻~｢-__⊥_-

-- -~ ｢】
～. -M⊥
5^ 10_A

0･-J'--川▲aIl･0-115Iia叫二十~~~｢
J7Dli,i林,1:･;センサスより

7 0.11林 業 センサスより
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a､),W. 節

義 2--2- 10

番号 41-I:入した年 転とbした年 行 先 所 有 面 軒 理 由 .そ の 他
田 畑 山 林

A S24 発伯棚 D(7.4 印T~ー4 牡借主の死亡

ら 84G亡) 岡山TTT 8.517 5.712 8

C S42 84.5 経山市 7.628 1.71)8 9 転句?

D 子供連の転Ltj後 ,S44年にtit.稲生死亡

H. i s52 .Jh1348 た-Ll_山 f lt>] ' /
TT I 5.89 fS4岬 把娘のところへ

土地台帳とに順 とbに上る

恩J凋 佑 u,思塊貯水池の北端 ,.FCl.取川の統入地点にある部落であるoF_こは ,昭和59咋に

i:trJ,戸あった戸数も49年には 2戸にげ13てしまった.-&2-2･-10は ,Zd.;/iZlの戸数の･VLFはLの

･1.甲子であ,L ここでFは,.T.原にLi民ti.11はあるが ,一人LSLの老人で ,娘のところへ行ってしま

って申在 ,いない0.)て ,tk･椋には8-声が住んでいるだけであるOこのGrもm和57年に砿入し

てきた崇信で ,とこの出身ではない｡つまD,現在では ,背から悠債に臨んでいる人は .一人も

いないU)である｡

この,Fj原部落は ,戦争態後でさえも戸数はわずか5戸にすぎず .わずかな戸数 ･人口の変化が

大きな糾合となってしまうので.防k'比,しにくいO

衰 2- 2- 11は ,戦後の転出の様子を示したもC)である｡挙家相寸U)ものは ,Ⅲ,.71.主が先に

鮫川して ,次に笥王族を呼びよせるという形をとらず .家族全日ですくに舷出する)t･/I,.をとっていろo

ここには ,老人が村に殊L),子供夫純がItIでいってしせったという例も参る｡大ざっ(･j'に雷えは ,

･昭和 10鉦喝から挙家郡柑 ･転出が多くなったと言えるのでiよ11-いだろうかO中身の転出者につ

いてL･3,女子のJ給 ･塩析のためであろうと思われるものもあるが .多くは20才的後の人漣が

町で職濃につくためであっただろう｡V･,突 .この部首では ,･&諾たけでは生活が成b立たず ,林

弟 ･臨軌Lft･J､VLI･〔って揃う,というエbむしろ ,に伐 を従とする.tうになっているoLかも湖
地が少ないCjである75,ら岩音がエbm ､収入手段を求めていたし,また都市では経済成長によb

多 くの労偵力を必要としていた{-ととあいまって ,40年如 ､ら掠Luがみられるように,Tlったの

ではないかpもし･低空 ･林兼だけで生活が成如2:ったD.村に転菓とか兼兼U)できるような粂

件が鵬わっていたら,挙家紋村 ･転出の勅書も少 しは ,にぷくなっていたのではないだろうか｡

去2- 2- 10の A･B ･D･Tは ,すでに所有地を売却してしまっているが ,この土地は ,
l
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村内の人に売られたものではないらしい｡A ･B･Fは昭和 47年の土地台帳によったものであ

る｡ただ一戸残っているO-は ,経営規模を拡大し.出発と思原高原を利用した牛の飼育に力を注

げば ,若者もいることだし,転出しなくて生活が蛇か立つことだろうo

衰 2-2- ll ●

戦 後 の 転 出

転 出 年 罪 女

年 令 人 数 再 令 1 人 .数
S 24 2

S 51 49 1 49,15. 0 5 ,

8 55 ∩ 25 I 1

S 58 16 1 8
S 40 頃 57. 5,5 5 50 1

S 41 0 1占 1

S 42 18 1 28 1

8 45 59 ー dOく奴､ 1

8 44 17 1 l 22 1

S 45 1占 1 0
S 4占 0 21 1

※は挙家離村

役場網ペより

この地域の想原高原は,冬にはスキー壕として利用され .恩原貯水池周辺には筒少年旅'行村 ･

文化村の建設が予定されているOそして .地Vは約 占万届の鯉が放茸され ,現在では概2T用とさ

れているO今後 ,池を中心とした自然を保泣 ･商用し.ここからあがる収益によって利が潤い ,

ひいては村民が潤ってほしいものであるO

(井 上 悦 子)

参 考資料 : ･｢過疎 ･過密への挑敏｣ 伊藤着帯

･｢過疎対簾 ｣

全国過疎地域対策促進連盟

財団法人過疎地域間舶 億㌔
･｢上布原村過疎地域振興計画｣

岡山県苫田部上斎原村
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第 3 葦 古 代 o 中 世

l 官 庄

(1)地艶的概況

汀1作鮎誌』によると,古代.上i51良は富庄の管轄地であったというbそこで冨庄の歴史をおって

tnく中で,J:括原を位鼠づけてみたいと思 う｡

『偶 語』は富圧として次の24ケ村をあげてVlる.細 下原村 r手指 外鞘村 ･土生村 ･Pt木村

.久朗上牧村 ･河内村 (以上久田村,今o'奥酵町)枝村 ･井坂村 ･凝野村 ･四口野村 (今の筆者農

村 )･女)/tili寸･西犀利 ･精神 (以上泉村,今の央辞町 )奥軌 I岡村 ･奥津川東村 ･下才牧村 ･長藤

料 (山上射 即rr)羽化村 (令.奥捷町)･上才牧村 (令.上清漁村 )･冨煎谷村 ･冨西谷村 ･付大

町)｡すなわち.欝Tfは苫田瓜の酎 ヒ部一箱を占め,鳥取脱東伯郡と接 している｡中国山地の背筋

にあたっているため,大部分は山林軸帯であれ吉井川, 日米川 ･金川をどの渓流が流れ 平妙 とい

えば,わずかLr:官西谷 ･tk谷あた りVCみ うけられるにすぎない｡

(U)古 代

中国縦賞選種設工埠にともなう柴急発娼vE上って,美作においても.歴史は,机文時代をかなり

さかのぼることができるようになった｡中谷村のすぐ近 く,吉井川にのぞむ小高い丘vc立地 した鏡

野町竹田追跡で帆 鈍文時代のは居伽が発見された｡さらに奥まった山岳地借であるTif村の西谷

｢傍の仙｣ ･奥津町の大神宮原でも馳文式の土器片が拾如されている｡ しかし, これら忙ついてttt
たわ

.孤立しているので開運があるとは考えにくいし,何分にも小片のため背最となる退跡の存在の可

能iIHrtうすい0第EEの雌に人が定住 しはじめた時IgI仇 美作外方に稲作が入ったと考えられている

弥生申糊をさかのぼることはないであろうO首相の煎茶洞ケ谷 ･西谷岱見谷から石船や石斧ととも

に.石包丁や弥生式土'Rが出土している｡ ここでの柿作経営は,地形的にみて,谷水EBhJ外vE考え

られず.榔概技術のすすんでいなかった初期の断 てば,'E定 した収越は望みえなかったであろう

.そのため狩猟採輿経済から完全に脱却することはできず,以緋と併存していたものと考えられる

｡古fL一王も,吉村では数基あD.鉄剣や曲玉や耳増などのnlJ非晶 も出土しているoci.'村以外の地域で

帆 弥生追跡も吉羽も今のところ界つかっておらず,わずかに,人形峠で弥生式の士rs片が捨貼さ

れたり.奥津町環藤村で紡穴式石室が発見された('らV,であった.吉井川上紙の地域に,谷水田や

古墳の存在の可能性がない訳ではないが,いちおう,この他仇 大部分が政始林におおわれた地帯

であって,その中で訂村は.比較的早 くからひらけた所であったといってi:いたろう｡

この他が律令体制下での何郷であったかとV,うことを曲べてV'る内に君外在美事にぶつかったD

『作陽許』 にti,和銅6(715)年 4月 に備北部六郎を割いて,真作国を荘いたという記録があ

る｡六l錨とは,苫田郡 ･英EEl那 ･勝田那 ･久米郡 ･大尉 fB･昇ETu郡である｡つV)で貞観 5(865)
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年 5月 18日VE,香々美川を墳vc苫田都を東西に分割しているQ この苫西部は,｢和名抄｣K:よれ
ば.平安中瓶 田中郷 ･田辺郷 ･吉原郷 ･田邑郷 ･維鞠郷 ･大野郷 ･香々美郷の七郷から成ってい

たとい う｡そ して,能鶏郷が今日の中谷村曹含んでいたというから,古庄の地域 も能鞠郷に現して

V,たのか もしれないO又､ ｢美作略史｣vc｢富村附近の地.即ち,布勢郷仇 もともと大庭郡に放
したbLたが,平安中秦の頓首西部に入れb｣という記番がある｡地形的な観点に立ってこの地を

みた場合 吉井)J航域 と.旭川の支流であるEJ木川 .余川流域 との2つに分けられることから.古

村 と他の吉井川流域 (中谷村 ･奥津町 .上蕪原村をど)と仇 もともと別の軌 別の部VC糾してい

たとも考えられる｡平安中期七での富庄の地が,布教郷であったのか,縫取郷であったのか.ある

いはどちらにも掃していたのかはっきDしない｡

律令糊を通じて,大臣郡のあたD,山陽東部は鉄の笠賓凌供給地であったo aCの白描屯倉も大

庭即のどこかにあったといわれている｡ここで(r-i,早くから田郡の丁特(のちの疎Tの帳簿 )や田

部の名播(のちの戸村計帳 )が採用されており,かなb悪事を屯食であったと考えられるDまた,

｢続 日本紀｣の記車vcも. ｢神祖 5(728)年,美作国富ス■D部内ノ大庭 ･拝島ノ二BIS.一度之

内.輸スル所ノJJf八百六十歳科 ナク.山川唆遼ニL,チ迅輸大二稚ミ･^馬並二竣レテ梢費魅ノチ多

ン｡望ミ緒ラクノ､.米ヲ輸スルノ壬キ.綿鉄の極キニ換-ン｣とL̂ うのがある.大匪部 ･BE島部で

紘.畑米のかわ少に鉄や綿を差し出すことが許された訳である｡古代の大匪郡については.鉄の生

産と, もう-つ梅坪すべきことがある｡それは.式内社 (延音式神名町に鷺擬された神社 )が美作

国一国に十一座あ9,その中の八座を大農郡が占めていたということであるD しかも,その八座全

部が ｢杜｣(現在,換原町)に銀座 していたと ｢作駿誌Jは断定 している｡このことについて,

;｢岡山県通話Jや r美作の民俗｣でk,入社は大庭郎の,北は八束 ･川1村から南は河内 ･川東村

にいたる中｢和に銀座 していて,｢杜｣に銃座 してい*のけ三宮蒐上神社のみであったといっている
oまた,｢富村 ･郷i史｣では,八枚のうち六社までが和気氏に禄をもつ祭神であることから.美

作国造であった和気氏の力で大挺Bliが開け,良心 も賛意 したので.和気氏が中央に進出する時.那

内各郷にあった祭神を｢祉｣に集合祭杷 したのではをいか と推察しているo加えて, r夷rF鏡Jに

I.riL･T村西谷vc執座していたと伝えられる櫛見神社机 和気氏にゆか りはないけれども.富村が苫西部

に移るとき.｢杜｣に移藷祭杷されたのではないかと推考している｡レゝずれL/Cせよ,当時.美作匡I
EA=おける大妊郡の占める蜘位は.^口 ･生産 ･文化などの面において高い ものであ9.古村 もその
先進海域の一部であったと推定できるo

h)登美机か ら富美庄ヘ

音庄Lrlいったいいつか ら文献にあらわれるのだろうか｡ このことをうん氾んするには,せず京都

触室派仁和寺晋昨旧蔵の布施社古文軒からはじめfl>ければならなh. この文苔は大治 5年 (1128)

から応永 7年 (1400)までの十五通からな9.問題払 この ｢美作国布施社｣の所在が不明瞭

たこと(てある｡文啓から ｢共作国布施社｣払 平安末糊から仁和苛の盛嬰を神社であD,文治 2年

( 1 18 占 )に低山寿院VC寄進 してから仇 亡湘寺無丑寿院領になってV,ることがわかる｡ もし,

この ｢実作国布施社｣が ｢美作の民刷 紬 社と祭7EJの部や･ 『宮村 ･坪j=史』の主張するごと
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く.諾住総鎖守の布施両社大明神だとすれ比 吊正は,平軍末期までさかのぼることができる訳で

ある｡確かVC,音庄後払守布施耐祉大明神は.お田植祭や,｢大宮続Jなど,神凍t,L.古潜を存して

いたといわれておD,式内社vc払′さされてはいをいが,かなb古くからの格式高い神社であったと

推祭される｡ しかし,｢美作国布施祉｣そO-ものだとする確証比希い｡一方. r美作民俗Jの F古

代 ･中世の美作の部EH･j:,八東村中福田に銀座している福田神社 (旧郷社 )が ｢美作国布施社｣の

終身ではないかとして,｢何となれば, Pf乍防誌｣や細 田神社苗上Jによれば.栃EEl神社は古く

は大森大明神.布施経祉,郷の大宮75どと称 したとあ9.招田神社と公称 したのは明治以降のこと

だからであるJと述べている｡現在,福田神社 tl, 環EEl神社とともvc蒜山盆坤の大社で.古式の

お出紳祭や ｢大宮榊｣も行われ,古曲や古炎器も伝存しておD, これも古くからの伝統をもっこい

る｡どちらが正しいとか何が正 しいとかいった押掛けくだ し(A=くいので, ここでは両説の紹介にと

どめておいて.古庄が文献に名をとどめるのは.熊倉時代の末糊を待つ ことl/(する｡

宵 在 の 捻 鎖守 とい われ る

布 施 両 社 大 申 押

(その 1 )
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布施 両社 大 明 神 (その 2 )

即ち,｢作問詮｣に記職されている下記の文節である｡
富EE.吉古作急患 近Lu'字,山城国賀茂社記日,乾元二年正月廿九日賀茂宮馳造営云々.上郷坊

城巾納言.同年三月二十-自軍r'下.卿 1途於諸肌 材木者美作国驚英之机也云々.此旺至今山林厨l′

巨木良材多出此監 このことから次のことがわかる｡l′

一つは.乾元 2年 (1505)にEF-17庄帆 監…軸llと称されていたことoあと一つは. ｢山城国哲茂

社記｣に-よると.山城国の一宮であった封茂社の造営少として,卵延が#_美机に材木を謙したこと

である.机と仇 材木を採卿するための山林であD.東大寺･興祇寺などQJ.その造営のための木

材の供給地として所々榊 11をもっていた｡ こういった王臣芽 ･寺社などが山林原野を占有していく

ようすhI,すでに 8C1のkfじめからうかがえる.痩雲 5(70a)の頃に'1｢王公活臣が多 く 山

沢を占め.その珠が埠をこえ谷VC跨る有様｣であり.和銅 4年 (7 11)には.｢百姓の半を妨げ

るに至った｣とさえ言われてレ､るil)その上聖臼永世私有命の施行qll.これに拍車をかけ, しか に
.山野は独占されていった｡これに対 し,朝廷比,連樫以後 しばしば ｢王臣家 ･寺家等が山林の利

を専 らにする｣ ことを鎗ずる扶令を出しているがf2)これ払 あせb力をもたをかったと考えられる

｡というの机 IhL族 ･寺院などは.ただそうした山林原野の占有vcとどIiらず,東大寺額伊封国柄

田荘LR:みるごとく,占有 した勅や牧をしだいに荘脱化 していったのである｡このようにして.美作

にも,次々と荘協や机がつくられていったと考えられるD (地図参照 )勅は,山地であるから,開

聖にはきわめて不便なところであるo Lかし,材木の伐採を葬としていた仙工たち机 その生活の

必袋から.伐採跡伽の開塾をおこない,徐々に耕地を抑 fていったo良材の供給地であった登美勅

ち, こういった形をとって荘鼠化 していったと推定される｡
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淑戸内海淵査 『山村の生fL-』L,Cよると.南北朝時代前期に,登美机は荘として.京細の三時智思

寺文trHR:あらわれる｡

(端 葬 軒 )

｢御- 魂 諾 門院扱進 ｣

もq)かき候ことむつか しく味はどIK,かや)把か せゝ1いらせ陳へ く候

(朱 字 )

｢光厳院御JTt｣

良識堂俄丹波国野口凪

蚊建国堆騒凪 尾脹包硬木凪

仰前国鳥取圧内中村.

法金剛院頗美作国富美庄.

越前国陳本庄

この所々1. こののちは新院の御きたL,{候へ く,良純望飯はのちにはそうの御 くわんれV'帳へきqC

で候,,,あf=か しく｡

良和五年九月十五日

この文tri:LR:よると,登美机はLi;i'美庄とな9,怯金柑指を厩茅とし,監事を本所としていたというこ

と,貞和 5年 (1549)9月15日に.光鞍上日から光明上里Ln:設渡されたということがわかる

o法金剛院比.鳥羽天皇中宮結界門院れ 大給 5勺 (1150)に双丘寺を再興して離宮 とし,紘

金剛院と改称 したところからはじまる｡また.法 ･r■･1税額に,待輿門院から上西門院,宣FBL門院.

喝司院へと譲られていくoそして.文久 9(1272)には,後深革上里に伝わ9.そq)韓払 持

明院続柄として,岸講堂髄とともに移動していく｡iTf明院紋は.天.q擁立をめくって大党持続 と争

うが.幕府の力をかDで,伏見 ･後伏見天Q.擁Ttに也勅する｡ しか し,そのために, しだいに蘇府

の練 り人形と化 していき,元弘の変 (1551)-1.貰肝が光厳天袋をたててからLは, も比や自力

始D.光厳天塁は廃され 所領 ErJ後伏見上TITV:電lllされろo Lかし.その所領も従軸で押領され,

形式的なものとなっていった｡雄武 2年 (1555)正利咋氏は武家政治の再興を決り,建武中興

も中途にして削れるo帖の美作守誕暇赤松則相性甘氏にIpr;し,実作の諸 士もこれvc従ったo単年.

鞍氏は持明院続の光明天皇をたて,北朝と称 し 畢作は北朝の統治下に入った｡貞和 4(1548)

るが.すでLn=形骸と化 していて,帯締の思 うtlて7ったO富美庄の記録されている文苗は良和 5

年 (1549)であるからまさにそのような状況下にもったわけである｡

この後 も美作国では,守雄暇は赤松氏に上って引き払がれるが.因幡 ･伯背 ILIj'-='- と勢力をの

Qj:してきた山名氏((i,延文5年 (15ム0)ころ上b美作を攻め,良治 5(15 ム4)には山名轟

理が守護職となb,山名一族は十一ヶ国を?;･lJする打力半と在った｡ ところが,明徳 2年 (15 9 1)
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図 5- 1-2 古 庄
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山名氏柵がJ#府に謀叛を起し,放死したので(明後の乱 ),美作国は再び赤松氏の統治下と凍った

dそして翌年,南北朝は統一され,この後五十年ほどの間,安定期に入ったo

立寄元年 (144 1)備前 ･播僻 ･美作の守錘.赤松氏は,将軍足利義教の-L!1-_制Er.Jを支酎こ不満

をいだき,暗殺するが.すぐに追討の軍がおこ9,赤松氏はWIL蔵の運命をたどった(立舌の乱 )こ

の時.崩も功のあった山名氏が再び美作の守牲とな9.その後,赤松氏が再興されるけれども.応

仁年間qeいたる7tT.美作 ･備前 ･播勝は依然と山名氏の配下にあった｡ このように,美作国で打

,剛 ヒ朝の内乱から百年有余のF乱 赤松氏と山名氏の戦いがつづき,交互に'守護職を碕射していっ

たのである｡ ｢山村の生活｣VCよると,このころの前任に関する記事が悔 掠軒日朝 VこiTtk-てい
る∩賀正元年 (14占0)朋九月十五日の粂LR:

十五E),当寺 〔往 相国寺 )儲富英材木連行難渋之軌 蟹披速之,以左術門大夫.整奴仰付子守
-- V ニL

誰方也｡と見え,十月二十一日の姦VC

什一日･YF州守削 ｣名兵部少軌 依jtJJl:鮎 材木並行放出飯尾左衛門大夫･幣 孤旦之自醒 ･∨

の轡 と_･
と記職されている｡

当時,宙圧帆 相国寺の荘刷であり,美作守誰山名政市 に.材木を輸送するようVC要論している訳

である｡搬肘払 守誰に,半折 (任国内の荘園の年記の半分を兵 勝 tとして徴収する権利 )や守諮
冨■L,(祉r;lや国府餌のiLF員をu1.1iけf-'lう制度 )を認めたので,守隷大名の領矧支配は前々と進み.そo)

権限を越えて荘園や国術領を位醜していった.一方,儲家の権力は衰え,守誰方が在民から.年1-.i:

や臨時の諸課役をきびしくとりたてるけれども.田亨に対して壮年jfiの滞納を;LC:ねろといった事が

所々でみうけられるようになっていった｡備中新見旺札 束寺俄であったが,ここでも守許総力を

背敏に代官が横溢な支配をつづけたので.rtj:カニ2年 (14A1)ついVC荘戊の不満と反党が爆発し

,名主 ･百姓団結して守誰方の支配を排除するといっ九九件がおきていろ｡荘鼠は,除々に餌芽の

支配からt;i]り離され 守詑大名の手中に入るけれども.その間VC従軸の荘官や百姓の団結がすすみ

.各軸で士一校が続発した｡先の宙圧の記水がilJ,かれて十年 も経た93うちに,応仁の乱が始まり.

実作国でも中央では.赤松 .山名両氏の敬乱が続き.互に勢力を拘り減らしていたが,地方では.

:f維代以下鋲官や国衆た 切 ミしだいに勢力を築いていた｡大永元年 (1521),赤松氏の有力を

観官であった浦上射てよって,赤松-h村が鞭なされ 永口二･大永年r芯】(1504- 1527)を境

VC.山名 ･赤松両氏の守誠大名としての領国支配拙くずれ去った.

在地VCおいても,土田の武士や名主たちの成鑓してrJ､く力q)前q'C,qf誰大名の触回的支配体制は

しだいVC経過し,かわって,任地の名主 ･百姓を直拝に単指していたこヒ着武士勢力の封〕笹敏主化へ

の遇が開かれていった.文rl)j5年 (I471).守距の支配に対 しては激しく抵抗 した新見庄の.tug

居も,,在加の実力者が前桁の代官として入部するときKはその支配を容認してしまう｡このいきIS

つも.こういった時代の推移を示している｡簡家の地位払 ます7tす有名触笑と化し,守誰の支配

権も再び及ぶことはなく.荘園的土地支配Q:I崩れ去ってLlったのである｡
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F)'F,:･柑三と上鵜原 ■Lr L- ■

以上述べたところで,富圧の中也のアウ トライーソけ-ぅかがえたけれども..･いつから上布股が開拓

されたのかとか,荘民の生姑はどうであったのかというととはほとんどがわからをVb ここVCわず

かではある糾 それ らについ̀て考案してみ止lぅと思うD I

上蘇原神社に保存されている藤木Lのうち.･良首の ものは.長篠 2年 (1458)の果樹の棟札で :∫

あるOそこVCは. I

昆祢二 讃八月富El.本腔貨営 し †▲ 11

と記してある｡丸 _[鮎 - は 鞄 野荒神由来鞄 とい･,･松野荒神という餅 の-由来を線った
文1_L1-がある｡そこに,

yF粛 々策郡上欝宿場細か十軒二足ら盲る.家別追漸増度志･た■るお琴 く啓二文様元年秀次公の初治

代二伯窺河村郡上剛軒正落城之節一家年.の#.方々と折紙 レ,たし- - (省 ) 仕上斗と言ふ薪水宇 r

P･ん寺 とり席 緯r)小寺残 此専ら可く迎逗解放す内.I/F･･,･･(省 )小児も同ulく屑気付大熱二夜や
音速乳放れ成れ共勅の籍-一向不堪｡ ･････(中略 )三宅大荒神日ク･･- (中略 )此処L/C勧許 し

て呉れなげA-rf:.子一命を助けよき,u尼激ハセ可的 ｡亦村内無愚民倒長似疑と言ふて失 布け利 D｣

と;S.少, このことから文禄のころ (1592- 159･5)tJこ,繁が十斬足らずあったことが推察盲 ･･l

れるo ･･･I･

興柁敵ml祉 (大正十四年令把され 共沈神社と怒る)も射水神社 (泉宕神社 )も古くからの神社 ｢

であるとい-(-)れているが.認証 となるものは敬っていないD ところが. 屯 仰地方の研恕 ve上る

と.7:首相=村 には至秘 4年 (1587)の疎札があD,これを解釈 して ｢至故 4年vE若王子線現社 .･L∴

が迫鼓されたこと,大願ヨ三比当村一対拙策,すなわち応村の住民によって為されたことがわかるo

升用の笥i進者は勿鎗村人である机 有力者は米相馬の他bJC銭 も奉1JPしている.｣と述べている｡

_=rL村は粂川の流域にあ9.,山林vCおおわれた古村(,CおいてQJ,冨瞬 ･煎谷についでの平細のあると
ころであるO王子摘現が釧槌されたのは背徳 4康以釣であ_O.再建されたこの時に机 すでに相当

lE有力=占も.レ､たようであるから,乾元2年 (15口5),rf,弟刷が文献にあらわれたころVC払 相

当丑山桝 畑 を形成していたと推定される｡又, 鞄 作暗鬼 tf･布施両祉大明抑 ついて ｢久
凹.中谷 ,乳山.才原相羽の稚幼た9,毎年其祭日.把各村の鼠 神輿十二を昇ぎて来焦し.滑健を

供し.令/L諸政 L. 而して後帯解 を撰す.俗に之を神郡と称す,天文年中,弓刀を用て押周ふ,死

する若一百余人 之を'F清爽谷村に合葬す,今百人短と称するもの即ち是TxbJと述べている.一触

に各惣村がJ郷の中心化ある綻礼(,r_机腿をくiHtiして封主結了.彰の仏 経の田態を示す.犬デIfス トレ ー

ーンコソだと言われているbそ.ういった,祭自体の芯味や,上宿凪の捌拓の特用を考えあわせてみ

Tで.抑照Lが催され始めたの払 南北朝時代をさかのぼるととはをいと推考されるO上桁倣神社が避

営された長持 2年 (1458)頃には,各村にも神社が造営されていただろう-し.天文年中(1555

- 1554)VC神畢敦が絶え,.t天正十一年 (15･85)､r/C布施両社大明神の姓儀が没収された曙ま

で把は,村民の信仰の対束はその村の抑杜,上歳晩村でいえば上島漁神社へと伸しへ･ていったと推察

されるo こうして,荘励q)倒壊とともに,その荘内のLg]浩もくずれていったD
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2.戦国期の争乱

永正 ･大永年聞(150d- 1527)に.赤松 ･山名氏の領国支配がくずれ去った軌 五十年

余 b美作国内は群雄割拠の状醸とをD.尼子･再利･抑止･字音多･三澗･後藤と'交戦にあけくれたの

であった｡

FI.Ll.-]山Ltliの歴史Egi,rよると,=ji正元年 (1575)の頃の美作の全般的7%形勢は,｢伸前面部か
ら何部にかけての一環.L,.および備中!Lf鴇の一部と美作の!ち久米邦は宇再多氏,仲巾の大半と西美

作は毛利氏の支配下にあった｣というo らようど夫作は三氏叫妾点にあたり.簡旺一帯 にもその頃
＼

の戦況C)跡がうかがえるo

永禄の頃 (1558- )よD.西方の毛利氏が,尼子のW.下の備中 ･兼作へと炎rrJL,永群の末

(15占9)にlLt.西美作-･'-帯tlほほ毛利氏の立'訂1丁となったo Lかし. 再び尼子氏か幼力をもり

かえしてきたので, これを製起するため毛利-)5'の′ト即 J僻骨か奥津 ･才脱にLb陣 したという記ヨiが

陣刈氏興亡記』にみうけられ730-,7潮 城としてけ執っていないが. こa'ころ･ia･桂のIL'.({1毛利氏と

芋鞍多氏の軸力が入り交っていたらしく,大正/,j-=rtf)の岩堅城or,'戦 ･内鼠城の戦いは,それを如安に

示 しているo元丸 字番多氏机 浦上氏の奴哲であった茄 浦上黒岩が鰯酬冒堤と油じたことから

,字音多感家は毛利氏と和 し.大正5年 (1577)WLE氏を成した｡lLII長の命をうけた羽柴秀吉

は.字憲多 ･毛利の迎合射力と戦うのであるが,天正 L･年 (1578)こ7_'から宇宙多広1箸 のた胃底

かあいIiいLd='72:a.Bl_/rFついに毛利氏と秋を別って.秀吉に応じたo毛利 ･芋歯多両氏の重力が入

_F)支ってしへた美作では. こうして激しい機いが始tるが. 岩尾城の戦や雌国賊の職 もその一つでd'''

ったDlj下. 放 出il曜 』にそって,これ らの戦乱iLたどってみたレ､o

岩屋城Lrl久米u王申北上にあ り,芋訂多の諦将浜口割 朗 ;守塊 していた0-万,宙庄内L,(ILtl,毛利

低の部将.小利 1-,3宗の居城省下城 (中谷村 )と,主大鹿主計の居城歯軸城 (･-fg野付)があLJ.天-LE
9(1581)占B.共に岩監城を攻めおとしたoその11_.･によって.中村頼宗は岩国城vc.入り.蓑

下城は宰臣浅山mm ⊂守らせたo又,]三大原主副他.家臣に払 中村鯖帯や毛利野元 ･小早川陛il

から描状が与えられ そのi-,腺 ttl軌1雌 二1-_舘美作古間漣や師 触法ji,u って今に伝えられている｡
西尾城は泉村竜野にあり,宇吉夢の部将花房JLTu兵軒職之 (久米耶荒nlu｣城主 )が蓄口利lt-;-.狸出

倍正ら!,C守 らせていた｡.しか し,毛利J)fのrM寸相帯の取付に攻蝉されるので,宇宙多氏帆 小B]草

城 (馬場 )主,芹illri-;近cjI一把援助させたoそこで,毛利方印西昆城を師み持久の策をとった｡城内で

け免租が尽き,東嶺近尖の部下は撚誠(井坂村 )に叶,かけ.そこで中村の武下枚Ili氏に攻駁された
が,運にこれを殺したという語も伝えられていろ.毛利方は包閏を続けていたが.深雪LJ'Cあい,早

むたくいったんは包艶を偉さ,翌春再び改号芦を始め如き荘したというo

天正十年 (1582)信長の死にとも孜レ､.秀吉と毛利との/和平が成立 したが,その裸 も美作で

は所領の境界の碓淀をめぐって紛争が続き.岩屋城01中村朝貢.高山城 (JJu茂nJ)の草刈茄,W:ら打

,あく-:卜C･毛利氏に党 して宇過多氏に従わなかった｡天正十三年 (1585)になってやっと解淡

をみ,高梁川を境L,C備中粧半および備前 ･義作は宇宙多菜箸に与えr7れた｡鹿屋 5年 (1a88 )

秀家比l謝ケ原の戦において監臣方につき,敗退 し.小早川秀秋がこれにとってかわったo Lかし,
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Bi.･.々 年にBZL,嗣子がなかったので国除となり.岸躍8年 (1a05)森忠政が美作鶴山城主十八

万六千五百石の大名として入国したのである｡

上訴偵帆 室的時代の中半ごろから開拓がすすみ,桃山時代の末期陀仏 今だ,十軒たらずの小

さ夜集落を形成 した段階であって,この地れ 一つの地域として歴史的に意味をもつ陀仏 近世を

待たわばならなかった.
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第 4 章 近 世 の 上 斎 原

1 領 主 の 系 譜

(Jl) 字拝多から小早川-

槻画時代の争乱の中で.Til乍地方も近隣諸我の井7]争vlの鳩 とTrっていたれ 天正 10年

(1582)d月.r石松城水攻めの後の羽柴 ･毛TlJLulL｡辞和成下とシて上って.この地方-常は辛滞多

秀家qL)領するところとf=つたo Lかし,な叫日毛利方の土丑たちの反抗(･Tt弓鋸(,座長 5年 (1598)

秀吉の死を契機として.字講多氏の支虎 も劫棉 L始める｡そして.鳩尾 5年 ロ ム0口 )rD悦ケ

原の合戦にかいて.辛Iyl多氏は簡fTL即 仁方し, これに敗れたため斬亡することとなったO
盛長 5/LF-1∩Il.平吉多氏e)迫領Lrl.朋!,･原山今職で途中東軍vc纏返 りこれを勝利 に導いた小

早川秀秋に与えられ.柔作一帯 もその支配Tに入,た｡秀秋は名将小早川醸常の馨子で.壇臣秀

吉の夫人-/.Tb台院の甥にあたることかF'琴吉e)拝い It'Li晋を受けてV,たが.秀吉の死後石招三成との

間に不和が'-EL',む′め;砂 原の合城中の 他川71へDq遭L)の原因になったともいわれているO考I

秋の岡山城入城雄の行勅は.放耶･殺毛を好み確輔にふけるたど正気じみた振舞が多 く.そhが

原田で家中(h=懸,Tl')が起るなど国政は乱れる-/J了であったO折 しも噂I=$7年 (1ム02)10B,

秀秋は25歳の若さで死去 し.調子が在か1た 二lln二.小早川有は所叱正)奄 き白を-'/ることと在

った｡

秀秋は実際の統治にあたって.杉原屯政と稲葉頂政を ｢什照 ｣として政務にあたらせてかわ.

領同内の総検地を行なって市布を打ち出しJJ-,_とう･.絹国内の諸城をこわしその一部を使って冊lJ

城の捕捗l/a:行なったとかいうことが伝えられて比IJlるが.懲耕tJlLい もの托格別 ･21られTy_I/･o

そして./J､早川家陳上摘 軌 大阪串行己牡野長政が政令をTL,′ト早川家のiiJIIt臣が僻事に折紙

('革質徴収状 )7i･発行して年貢 を徴収すろこと<i:11亨頂Lてしへも｡

(｡)茄家棒Lll席の支配

小早川秀秋の死韓 .rJ'l'揃 ,美作両国e)支配糊で.rt大 きく変わ り,塩長 8年(ldO5)2月.

簡約岡 28万石に抽出汗1野政の次甥,忠肺 爪 車作固 18万 8500石t'Eは森忠政が封 じられ. と

もに外様大名に上る帝政がこれよb始まるので車る｡

ここで,等作国のFT餓壬と･･1る我家の系謂vCついて少しみて入よ'Jo来駕の先祖をたどると.

泊和源氏八怖太郎何題家の6.発議軒を祝とし.これrエ15｢素lを称 してt/lろ｡敬 の子帝練か
政争のため一時 ｢若槻Jを称 して潜んでL̂た噂岬*:あったか.拍糧の子fn淀 が再び森を徹し,以

後槻国時代に至る0 14fe森ETT成紘武略に良L'" (.7-良陀化えで長女多くの峨功i･!'_て一 食山城(覗

在の岐阜県'RLL岬T)壬に開いられた.その子長 ])父とrjHLく信長の'i泡立tiを受けた.芹吋の弟に

長定 (r顎丸)が･おり,iLT長の側近として仕.iてVたことで有名であるo忠政(.i長ql-･長堤D御 て

あた り.兄長可が長久手の救いで粥死した毛と.父祖の逝額令lll城を榔壊してお り.秀吉'((格別
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の縦愛を受けていたのであるが,秀雷の死後石m三成ら壬泳派と濠が合わず,家政の側につくK

至った,そして.家康のJPい信頼を轟け.座長 5年 2月vt壮信褒川中島 4郡 15万 7.500石の

領主 とされたoそして.関ケ原の合取での功Gtが認められ ここに実作国王にTiでなったわけで

ある｡

虐政は入国後.碩長 9年 (18∩4)春に比重城vCとりかかり.夷作のほほ中央にみたる津山

盆地の中心部に存在す別か山を選び,.r津山｣と改めてここに城を築いた,J以後.坪山は栄作に
おける中心都市として発展するようになるOまた.虐政は韻城とともVe領内にItlVlて総挽地を行

なったOそれまでの検地が ｢菖軌 と■ハって.村方か妙 申し出を甲心に行 なわれていたの忙対 し.

悪政は換地奉行を遇任 し,彼らに村 々を巡らせ.詳しく村の実情を調べさせることVCより検地帳

を作触 Lk_Qとa)検地帳に払 lB庵に地名 ･尊顔 ･面析 ･石高およびpTT有する農民の名が記城さ

れてお り, これをもとに帝は戯民に年頁を臥 したのであるOとの枕地の蹄果,帯は良民の所有す

る土地の両帝 .質を明らかにするととvt3:って.年買昧妹体制を鑑砺するととができ.その憲政
I

で虐政の行なったこのE2長晩地は大 きしへ意塊をもつQ この藤尾検地の詳細を内容については,級

の ｢衿地と村高｣の項で取扱 うこと陀するo

Ljt永 11年 (1654)忠政比上京 した際急死を遂げ.忠政の孝子であった長継が跡を相続す

ることに1̂,った｡長継0施策比ほほ虐政の方針を蹟辞 し.特に素数面刊1.社寺遺留を盛んに行

なうとともに.⊥方ではキリシSソ /不受不砲詔などの取締 ねもAP按しく行なったqこの頃新帝で

紘.軒の藷鐙が私立すると.『子以外の男子に一家を創立させ,分佃を与えるとともに.諜府の

許可によって大名の例に加えることが行食われていた｡砕山帝にふいても,長牡が爽弟閑長政

(.鼻毛劉生rT,q家出身で虐政の雅子となっていた )忙美作のうち 78.700石を分け与え,これを大

名㌢こ取 り立てているO

碓宝 2年 (1占74)長継比隠居 し.見朕の第 5千慮武が跡を鮮いて藩主とモったO畏武性わ

がままで.彼の'F'改作上って帝政性七重く乱れたと伝えられている.そのためか貞辛 5年 (168b)

42親の書きでもって隠居 L.及位の嫡孫にあたる長戊が噂主とT=ったO長血統執権長尾勝明の

補佐によ-,て前代の葬政改革に努め.元禄文化帯やかなbL中央の彩守を受け,共作一帯も平和

iJC包まれ 文化興隆の齢 gも同意,'ていったo

こ元禄 18年 (_-= 97)6.月,F<成は病油に疎んで.範子がなかったため関武郎衆利を懇子と
I

Ji,んこと宜茶杓に.-h ったれ 衆利かは戸出帝の識甲YL･おいて芯熟のため狂乱 し. ここに森家は領
地を没収され,新地するoLかし.尾椎壮なお存命であったため.森家壮新たに術中圏後月 ･哲

多 .結尾 ･浅口 .小田5部に長継a)取居科とLで2万石を賜わb.酉江原何処D. ここに新見癖
が始まるO

㌧tp
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賢7J1- 1- 1 森氏の略系

荘)｢苫rE鞘誌｣(岬和2年課行)に上り作蛇｡

(Jl 松平家執山靖の珊

蘇家師鞄後,発作一倍は一時苛府 代'Ei'の支配† 忙入 るt.:. 菜作全域の代官支配吐わずか5ヵ月

で終わ9.元禄 1 1年 (Ia 981 IJL-1Ir,{_托松iZL滋矩 ′後尾'l古と改める)が黄作風の内 10万fTl

の所領壬として入射lje.｡上矧 新村もこの俊平官印山感の'支配下唱和かれ 残る8万 占･5ロロ石

の地域でけ鞍府代官に上る支配が継綿盲れたD

ここで.松平家の系雅につJlで少 しみてみ上)｡長極は陸奥白河帝王松平正解の次93-(-'･元禄

___I:F._riJ一



6/lF(7る 95 )鮫十光長の蛮子とごったDとの家PL.徳川家康の5凍てを臣秀吉の栄子とを ｡

た秀JA王に始まり.一時結城氏を称 してL,.たが篠に徳川現冊の称姓であった校平氏に改め.関ケ原

の合判でLlr-功掛て.〔って越前北庄 (現在の梢抑 ri&)占7万石の領主となったD 2代思惑は国政を

函みることを怠ったため元和9年 (1a25)改易処分を受けたれ その滋が将軍秀忠の娘であ

ったので･その子光長結果水元年 (1624)越後1.･;防 (現在の新帝県)7-6万石に封ぜられた｡

しか し,光丘も家老小繋正埠の串柿に端を発する後顧をめぐるお家駄勅に巻き込まれ.天和元年

( 1占8 1)改易処分を受けた｡長姑は 4leElとして元禄 1C牢 (1d97)5月vc家僻を従い

だが封他紙 {=かった｡そして,並元縁 日 年 1月 19歳の時代 じめて封地を拾せられ 池LL漕

In万石の所領壬となったのであるC,
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I_ril 一 - 1-2 日＼平氏の略系

狂)｢常田祁志｣(僻‡82年発行)に.rb作成O
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2代域/潤 /'措 保岬 (1721)父の花環 占領でTE声vtかLT､て家僧を相掛 ′,一度 も領国に や
ってくることたく一宇は 11年 〔1726)I1穂の若 さで死去 した0
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幼くして亡くなった浅五郎には当然突子紘なく.当時の井府の仰例でE･-1後嗣のfrh場合象(Li桁

絶領地は没収とVlうのが通例であったが,将軍家の枝托とし(うことで特別に蒋祖長頬の甥長浦VC

家倍相続が許された｡しかし.この叫 10万石から5万石vE減封され 東北拡郡内の阿竣 ･物見

･LLJ下 ･知和 ,宇野の箭H.西北楳郡内の岩尾 ･B畑 ･大町 ･寺和田rL)諸相 簡 々拝郡内LTJtLJ城

･,'･Pi木 ･7;･;･奥津 ･下寿原の諸村;r,.上び当上帝原村をどLrt篠府領とたったo

この後,上京原村!ri幕府代官によって80年間あせり支配される机 文化9年(1812)松

平家砕山譜の讃所下に入D.慕,77領で･あbながら′こ隈の支妃は坪山痛に任されることにf=ったO

文化 14年(18I7)10月.7代群壬斉孝は勝南 ･f.rBtiヒ･東北抹･両々鎚･久米北棟･大

屋の6郡の内で 5万石の加増を受け. 10万石に3せられたれ 上清原村もこの時樺山藩本領に

組-I/入れられたO斉孝は文化 2年 (′1805)18歳で鮎 以丸 文化文政の番平の時代レこ(判作

に珊えて領民に懲額を貯えさせるとともVC.城中忙も籾を貯えるf.,ど諮政を尿閉した｡

8代斉民は天保 2年 (18 5 1)熊封以来布地で祈皿開発を枚伍的忙行な｡ていたが.天保 9

年(1a58)詣府に請って対地の一部変更を認めらTL.これ以来.上市原十･1枚再び木棚 茸とな

った｡しかし.以前と同じく坪山掛⊂1る預所女だと与れ 実際の溌治管理は樺山溝に上ってな
されたのであるo

(I)謀 府 領 期

上帝原村.:仕草保 12',I.i(I727)冷平家按.JのPf;.TSH･I領に入b.この後文化 14年(1877)
再び佼平家所領とな3,までめ90年軌 時 私々領 とモろ切rillもあるが.だいたい把.+,-いて〇･1幕府

領として:支配されてtJlた｡rg14-1-5は三船'iFr苛よ甘｢筒先引付蝦｣(元丈元年 )･｢免定1
i,-J:び F苫田郡許J(昭和 2年発行)にJD作成Lたものである机 以下, これ(,tよって准府領

湖の支配をみてみよう｡

享保 12年松平諒波封とともに.帯解は内山七兵術を代官としてこの他に派,JtTilL.七兵衛比英

rll郎倉激村(現在の爽作町)に陣屋を駐いて菜やトー常e)支配を行なったO同年 8月には窪島作右

筒門がこれに代わD.陣臣も上記の食故村から太犀部久世村-移しているO元文元年(1756)

池田喜八郎が代官となったが,彼は当時倉敷代官を動めてかb.預所として久世代官支配領域で

Lbるこの地をも治めることになったわけであるoこの後.平岡彦兵衛 .永田小左衛門がそれぞれ

代官を勤めたが.ここで准府代官VCよる直柏支配比一時中断ナ7Jo

すなわち.妊享 2年(1745),当時因怖 .胸管国国.=Eであった池EB宗恭 (当時は松平姓 )

が美作のITL･府韻の内7万5.000石を預所として支配することLr,:なり.t'EB=j郡内のi'i:肘領は上清

戊刑 も含めすべてとの管舵下に入った｡林Fff領でもi)ながら背理_のみを大名に任せる預所支配で

あるため.この期間の年貢賦課 ･統治方針等比すべて首府の方針に従う形と食っているo宗番は

奥原の統治にあたって.家臣LZ)凋音十郎 ･大口仲九部 ･沢平八･井上助左衛門 ･野崎所有衛門ら

を現地に派過してかれ 彼ら姑英田郡下町(現在tD英田郡大原町 )にかいて執袴しているo

宝暦 5年(1755)宗怨の子重文の時再び等帝大官忙よる直轍支配が行なわれろエうになb ･

石黒′J､右衛門が久世rLかし(て執務していろ｡以後.野本甚助 .竹垣庄哉 ･銘木′J＼右衛門と代官が
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続 く｡
iヽ■ ~∴㌣JT_ :Lニ◆●.i J J'L

明和J/年 (1770)に比下転国関宿帝王久牡山笠守広明が大阪城代忙任じられ.所領として

7キロ郡を含む美作5万5.000石が与えられた｡鮮明壮老臣番田沓右術門 ･代官八木匠次雄らな

して.勝間田村忙かいて政務VCあたらせてL̂たれ 安永5年(I774)床明が閣老VE任せられ
l

関得の領有を怨せられるとともに.この他は幕府餌に戻る｡

この後.万年七印右術門 .花水伝次郎 ･守屋弥鯨柵 門 ･小林諌四郎 ･守屋弥惣右砺門 ･石原

淵右簡門 ･守屋弥惣右脚 つ.早川八呼左衛門と代官79胡京に代わ,tている｡

天明 7年 (1787)11月下総佐倉浮立崩田相模守正厨が大阪城代となD.東北脚 札

弼 ヒ燦のうち入 ･山城 ･良次市村i･ど美作の内4万 8,0do石を領有することとな｡たO上帝原

村もこの支配下作入るO相田氏は家臣の荒野佐鬼細 .西山伝六らを現地VC沢渡し,勝頼郡両君田

村(現在(I)勝田帥渉央町)にかいて政務忙あたらせた｡

斑政 11年 (1799)稀肘vc上ってJrlm氏血債地壮収公まれ.この他姓再び久tul代官早川八

邦左衝円忙よって棉められることとな→た5

ここで,名代官として有名な早川JuS細 門,.h=ついて苔寺放れてかこ･P｡早川代官が軌任地出
羽同尾花沢から美作国久虻に転任してくるのは天明7年(1787)7月で あるが,新任早々,彼は

砺訟溝類の山前IJしているtDにまづ闇 vlたとvlう｡これをみれば前代官守屋弥惣右衛PlのLvi妨息

はa)成し享がコえるのであるれ 当時の代官由支配はかくの如く腐放しでいろととも多かっえJ.

ラ.であるO当時比全国的な天明の大飢和の渦中VCあか,実作国の遊民 も甚だ困現し.そのような

状況の中で代官に怒任した彼辻ます領'/jの巡視を行.tレ,.民情を一日も早 く掴むことVC専念した｡

この領内巡視a)鞍の早川代官と領民との有名なやbとりの中K.彼の治政方針のすべてがあらわ

れてVlるo

彼13:ます大庭郡む南部1り丙々 都忙いたり一さらに大庭郡中北部J.D備中の阿胤哲多.川
上の5郡99カ村を視袈した机 これには50日から40日を顧したとLr,われているO新任代官

の巡視に-あたって.領民は*きた糊得と不安を持ちなカLiら.雌習滴り代車を休み土下座して彼を

迎えたO こIZ)状況をみた早川代官は恕ち化この佃野を改めさせて. ｢今後代官が巡村する噂は.

村の庄屋が出迎え茶内するだけで上Lho虚氏姓平常のように桝作や臓 を続けていてよいO決し

て仕掛を休んた_bしないようにせよO｣と余じて兼行させたというoあく-ま七形式を席し契質を

屯んじた彼tC,民政比 血民にと-,てもまさに杓代官の支鹿と比隔世の感を与えたものと思われる｡

彼は特化iTB民の教化について魚心であb.久世忙軟論所をつくったD.自らF久世乗数｣とい
う教翰むを薯してと九にf)たったO他乱 執 uHl.旭川.成羽川の改修や偉理を行なV'洪水にJ.

る氾濫の防1上や.佑中吹屋書岡軌 山の復興たど凝 Jt･の弟舟を残しでいるO彼の転任VC際して払

農民代表が江戸襲-留任欽原音をi･de出したD.彼のLtj発当日には.頂点 5口0人が久世東方5塁

余までその後を追い男山tを惜しんだということからも,彼の代官としその典府･農民からの厚い
倍額を寮するに仕舞bあるO

I
早川八缶左衛門転任の後･この他は但馬生野代官の支配地となD.布施諌三郎,つづいて恩m
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図4- 1-5 領主の変遷

注1)三船宏文弥 ｢寓党引付帳｣

･｢免定｣および F苫田郡誌｣

にエ9作成,

[=コ 私 儀

図 - 直轄領

匠 ∃ 預 所



新八郎が統治を行なったo

前にも述べたようtn=.上帝原村は文化9年 (1ti12)松平家粋山浦17)溺所とIrri).隈府領で

ありながら実際の管理虻軌JJ溝に委任されること三･こ{=つた｡当時の藩主は 7代斉孝であったが,

同じ斉孝の時代の文化 14年(18 17)にt.tこD地は松平家本領VC組み入れられた.そして.

天保9年 (1858 )d代済民の時,封地変賓に伴な-て再び津山溝eL)預所と在り.後(,こ明治維

新に至るo

d代斉民くri領内に文学所 ･武芸稚古墳を･設け文武血道を推准するとともに,義倉を慣 いたり.

唐商に救類を貯えさせるなど,よく民政に意を取 った.,

軌 h滞最後の藩主塵偏は安政 2年(I855)唾封以来,博士の子弟が学ぶ学舘を修復し師を

集めて学問を-おこすなど.文武の通の隆盛に再耕したO幕末混乱の情勢の中で.徳川家の親帝で

ある'/Eもかかわらず浄土藤-&兵臣 ･榊原尿長 ･東映正則･鞍懸膏寅などの献策を容れ藩論を勤鳥

に統一して諸事を統卒しえたのI.tt,舷倫の博識T-ともV?:.このような学問推進策t′こより大局a･的
確(･,こ判断 し･3る^物がTF･たわ;Tlていたことによるも0とし-ゝえよう｡

2 支配の組織 と内容

領主の系譜は今までZ>てきた油17であるが.次に.その絹主たちがいかなる組織によ1てどのよ

うに地方支配を行な1てし(ったかについてみてvlこう,

江戸時代にかける領主の支配組織を模式図的にあらわすとn11j4- 2- 1,Dととくたるれ 頼政背

としての郡奉行(郡代 )･代官.被支配者身分たる&氏であ]):E3から支配者側の紺級(･e入-ていた

大庄屋 ･肝煮.被支配者身分たる段民の代表とLで村政を担当していた村役人について.以下それ

ぞれみていくとともに,その末端の被支配粗放でもる貰_人相制度!′こついても少L考えていくことに

する｡

(森家津山溝 )

(松平家弛 LJ港 )

(非 府 領 )

図4-2-1 地方支配の組織
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(イ)郡奉行 (郡代 )と代官

森家津山溝にかいて比 地方支配の愈高兼任者Zrl郡奉行であり.郡奉行畔その配下に下代 1人

･所務下代 5人 ･替役 1人を従え.自宅に奉行役所を健いて政務にあたった｡郡姦行の職務は,

後に述べる松平家薙山藩に如 ナる郡代や幕神韻における代官とほほ同 じであD.治安の継持,負

排の果軌 年貢の賦課 と徴収一村方財政の監査など民政 ･財政全般にわたっている.郡孝行 l人

はだいたい 2- 5郡を塊当し,後科として年米 25石を受けていた. 5代長成時代の郡奉行総元

勅 年の ｢分限順子)i.乞よれば次の 6名であれ 多くは禄 200石前後の中堅 クラスa,士の中から

有能 を葛が任命さIh_た｡

(部奉行 )

I.--Jl

′こヽ l∫

宮西郡 .大庭郡 価 半兵衛 1SO石

符南部 ･久米都南分 大野木 弥左肺門 1弓D石 り;

昔東部 .勝D]郡北舟 岡 与兵禰 100石 LHp,.,

苫北部 ･吉野郡 三宅 七郎右裾門 200石

賀田郡 ･勝田郡南分 高井 太郎左衛門 200石

兵島郡 ･久米都南分 川端 治郎太夫 200石

松平家軌｣｣群では郡奉行は1花かず,郡代 2人を隆 幸.その下に代官を配 したO郡代の配下には

下代 ･郡代見習 ･山方等が従えられ,城下の郡代所で執務 したO郡代l/C結郡奉行 と同 じく禄 200

石程度の士が任命書れ その興務 もほぼ同 じであるO郡代の下に置かれた代官には頂 100石甚

皮の士が任ぜられ 下代等を従えてこれまた城下の代官所で執務 したa

蒜何領娃⊥蚊vE郡代あるレへは代官によって治められるのである那.上宿原村を含む美作一帯は

全期間を通 じて代官I･こよって治められた.赴任 して重た代官はまず支配地VC陣屋を築 き,そこで

軌鹿するわけであるが.一般にこの時笹は居宅と役所 とを兼ねているのが普通であったO掌保

12年 (1727),澱初にこの他忙赴任 して重た内山七兵術吐英田郡倉漁村(′こ陣屋を簸l<たが,

次q:/3!島作右循門忙よって陣屋は大庭郡ĵ位相へ移され.以来この地域の支配は.時として備中

倉敢代官や但馬生野代官による代官灘樵の場合もあっk.那.だいたい忙むいて久世抑て陣屋を配

く代官の手に上ることが多か1たO

LjJ
J｢

図 4- 2- 2 代官所配置留

任) 村上直著 『江戸期:一府の

代官jより転写.



細府代官紘勘定奉行配Tに屈し.'手付 ･手代 ･.'臓 耳を配下【て従えて政掛こち-たったOその職

務は前述の郡奉行 ･郡代と同 じく民政 ･財政全股にわたり.そのため代官支配の良し恋しが灘民

の生活に深刻TZ影可を及ぼ し,生殺与呼の欄を振っていたo江戸時代.代官あるいIli下待人の苛

政や鴻法行為に対 しての幽民一挺 も数多く起ってLへるが.逆に.前述の早川代官eL)I.うqC仁政を

もって民衆忙のぞみ,人 々から名代官と慕われたものも少T=(I.･かつた.,代官は役品 150u主程

度で.港通禄高 100俵～ 200偵程度の士が就ftL, 5万石～ 10万石の地の支配を行なコ･/to

村上綿 紅 戸非府の代官捕 捉折 術 人分JW 511'ほ 永 2年 )かよび 陳 下士ik43に上ると.

美作で代官を勤めた背の内 d名CL)禄和 〔ついて次のIうに記収されているO

石原 珊右衡門 200餓 宝永 2咋

万年 七郎着席門 1ロロ偵 1D人抹1寺 ′′

稲垣 藤四郎 25ロ1.JF( 光政 12年

J阻旧 析八郎 100俵 5人扶持 ′′

早川 ノし郎左衛門 100俵 5人扶梼 ′′

布施 孫三郎 200位 ′′

(O)大庄渥 ･肝煮(中庄屋 )

図 4- 1-4をみればわかるようL'C.櫛村餌忙かいて紘代官が直接Ef=屋たど村方を安Wt:してい

たのVC対 し.私領の場合杖郡奉行(郡代 )と庄埋LO榊に-):"TEf,尾および肝,7((中庄鐸 )が牡かれ

郡奉行の支配'/i間接的なもtrL)であった｡す{=わち.g拓奉行からの触や村方/'ゝC'の原た･どは.郡奉

行(郡代 )→大庄罷ー肝煮 (中庄犀 )=FE犀と辰荘 ･上中される化紺ケとをっていたoく~~~ く~~-

森家津山掛 てつVIて比 F大庄尾由緒剛(明だ727年矢吹正則取楓 r津山市史l那 巻iff-
ヽ

仕り ETr収 )･rc次あように記此されているQ

r一光永初年 (1占24) -｢P鴫- 各部LかE十一人制選呪 晋城仰せ付けられ.御家老原

雌前殿LLtI.思召を もって今般大庄尾役印すす･jけられ候阻 上下LrJ間に117:ち,御用弁仰せら

7_,べ き旨研淑遠の上,大屯尾一人の引受袖二千石以上八千石i･で.他用の模様にて一触と

f=し.-触毎Lh;肝斎fr51JIJ二人以上P_q人を耶かれ 右肝範と村庄碍&.ナlf屋の支配 とし.-:(:藍屋

(,.1.郡奉行の支配に窪め(-)か. 一軒晴一 噂で脚搾向は郡奉行より大庄尾へ相達し,太庄屋

(ri之-(,_･肝煎t,こ.肝弟(rîJ/_を村庄Fa_に相適 し.成るべく全国緩急撫く行届 き候梯モされたとき

御趣意vE候｡｣

これからもわかるように.大庄5.は 1軒IiVC故人放かれ 2.000石～ 8.□□□石の領地を習柁し,

管稚地 ごとに ｢何 触々｣ という呼び名がつけL,れたD昔西郡 (関 々催郡 )にかける大庄同比乗 4

-2-1に示 しているように.点字5年 (1占8り かL'･'元禄 6年 (1695)の閲(二蘇家執｣｣

藩時代 ).二宮村 ･院庄村 ･塚谷村 ･古村 ･奥相川市村と5人の大庄堤が存在 してわb.上蒲原

枇 奥幹順 村三浦市郎榊 門の常軌 蛸 で如 IL5i)この嵐 松平家削 藩時代の享保 2年 (1

717)に比長藤村石原W.左術門の管相となっているo

大庄屋は郡轟行 (郡代 )の命を受Hで.それぞれの管糖地域の村役人の監帝･および姓氏の取9
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締りなどを行なっていたのであるが,その補佐役として2- 4人の肝it5:を従えていた.大庄屋に

は江戸弄府成立とともに帰出した国人層の者が任命され,眉宇帯刀を許されるなど極めて大きな

稚力を持っていた｡

松平家辞山誹の時代 に入 ると,大庄屋は前代の 5 1人 か ら 2 1人 に成 され･

肝煮J.i中庄鼠と改称さh, 55人の中庄屋が設けられたOこの時期の中庄最VCつVlて奥組 占力村

(輿串村 ･奥津川西村 ･上兼原村 ･下帯原村 ･容野村 ･長藤村の占力材で,江戸時代 1つ(C)行政

区域になっていたと思われる)城では,享保2年に奥粋村に惣軌 餐野村に助右衛門の2人がL̂

たことが明らかである｡凄野村の北Uc奥醇村があD.その北に上斎原村があるという地理的条件

からLで.上斎原村は奥陣甲惣助の管裡下にあったものと考えられるO

前山IL,『大庄屋由緒鯛｣によると,大庄屋の役科は 25- 50札 中庄屋は 5- 10石程度と
なっている｡

l■

表 4･-2- 1 大庄屋一瞥表

兵事 5(188占)～元禄る(ー占9句 草保 2(1717) 文政 12(1829) 苗永 占(二1855)
｢鼻額鐘J所職 ー電 鈴｣所収 ｢兵須錦｣所載 ｢轟須簸__J所叔

立石五経右柵門(二宮村 ) 立石 席惣次郎 立石 助右裾-門 立石~助有術門

ド- -.--- -烏rt] 太郎兵衛(院庄村) 江川四郎左衛門 (院庄村)37_石 助右裾門 立石 功名術PL】

桜井 七着術門 (塚谷村) 桜井 七右術門 I

略し1｣ 孫左衛門 (忠 相) 鉱山 孫左衛門 I-E山 孫左衛門

注) 指 lEl郡誌J王'277よb転蚊
∫

(ノう 村 方 役 人

以上のt.うな郡奉行(郡代 .代官 )･大庄星 ･肝煮 〔中庄屋)という支配者側e)組織vc対して,

支配される側の村方では,庄屋 ･相蘭 ･百姓代のいわゆる村方 (地方)三役が陀かれ これらを

中心に村政が行なわれた｡

庄屋は 1村 1人が原則で奉るが.jcきい村VCよ1ては2人以上の場合もある.上斎原村でも.

m淵家が代 庄々屋を勤ガ)てし〔たので奉るが.天保期頃から村内を細 ･軸 と分け,a)東組は田淵

家が.循組は三船家が代 庄々屋を勤めることと怒った｡ただし.この 2組が地域的にどのように

分たれてLoたのか妓史料が存在しrjLへため明らかでfjhoなか,両家の庄屋役の析承状況につい

ても.史料不姓のため断片的L,ELか明らかでたい07)

庄怪の恥狩は極めて広範軸にわた9,領主からの法令 ･触 ･廻状の転1-も 年貢の割付と取立て,

領主-tt)年前納入.田畑山林河川等の争論の他乱 村内の治安鯨梓.1!i･民の崇活一般にわたる監

督 .指4.など民政全般に及んでいる｡庄三尾Eriその心神として

｢庄屋竜正直を懲らにして私欲を不仕慈非之心有之普く′J､百姓二心を付身上成もの致介抱不寄

ld.1-l



何歩村中公判出入有之時者庄屋年寄立食双方之趣意を東届親類縁者知寄之好嫌を不珊埋非を

能之致分別毛頭依怯組員奈く取扱可相帯勿輸冊儀布之-可訴LLh事 ｣

(｢御仕鑑五 人柏帳j明治 5年 )
とIDるように.正直で私欲を捨て.依帖 血涙たく役目にあたるよう説かれてレ､るが.現実L'=は,

その権限の大 きさのため専権的になることが多かった･IうであるOそのため.庄屋の専権忙苦し
められた虚民はLLIliLば領主に庄屋の不正を訴えて･右･少.上斎原村でも.天保 2年 〔 185 1)

に農民から庄屋斉次郎の不正を代官に訴えた久のT.う{=訴状がみられる｡

文化十三年

作州西々傑臥仁斎原村惣百姓中

寅六j1日

御庄屋斉次郎t,村内小前へ取斗万私共一同蝕L個 数ケ数寄訳荒々ケ傑吉相認 メ御地奉申上候

口上党

ケ横軸

- 去子春宵村 名7拙 村鋼鉄千歳山江通路味之外大破二村牛属在来難相成右二付御鉄山懸り御

役人様ろ嘗村之もV-)ともへ可相Taス旨竣仰推簾趣二而則人足手首テ入用千年山御支配人修治

兵衛 占斉治郎-相推 し候朝礼三百日別間人所持L̂たし村方人足之 ものともFt者漸々弐首E7/少

鎗々分相渡し其残僻者同人取込見場渡 し呉不申甚ク迷惑仕候

- 先達而中庄尾長藤村伊兵術宮村兼稗庄屯之飾打欠過朝在之′J､前之 も(7-Jとも-割戻しこ相成

17同^')L斉治郎諦取罷榊D村内之 ものへ-頚札 見せる而己二両小前-老一銭 も相戻し呉不申

候此分元利相渡呉候儒奉願上候

一 近年斉治郎親子小間物之類都而塩崎何々等ニj:ら須商仕儀所外-商家 も無御座無拠銘々入

用之晶有之節買もの二審 r)候処円然代 物不細腰之直段等之節下転二而も可致呉様申候補共

殊之外御役 ヲ以狼二雑言等仕向分此冬至憧不本意与者何連茂承知柁在僕碍共出丈之始末相

手二相成り候 もの-宅人 も無御座候

一 村内字土木山瀧之谷与申増収之林山先達而久世油犀所左衛門御鉄山支配中斉次郎 j;右之場

鉱太之諸雑木私二右新左術門へ田推考分離札油取候由粗風間二御座偉右者村惣持林 と先年 i-,一

一同存罷有作通過等取用来候処才次郎管人之取斗二両f!跳償那 口何之俵二御鹿億劫此段官寧

願上候

一 乍恐右斉二郎前条之通 り下方-不茄之差向仕儀二村一同難渋仕無投ヶ条誌F車差上候何卒御

賢察之上急速御取調禎為成下ヶ条一々早連立戻 し県債様被為仲村候--'膚太之御恵誰 -々同

軸有仕合二可専有候此段宜車齢上席以上

天保二幸卯年二月

上市原村

ft.姓惣代

利 平
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所左工門

太郎次

字左工門

仙二郎

妻五郎

この訴状は全部で16項目にも及び,上V(=記 したものはほんの一部にす ぎないが.これをみてもわ

かるように庄尾の卑楕 ･不正は多方面にわたっているO洪水等忙よって道橋が破損 した場合.役

人から修理韓が庄屋に手渡 され.庄屋は盤民を人足として願力出しその人足昏vcとの金を充てる

のが通例であったようであるが.ここで払 その金の一部を庄屋斉次郎が着服 しているとして訴

えているO領主によって苛酷な年質収奪を受けほんの少しの余剰 も残すととのできない-般盛民

にとって.これらの人足紫は酔時収入として大 きな意味を持つのであるが.それだけに.それを

も奪おうとする庄屋に対する｢般姓氏の不僻は兆常に大きい｡これと同 じく一姫点民の収入源を

奪おうとする庄屋の不正を訴えた ものに4番目の訴えが相当し.これは典民共同の収入巌である

入会地の雑木を庄屋が勝手に売 り払ったというものであるO

また,江戸時代の典村社会は自給自足が建前であb商家は存在 しないのが普通であるが.塩 ･

味噌 などはどうしても必要をもので卑D,それらの版売は庄屋などが行なっていたようであるが.

その版寵について庄屋が不当な高値をつけ暴利をむさぼっているとV'うのが5番目の訴えであるo

庄屋のすべてがこのよう忙不正を働いていたとは嘗えないが.その権力の大 きさの故にこのよう

な尊樺 ･不正に陥Dやすかったということは言えるO

庄屋の任命vEついては.大庄尾の推聴あるレーは村民の入札によっで領主が任命するのが一般的

であり.世典の場合もあb一代限Dの場合もあるれ 上帝原村でLtt田淵家と三船家か代 世々典に

よって庄屋を勤めてめたC,

庄屋の下には庄屋の補佐&ILとして組頭が各村数名置かれるのが普通であったが 上斎原村にお

し1てJd組顔は年寄と呼ばれていたoその任命に■っいて払 村方 で相敵決定の上 役所には届を出

すことで許されていたが,次にその届の一例をあげて.おくO

乍恐以番付華厳上俵

嘗御貌所両 粂々郡上帝原村年寄所左価門弟病笥-付退役仕度奉厨上候右二村村方一同相談

仕侯虞百姓金兵衛義平日正路突如之 ものこ両足迄谷等諸侯轟も触御盛儀間同人江跡役被為仰

何度尋取上位寓-御年貢引見串仕鏡節者百姓一同ち弁納可仕候何卒石原之適御許客被為成下

候- 難ゞ有仕合可車有償依之一同連打仕願出車差上院以上

天保十二年丑八月

-6tL-
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r

百姓

(以下連名 )

この内容は,年寄所左衛門が病気のため退役したく.その跡役として村方一同で相談した上金兵

衛 と決定し,彼が年貢未納などをした時は育姓一同でこれを納めるから許可してほしいというも

のであるO

また.庄屋 ･組頭(年寄 )の監査役として各村に 1人～数人の百姓代が置かれていたが.これ

にはその村の大高特の百姓が選ばれるのが草道であったo

(I) 五 人 組 馴 鹿

以上の庄屋 ･組頭 (年寄 )･百姓代V(=よって村の自治は行なわれるのであるが.それでは当時

の一般漁民はどのような支配を現実に･3けてtJqたのであろうか｡

村政の巌末端の行政単位として 江戸時代五人組制度が設けられた｡これは,近隣 5戸をもっ

て細 とし,その組の中での相互検察 ･連帯jt圧制によって,農民を鍛しく規制するとともtR:村の

統治を点民自身の自主述膏に任せようとするも(C)であったO五人組I/EつLnての規制を甘い7tもの

に｢五人組帳前啓｣があるが.上帝原村では明治5年 5月付けの ｢御仕置五人hEtl帳｣が残ってか
D.これにより当時の五人組馴鹿がいかモるものであったかみてLlこうa

一 切支丹等古路ひ之 もの才一類族有之分別横記之可差出若他所之線維等二両村内江右之族釆候

- 早ゞ速可注進専

一 村内之老成者立退戎葛遂喝或者身上dr鯖而住居難成もの有之/､可任進他所を子細有之立退

候もの錐為親類村内二一切不可差思車

以上甲2ヵ条は相互棒寮を義務づけたものてあるっ江戸時代vE千')シタンが禁 じられていたこと

はい7tさら言 う-iEでも′Fi･LrLが,ここでは隠Jlキr)シタンを見つけたらす ぐ申し出ることを讃准づ

けてV'る｡そして.この条 E=ては文革化されてLJ,なしJlが.現実にはキリシタンをかくまって茶毘

した場合.村役人をはじめ五人網の者まで糾 土産と言れていた07fた.重い年貢負担に耐えかれ

士地を捨てて逃亡してしまう者についても同様で,その責任蛇村役人 ･五人紺 ･親族Kまで及び.

このように連帯責任を負わすことにより相互t,E検索し合わせることを目的とLていた｡

また,相育.扶助については次のような衆目が拍けられていろ｡

- 諸作第-能種を捷候而蒔付耕作可入念荒作之様いた須 もの有之者急度合詮額猫身之百姓艮

墳ひ又老幼少二両親二離れ耕作仕付態成者有之 -庄屋年寄立･合村中二両助合田畑不荒様可仕

事

一 往来之発着煩ひ候- 早ゞ速同者二見せ随分奇習いたし能々いたわり食物等入念阿たへ看病

仕置可注進行歩不叶先江参る儀掛 目成陳- 其ゞ之もの出所を蒙届迎を呼手形を取相渡可申候

若死失候- 其ゞ之 もの道具等相次庄屋年寄立食封印いたし思可請凄回申

っま_b.独身で長原L̂をしてV}るとか幼 くして親に死L"=別れたとかで満足に耕作ができず田を荒

している者がみれば,村中で助け合って耕作をし,また,往来で倒れてV,る者がかhgll十分希確

をしなさいという相互扶助を義麟づけていろ｡

-占7-



iた.農民生活一役VCついては,

一 首姓衣類之膿庄屋葛聾子共絹紬可着之平石姓者布木綿之外不可着之紗綾縮緬之類襟帯こも

致間数候然れ共身上宜 もの役所江断立差図を受絹紬可潜之単

一 撃取嫁取巻子之祝続曹ケ間数無之様分限与軽 く可仕大勢人を集免不可大酒惣而祝儀之節分

限二癒し内諾二而軽視可仕_i葬:被之野酒一切停止之串

と1ヽり,衣類から冠婚葬祭veいたるまで.農民は質素倹約に心がけるよう説かれてVlるo

以上壮条目のうちのほんの一部であ9,五人組馴鹿はその他 さまざまな面で 農 民の 生活 を

規制していたわけであるが.このような規制に対して良民生活の棄態はいかなるものであったか

というと,残念 ながら史料不足のため.具体的vcは明らか忙しえない｡

3 村高 ･年貢

(イ) 検地 と甲高

盟 LE- 5- 1 検地の珂

托)安藤博喝r態川井府県冶贋略 Iより転写
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上斎原村の村高は現存する元禄 15.年から文久 5年の間の ｢免定,｣にみられる限Dにおいて比

4I6石4斗2合で一定してvlる｡当村では村高を決定する検地に関する史料が十分みられない

たれ 以下,陣 山市史』 (第5巻近世 1)を卓郵 てしそがら.当村を含む美作一帯の検地状況
を概観してみよう｡

発作LKかVlてtd.文禄 5年 (1594) ･4年の頃.当時の領主字音多秀家VCよって検地が行

なわれてかり.一般に文禄検地と呼ばれているDこれ比*閣検地の一項 として実施されたもので,

その範鞄は備前 ･美作全域と価廉 ･備中両国の一部に号でわたっている｡この時の検地に関して.

FX-作国検地の記｣ (平賀元義が '莫作視聴頼iFtl許写)VCよれば. ｢検地役人は村々を巡って

村役人が差 L出した帳面と.田畑にV_てた畝札を対照して検査し, もっともと思われるもの比こ

れを採 り.疑わしVlものには一 縄々を入れて剃 り.土地の良否を見穣めて石高を井定した｣とあ

D.いわゆる差出しの形で行なわれて甘b.後の虐政の時代に行なわれるような鋸密f=検地では

なかったQしかし.秀家はこの検地lて二.i:り坤高 28万石余を打ち出し,これI,=よって.当面の窮

迫した財政を補賛するとともに,朝鮮出陣に零した巨相をまかたったものと考えられる｡

その後,関ケ原の合戦後美作の新領主とた｢た小早川秀秋 も.領内の同地の境界を改定し石高

を打ち出したことが ｢備前軍記j')rc記されていちが.その実施方法や打ち出した石高Lてついては

明らかでたL.,､｡

秀秋cL)死後美作国に入対してきた森虐政比,鵠時村 今の間でその境界をめぐっての紛争がしば

しば起ってt̂る事態を察し.強力な検地事態をて重り出した｡忠政比まず慶長8年 (1i85)8

月に領内の各村へ布達を出し,家臣を派遣 して !Y侍を行frわせ.9)g附 の境界を明らかにさせたo
そして.塑9年 5月検地条目を定め.検地奉行'.各村 t々･r派遣して検地を行なわせたo

この慶長検地の特徴は,従来の大樹検地で甲い(.九ていたる尺5寸の間竿に代えてd尺 5寸の

間竿を用いたことと.従来の検地 よりEEl畑の竿i号づけが非常に細 くたっていろことの2点であるO

聞竿を6尺5寸から6尺 5寸に変えたということLL それだけ葵 洲而 柿 が小さくたるわけで.
当時の領主屑の狙いが年貢増徴にあったことを1,iると矛盾する上うに思われる机 現実には.

次tG=述べるようVE田畑凸等敏を細分化することL上りこのマイナス分は十二分にカバ-されてい

るO

すなわち.この腔長栂地に.かいでは.表 4- 5- 1に示すととく.村を-1ず ト 中 ･下の5年

vc格づけし.田は上･中 ･下5等級に.畑は ヒ･中 ･下･下-々 ･切畑確畑eL)5等級に区分した｡

そして.上村の上田 1反の石感を1石8斗とし.中村の上Ltlは 1石7斗,下村の上凹性 1石6斗

とし.以下中田 ･下川はそれぞれ2ニト下りとした｡また.畑につLoては上畑を中田と同じ石盛と

し,以下同じく2斗下!1としたo上斎原村は中りlu石盛でtDったOこの醸長検地の石篠を.同L--

く表 4- 5- 1に示した大樹検地の石盛と比較すると,上村と比べてみても田では5斗,畑では

4斗 も高くなっており.この検地の石盛がいかr.=旅しいものであったかが窺えるO

この雄長検地比.実施後ほぼ半年間で一応終穂をつげろが.短期間(,⊂強行したため粗雑な点が

多くみられた｡そのため農民側の抵抗が敢しく.やむなく｢首級 として実収高を検地帳に加
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年するという臨時的措置がとられたが.現実ycは,検地高に対する当有米高は 44¢～ 62弟vc

過 ぎfrか｡たとされているま0そのため.紬 ,農民の間には不平の声が高 く,潜は年貢賦課にあ

たって ｢諸引･永引｣などの名目Vこよb捜らかの年貢軽減を行ない,これVC対処していった.

表 41 5 11 石盛比載表
ヽ

(森藩の石盛 )

忘-讐ミ､上 田 中田 .上畑 下皿 .中畑 下 畑 下 々 畑 切畑 .薙畑

上 村 L1石 .8斗 1 ム 1 4 1 2 1 .0 . 8

中 村 1 .7 1 5 1 5 l l 9 7

(大控が余地の石盛 )

忘で上 田 中 田 上 畑 中 田 中 畑 下 畑

荏) l 森渚の石盛については. F樺山市史J(第5巻近世 1)P 2 22より転職｡
2 大開検地の石盛につレ､ては 『国史大辞典J(F陣山市史.I(第5巻近世 1)所収 )に
よった｡

しかし.これらの措置はあくまで臨時的なものにすぎず,次第に根本的な検地修正が必要 とさ

れるようになり,2代長継の駅 年間. 5代長武の朗 二年耶 ｢錨 ｣あるいは ｢蔵勘 と呼ば
仙 ,

れる検地修正が行なわれたO特K2代長継の地押の際に払 ｢段免｣という他Vc類例の少ない制

度が採用され･曲民の不平の緩和がはかられた｡段免の具体的計算方法について. 『地方凡例剣

(大石憐三郎校訂 )('Cよれば.

｢仮令ば下m高弐百石,免三箇忙て此取米六捨石の姐 右弐百石の内.高官七捨石-本免,≡

捨石払 -簡劣の段免場たらノ,I.先づ≡捨石L･e坊 少の-債を乗 じ.米三石と成るO之を総額

米へ加え大給三石と成る.之を総高弐百石にて除け.て.免三箇壱分五厘 と出る.是剛ち本免

なD.百七捨石へ乗 じ,取米五拾三石五斗五升 と成る,此免の内壱簡引て,弐簡一分五厘,

即ち段免なりJ

とあ9.事実上の減租が行たわれでいることがわかるo

慶長検地による増石以降.各地で新田開発による増石が著しくなるQ上斎原村にかいても.蘇

家人封当印の拝領高507石 6斗に.座長検地以降正保 5年 (1646 )までの間 の 増 石 分
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(･｢改出し高｣と呼ばれる)52石 7升5台.正保4年以降元禄 10年 (1697)までの間の
増石分(｢開高｣と呼ばれる)55石5斗 4升 7告を加え.元禄 10年森家除封の際には.村高

415石2斗 2升2合に増加しているoさらL/C,この壊新開5石 1斗8升を加え.松平家津山滞
初期の元禄 15年 (1700)vcは村高 414石4斗 2合となり.これ以降.江戸時代を通 じて

変化しないD

(ロ) ｢免定｣と年貰賦課

検地によって村高が定められると.それに応 L'て羅王は春から夏VCかけて村 々の年貢止を決定

し.本田畑 ･所四畑 ･新開それぞれtA=つレ､て取米を記した ｢免定JをつくD,侮年春頃,郡奉行

(郡代)を通 して庄屋 ･小百姓等村方一同-推す｡幕領の場合もIiったく同様で.郡奉行(郡代)

に代わって代官が年貢収納にあたる点が異{=るDみであるoそして,免定を受けた村方でLrl,皮

屋が大小すべての遊民を集め,細かく検討した上でEt民各個人に年貢の判b当てを行なう｡瓜民

は割り当て分の米を収納し,村方では各村にある確戒にこの米を輿めるOそして.これを溝の蔵

7至で運搬するのである｡上斎原村の場合.梓山帯碩LD時は陸路津山城下まで年賀米が迎ばれ.莱

府領の時比 年貢米は津山から和乳川(吉井川)を下って偶前金岡まで高瀬舟で避ばれ さらに

ここで千石船に横みかえられ.軸路江戸 ･大阪iある養府の米蔵までj運ばれてt,へたと考えられるO

年貢米運搬が終了すると,これと引き換えに.FJ.言行 (郁代)あるいltt代官から年貢収納が完遂

した旨の ｢年貢皆折目錦｣が村方-渡され こ11に上って一連の年貢収納作業班すべて完了する

ことVCなる｡

免定および年貢皆済目尋の形式vcついては写･n4-ち- 1に示すととくでf)るが.それでQi.

この天保 10年 (1859)の ｢免定｣の内窄 二次rL示し,以下,当時の上京原村tR:おける年貢

賦課形態がいかなるもので19ったかについてみていT-うっ

亥御年貢可如削肘之gT

梅 見 敬

一 高三百五拾九石六斗七升五合

此反別弐拾四町三反弐畝廿壱歩四厘

此訳

田高三古式拾六石三斗九升

此反別弐拾層町八反七畝拾弐歩四l堅

高大斗五升 意地川欠引

内 此反別五畝歩

高三拾三石弐斗大升七台 去成与引続皆無引

比反別弐町四反三畝拾四を

-Eiil一

津山御領所

美作国町々傑郡

上席原村
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小以高三拾三石九斗宅升七台

此反別弐町四反八畝Lh四歩

残高弐百 九拾弐石Ftq斗七升三舎

此反別拾九町三反八畝廿八歩TTq僅

此収米百石八斗五升三舎

内米弐拾六万九斗七升 三成榊

畑高三拾三石弐斗八升五台

此反別弐町四反瓦畝九渉

此取米九石七斗七升~六合

去成同

右同断

一 高五拾-_三石五斗!JEr升七台

此反別V_q町五枚六畝拾三歩

同所新旧

此訳

田高四捨石八斗五升

比反別三町三伎壱畝廿八歩

内議拾弐石五斗七升六合 去成 与引続皆無引

此反別壱町四畝十三番

残高弐拾八石弐斗七升四含

此反別弐町弐反七畝拾 圧歩

此取米八石tJLg升四台

内米三石弐斗五升老台 去成増

畑高給弐石六斗九升七合

此反別宅町弐反四畝拾五渉

此1枚米式石七斗八升伯合

去成同

右同断

一 高三石壱斗八升

此反別弐反六畝拾五港

内高弐石三斗八升八含

此反別宅反九畝廿七歩

残高七斗九升弐合

菅 田 同所新開

-7三一-



比反別六畝拾八渉 一･ I 【J･{

此取米式斗八升七台

去成皆増.

取米合首弐拾召石七斗四升四合

内米≡捨石五斗八合 去成 紳

外

一 田七町三反反七畝六歩

内宅町背反七畝大歩

戎弐反歩

此収米四斗五升

二 畑五反四畝廿壱歩

川欠引

- 米式石九斗管升五合

一 銀弐拾八匁六分八厘

一 銀,壱匁

一 隻艮宅で三百三埼昌

一 銀槍玉匁

一 銀弐分

一 銀拾七匁

- 銀弐匁

一 米式斗瓦升

一 米八斗三升三台

一 朝大給弐匁四分六厘

杉木立

一 御林

●ヽ

LT ,Ir

▲' '∴11一っ'

'L - J . ト ーヽ】 I.一二

7.1一一

木地挽作 .i. 見 取

去成皆増

同断 -了 見 取

P･一

噸峯代

休山迎上

成故山 右同断

成多食迄五ケ年来分 鉄山節操運上

,木地軸管挺役

所林山遡上

鉄砲拾七挺役

儀遺冥加銀

却侍馬術入用

大尺給米

.. 術 前入用

.て･1ぎ r

l!1,･l 五ヶ所

但大山唆組反別不知 '

l

糾合米百弐拾大石壱斗九升弐合

銀膏1丁匹｢百五捨大匁三分蹄厘

右者 鞄 御成態脊面之通相棲集村中大中之百姓大作之もの迄不挽立命無高下合判晩来ル十二月

十日隈急度可皆済もの也 L IlPJ
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す なわち･上斎原村の村高は4I6石4斗 2台である机 その内訳は木田畑 559石 叫 -7升

5台･新m畑 55石5斗 4升 7台,新開 5石 1斗 8升となってL̂るO こa)村高払 面輔であらわ

すならば 29町 1反 5畝 19歩 4櫨 とい うことにモ9. ヰた,m畑の比率については凹が全体の

面篠の87那卓を占めている.

しかし･実際lて年貢耽練の対濠 とfi･ろのは,これらの高からそれぞれ. ｢引'Jとレ､つで掛こ入

-Jているにもかかわらず実際の生速がない土地凸高を差 し引いIJt分である｡上記の免定にみ られ

る ｢宗旨鮎川欠引｣といL-A,,D仇 供水等の取水捌 L'上｡て.馴 耳の地味が濃 くなった分とかrB畑が

欠Jhれた分を差 し引くものであるQまた. ｢竜虎i引続皆無引｣とあるの比 この前年にあたる

天保 9年 (1858)にJ:斎原村域が激 しい凶作に見舞われてお り,その被害分を前年に引 き続

いて差し引しへたものであるo

高から以上の引高を差 し引いたものが ｢残高_Tでもb.この残高に対 して取米 -一年貢米がかけ

られるOすなわち,残福仕毛付商ともよばれることでわかるようtJTL.爽際に米の作付のされた土

地のE-tjj-実際tAr生産のbったこヒ地の高を示す,Dで為るo長粒的把.この年虻残高を合計 Lて巧ら

れる5a7石 5斗 2升 7台が作付分とみなされ.それi･C対 して. ｢取米今｣に示されていろ121

石 7斗 4升 4分が年貢米 として賦課 されてvlる｡

T3:'た,免定には,以上のm仙て対する取米 (本遺物成 )のあとt′こ, ｢外｣ として′川勿戊と晦掛

物が記されるLZ)が普通であるO上記の免定VCふいても.林LLl適 卜 鉄山折襟嵐 t･木地軸電鍵役

･鉄砲拾七挺役 ･酒造冥加銀など各'f･r,の遡 L-銀がみられ ここに.,!,'生民の桝作以外のわずかな収

入櫛に対 しても漏きず釈祝 し,舶民に余剰を貯えることをさせせいとする領主側の姿勢がはっき

りと窺える.

高掛物Qjうち.御伝馬晒入用 .六尺給米 .御領新人用は ｢高掛三役 Iと呼ばれ #府領の村に

のみ試せられた租税である.御伝偶宿入用はま永元年 (1704)i,C設定 され 5筏道の問屋4-

陣への給米作あてるもので,高 100石VEつき凍 る升 と規定されてV'た｡寛永末年に設定された六

尺給米紘江戸城内の雑用人夫-の給米にあてるもので.高 100石につき米 2斗 とされた｡また.

御蔵前入用は鞍府の洩革米蔵の諸入用LCちてる utZ)-C.高 100石につき錦 15匁 と規定されて

いた.上斎原村の場合もそれぞれ以上のJn-_出規定に従 ,ており.免定にみられるどとく,御伝馬

億入用米 2斗 5升,六尺拾米8斗 5升 5台.御 前入用銀 占2匁 4分 占座 と7F=っている｡私領に

おいて早ま.御伝馬病人群 ･六尺給米杜夫米 と.印は前人f削ま夫銀 とそれぞれ名目が変わるD

以上の本途物成 ･,ト物成 ･高掛物をすべて加え.敬重に納めろべき年貢米銀を示Lたものが

｢納合｣であり,村方では庄屋を中心t,Cすべての農民が典 せり.一同で相談の1. これを適正に

-:15-



各個人tJTL:i:･llり当てるのであるO

この免定1,E対 して.実麻に納入された分を記したのが年貰皆済目録であ9.その苛式は写真 1

4- 3- 1をみても明らかたよう忙.免定とよく似ている｡

(バ 年 正 負 相

上斎原村にかける元禄 15年から文久5年-iでの現在するすべての免定食換計 ･整理したもの

が衷 4- 5∵2であD.これ･kもとIrこ.残高(毛付病 )･取米高かよび免宰 (高免 ･毛付免 )め

推移をtfラフにしたものが盟 4- 5-2であるO以下.この2つの焚料を分析することによb･

江戸時代.僻に.免定の存在する元禄期以降e)上斎原村にかける姓民の年貢負担がいかなるもの

であったかみでい くこと忙しよう｡

Fj14- 5- 5をみればわ-/pるようVこ.年貢免寮 (ここでCr:t良民の実質的年貢久地を把掘する意

味で毛付免ilt注目Lた )の推移vcついて大きく4つD画期が存在する｡

せず,第 1の画期比元禄 -5年 (170 O)から元文 2年 (1757)までの期間 で･ 元醸

15年の.54車力､ら享保 11年 (172占)に比 4口車へと大幅vc上昇 し･その後 10年間に再

び5ALIp台-と落ち込んでLへることvE注EIされる.との期間はち上うど,草保の改革VCよる従来

の検見法/)lら定免法-の徴租法転換の時期にあたる0

8代将軍吉宗･li財政礎覆 し紫として年貢増徴を目指し.新田開発を横庵的忙推進するとともに,

それまでの栂見法に代えて定免法を採棉し.定見依施行に至らない土地に対 しては有毛検見法を

採開Lた｡毎年.収嶺酌に地方役人が塾村してその年の作柄を実地検査し それに基づいて年貢

丑を決定する検見取法忙対 し,定免法は過去数ヶ年の平均収機をもとにして.一定の年季を定め

て村ごとに年貢丑を同定 してしま5もCL)であD.享保 7年 ( I722)頃から実施されたものら

し.し~･｡

諜府が定免法を採桐した理由IJtはし(ろV,ろ考えられるが.従来の検見法を行至っていたのでは

検地をしなV'限 り個々の四の中質もとは変化Lf=tr.ので上糊を持つ者に不利であったことや.検地

役^の不正や検地帳の紛失などが頻繁rC発生 していたことなどによると考えられるoLかし,こ

れらはあくまで表面的理由托す垂′ず,兵の目的が年貢増徴にあったことは疑 うべくもないO つま

り,お･りから牢記増徴に努めていた幕府/ji.定免法の利点を生かして年季の切り替えの慶VC増米
を加えて年貢免峯を引き上げ,増徴 した年貢高を避Bilにかかわらず同定化しようとはかったわけ

で.BるC,

しかし.この定免法の実施過程vcおいて.右肘姓破免棟見取法の併用を認め.定免年季中でも

激 しいrg作 ･不作の年には村方からの願い出に応 じて検兄を行'JllL､,それt.{よって年貢を屯成 し

ようとしたものであるO破免条件についても短期間に大幅綴和され,孝保 7年tでは一国一郡にも

及ぶ程の大LXl作とされてV,たが711字保 19年 ( I754)には-村限 りでも5分以上の抜毛LL'場

合破免が通用され,この破免条件比以後幕末 まで適用されたO

上斎原村にお･いて.元禄 15年の54碑から草保 11年の40飾-とd多もの免率の急上昇を
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みせるのは
,-i
割で
,このよ
うな年i5-増徴を自的とLた駐府による定免法採用の影中にはかなら

ないo
Lかし
,
享保11年をピークとLて免宰相珪下傾向を'ATl･L.
元文2年までqL)11年Tと,Rで4

多も低下Lている机これは,
定免法施行に対して漁民側の抵抗が次第に披Lくな
_
D
,
任免年季

切b替えの匿毎('こ.
増米む加えるどころか逆に免渇を引き下げたためと考もられる｡

･第2の画期蛙元文2年から文化14牢日bT71の期間であり.
全期を通じて免客が5占%

前後で妾建しているD
代官段所のあった久世村の同時期(,I
:
,
糾する毛付免率が451,-55帝を.維

持しつつけてレ､たことからして.
地理的条件が異なるため単純化は比較できたいが,
上席原村(,C
かける娘民の年貢負担は標準的もLく比それth雌いもtZ)であ｢たと推察されるO
また
,
天明8年

(I788)から文化9/lF(1812)crJ糊帆毛付免と高免,I)阿りycl頚髄CL)閃きがみら-ケLるが,

これはこCL)欄間川k,
不作弓=て
L
r
.
る引詩が多いことに雀田してせり,すなわち.7:明の大飢㈹以

来各地で電税に抵抗する農民一校が頻発する机そのような情勢のもとで騒卜倒ま年貢軽減を余鴫

なくされて+'3'-tl.
上斎原村でも.
そLCL)よ_
-)･fi:
政治情勢を反映して
,
川欠･不作引と名目づけちれ

た年貢軽波が行なわれているためである,J

第5の画期比文政元年(I81日)から天作8年(1857)i
.
での期間-C,
後糊松平家碑｣r

藩支配の時代にあたる
O
免孝もそれまでの棟挿慨期の56俸前後から一挙に4□番台まで4飾韓
も引き上げられて,i.,
叫,支配領主(TJ交替とともに年貢賦課もかなり強化された上IjT:I,_7
る
O
黄4

-1-5のこの時期与でついてみれば明らかなiうに.この
時期ht一年季の定免法が抹FT3されてい

るが
.
楽'i7錆射て仕
,
年季初年度L7J文政元年に定免柑米27石5斗7升8合が加えL'?れて以降,
天

保5年(1852)まで牢記負柵叶7J:Lった(同L-であり,
このことからすれば.
25年季定免と

F:
3'い換えても差し支えF
.L･
しハであろうo
かくて
.培地
JF
,'米
27石5斗7升8合が音さ(,Cこの時湖の

免率上昇分に相当する>
_
とがわかる
｡

第4の画期は天保9年｢182占)から横束寸でFb期間であるが.
この時1
,
甥の扱いハ免率の上

下lrL
iいかなる意味を持つのであろうかo
天保9年上り上斎原付け松平家津山播ttL)Y･BI軒とたってか

D.
実質的に妓幕府領でありたがら
.
管鹿のみ吐挺平家軽山裾L,て委任されていたのであった｡
葡

府髄t,JCかいて!i,辛イ耳の改革に･右･いて窺免法が採即されて以来定免法が広汎t'･:行なわILていたが.
天明期以降の相次ぐ凶作や飢曙の中で曲港生確は不安定{=状況を示し,このようなもとでの
定免

法施行は実情にそぐゎ吾いものになってきてLp､たOそのため!,t,L
'生民-蒼などが
頻発するJ
.FJL,C
た｢て
きてかり.この
とうか噂代情勢i:厄映して.
天保9年Lり検見取法が複情していろD
llJJ

のことからして.こ
e)祝'4LrJ薗i期にかける20感～50啓での激Lい免牽(7)上下比かYに村方

の実情vC治｢た年貢u'.
昆幣であったと考えられる｡
逆に考える･f=
らば
.
天明鞘以降のガ笠英貨薩の不

安定を時期でありながら.
56帝～40鱒の色事-r･寧貢呪敵うこ行T=われていた第5･4の癖壬剛仁

,
i1-ける姓氏の年貢負担が.Lへかに黄僧をはるかに越えた垂L,ユものであったかという{_
とが惟翠せ

れる｡

また.
rlf,
14-5-5-i･みて明らかなように.
売文元年(1758)･大明6年
(17Bi).

文化10年(Ia15)などLAIお･ける免演の薬しい落ち込み払ril作･不作に上るもVL)である0
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固 4- 5- 2

上斎原村に甘ける

貢租の変化

従)表415-2を

もとVC作成｡
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これらの年壮衷4-5-2に明らかなエうに,伎免棒兄が採用されてかb(元文元年,{Cついて拭
敢租法CL)記載が,3:V,),定免法施行時で3'bJ=がrl,.前vc述べた破免槍見採用の条件に該_1する

程のJXげ巨がこれらの年(,C起ってviることが考えられる｡

(=) 廻米と石代納

年貢は米桝が装本的であb,触王の磯までの年TiTや遇撫 (一役に廻米とし1われる )比粒民側の

瀬務とされていたれ 当時の段民にとって,こ(D壇米に要する猪狩用の負･TnJ.!･-1非常に大 きいもの

であった｡上剰 員村の場合も,後に述べるち年やモ除 く年貢米は樺山帝時代!,-t津山城下まで,燕

府領時代は江戸 ･大阪 まで曲民負地に1:って･野 されてし｢たo Lかし,作柄が悪(収確の少･な,め

年などでは貨幣による納入が行なわれてお り,耳F'iL-.江戸中,g似 降EL)蘭彬経済の発展に伴ffレ㍉

こLD傾向は一同強 くたるoこの米桝忙代わってif賠 (ー一般には報の場合が･_:I,い )で平瀬7i収納す

ることを ｢石代納｣とレ､うが,LtJ.下,上帝原T.Hこ現存する ｢年琵皆済日録 日,7二より. こeL)flT代納

化の進展について考えてみよう｡

まず.写在 4- 5- 1にあげた天保 11年(18 40)の ｢年苛皆済日常 .[('=6際虻前年にあ

たる天保 10年の年il'=皆折につレ､て記されてvlる)の内布を吹th=示そう｡

亥例年 .皆済員愈

津LLJ御領所

美作同両 々樵郡

上兼原村

高四百拾大石Fq斗弐合

米首弐拾弐石壱斗九升四台

内米四斗五升

LJ七訳

三分-儲継可相成

米四捨石七斗≡升宅合之再

米拾六石四斗弐升宅合

外米弐拾四石≡斗壱升

此僻FglT四百弐拾竜匁七分五仲

米式拾Pq石Pも卜斗七升壱合

此頚弐貫首六拾七匁六分七厘

米八拾壱石三斗弐台

本途見取

見取

三分一考艮糾

亥臨時米桝相成惟分

但米,Jg石二村

錦-拾大知五分へ厘宅毛

三分二卿

但米壱石二付

銀八拾八tQ五分八厘菅毛

米納

ー85-



内米式拾四石三斗宅升

ノ▲ ･外

一 米弐石九斗菅升五合

此朗弐育五稔弐匁三分八厘

fr 一 銀Lg檎六匁八分八厘

⊥ 一 献槍玉匁

t' - 盟菅rr三百三拾日

~｣ 儲弐匁

一 米三石七斗五升三舎

此銀三首四冶三匁七分

ナ 銀V_q捨宅匁/J､分式壇

- 米弐斗五升

此銀弐拾菅匁六分王座

一 米八斗≡升三舎

地銀七捨弐匁菅分弐厘

- 銀六倍弐匁阿分-,i;厘

. 臨時米約 1

小 もの成

但三分一恵段

右同断

成 東迄二7i:ヶ年草

木地軸智糾

戊 黄道五ケ年季

鉄LLl節操逆上

酒造冥加食違

日 米

迫磐石二付銀九拾菅匁五分入庫宅毛

口銀

例借覧椅入間

但三分一面段

六尺給米

但右南段

御蔵前入用

合 米八拾胃石三斗式台

･韻B-n七首七拾七匁四分三雁

内

米宅石四斗

米弐石

小以米三石四斗

納全 米七蛤七石九斗式台 †

･誠五訂七百七恰七匁四分三厘 tt

御林年給米

茶屋守給 米

rJ

右者亥御年貢米銀 ′l働 成其外炎甘面之通令骨折二付小手形引巷一概日食相渡衆道両署物差出

侯共可為反古もの也

天保-トー子年三月

-84-

中 (釈) 仁兵術 ⑳

伊 (丹) 馳十郎 ⑳

防 (淵~) 守助 ■ ⑳

≡ (捕) 十郎左衛門 ⑳
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すなわち.この年免定に上って賦課-された木年貢 (取米 )は 12 1石7斗 4升 4合でもったが.

年苛皆済日額によれば,これに4斗 5升の見取米 (荷m開発をしてもそれが地味劣悪なるため石

に結び輝き場合.その反別のみを丈鮎 して之に Lfき牢浦を課 したPをJJnえ.由 十'22T]-1斗 9

升 4合が納入されていることがわかるO しかし, これがすべて米糾 されたわけではなく.その 5

分め 1の40石7斗 5升 1合は ｢三分一銀軸｣として石代値段銀 86. 581匁で銀高に換_許さ

れ また ｢三分二規約｣として24石 4斗 7升 1台が石代値段銀 88. 581匁で銀高rL,換井さ

t れているO突際vcは.5分の 1銀納介のうちの2J市 5斗 1升が相時的托米納うfLているので,

tr 銀納の本年貫に占める割合は 55LG強となる机 仮b控除時米納がなかったとするTj:ら.I.L 実rc
未年苛の 55飾雅が鋭糾されることになる｡

5JJの 1銀柵 とLAぅの払 円畑総取米の5分の 1台柵部分と見立てと九を鑓約す,7.ものである｡

li九,当時, 10分(I)1縄柵 とし(.'て.総取米山 10分の 1を大豆作vcよるもcc)と,th-/てこれを

!･B納する収取法がとられていた｡そして, 5分LJJl銀約分と10分の 1射場勺分-,tt･加え ｢4分方倣

糾 占分77米納｣となるのが.帝国詐術領vC.かける典型的年貢収取形雑であったO上斎原村では.

10分の 1銀約は{=( 5分の 2銀的がみられるが. これの意味するところとその封鞍方法は明ら

かでないo Lかし,図 4- 5- 5の元文年間から丑保年間をみれば明 らかなように, 5分の 1銀

納 ･5分の2銀納V.Cよる.木年苗に占める銀納tD刊合は と帝原村VこJJ-､いても4CI飾時庭でちTb.

｢4分方岱納 d分万米納｣にあてはそる｡

おりから,措幣経済7)'林滞礼金CL坤 で若しし,追尾を必ず.これに対応していくために雑婚や各
市比や幣投了.rtTに全和71)を注ぐよう(/CなるOすなわち.従来'D5分'Dl今更桝や 10分山 1灘耕L'C加

え,凶作の年に悲貿米を1石につき銀 20匁からヅ知亀鑑で銀的忙する ｢安石代納｣などを採用

し,年男石代納化を急速に押し進めてい く｡上.市原村においても,そのような政治情勢を反映 し

て,安永 5(1774)･4年頃には銀納車が 70弟を越えるまでに至っている｡

しかし.詐術比明和頃から廻米増加に政節を逆転してを_t),上帝原村でも.I/1永 4年を切とし

て.これ以降銀納車が低下する幌向を示すoさらに天保期に入ると.#I仔比 5分の 1灘納 ･5分

の2銀納までも禁止 して坦米増加につとめ.J=市域何にかV,ても.天保 11年 (1840)以来

これらの銀鮒がほとん ど ｢臨時米桝｣として米桝音れるT.うVL'なり.家政期V{-は木速の95帝以

上が米,mされている｡

さて.それで比 江-p-中期以降 幕府がそれtでtD年胃石代納化推進策を逆転 して廻米州加策

-と移ったのはなぜてあろうかO

-lj一代納が.米糾rc代わって1-Y幣 (多く比銀 )で靭めることであることは削 こも述べたう屯りであ

るが.その;良を祷るためVこ拭怨民け米を,,'･:ら空けれ(1モらたいO上市原の場合でLnうと.領主側

が年寄伐採VC際 して用いる石代値段は津山にかける 10月下半矧の哉米相磯左･ljって決定された

のである三･%しかし,_実際VC鰻民が米を売却する際のtJ;米稲城は喝米相場 より安しハことから.年脊
分の銀を得ようとすれ化 領主が規定 した米任山上rこ余分な米-̂4_･J必琴とするOこの領主の規珪 し

た米高と実際に売却 した米席 との差を石代納負親 といい(一般には銀iiVC埠井 して考え･｢開銀｣

一日7-



ともいわIhる).そ,D刑合は寛政糊以降銀納全体の26承～ 25郎 こも及んだ｡ このように,此

民td=と1てこLD石代納負担は非常に大 きLJlもIDであD.次窮rL.戯民山石代納化忙対する反対が

起 ってくるようLKf=った｡一方.儲左側においでも,石代納化の進展に伴 い 硬米が苦しく城少

するようにfrb.婚米増加o必嘆に迫られる上5yCl_,ったO以上 蝕民側,D石代納化反対 と領主

側Lt)域米イ･二Jiiという2つの珊 忙よって.江戸中期以降の廻紫増加帝が推進Tf+LでvlくのであるO

ところで. ヒ頼原村vCかける廻米VCついては..1つ大き{=特色があるOすなわち,当村におい

では.米約分かナベて闇米 として領主の米攻まで迎ばれたわけではなく,為巷米 といって.鉄山

労務者の良税米として鉄山怪営者忙売D払われる兼がかなbv3溢にのぽb,村方はこれによ-,て

得た銀を年貢として米の代わDに納めてV,たことが史料に上って触 られるOこ9番替米によって
上帝原村の島民の廻米輪送vC畔なう負担はか,なり軽 くなっていたと考えられるO為替米vEPいて

の詳細tFt億出,_I)｢たたら制欲｣の項で述 べられてLへるので.こIhを参LTRされたいo

bL l

注 釈 L

1) 村上直常 陸 戸幕府の代官J(昭和45年発行.新人物往来社 )を参考にした.
2) 7替両市史Jl(第5番近世 1)P121p所収o ヽ

5)内閣文相所蔵 O

4) E3i]Tl国会国葬館所帝､

5) この当時の三浦市郎端緒門の骨相地域 として比.上前原村のほか.卑絵 ･奥羅川西 ･長藤 ･下

斉原 ･羽出 ･幽日野 ･女原 ･弁板 .雅野の各村があった.

6) 史料で碇認 できるのは天保 12年 (1841)が厨初で,この時の庄尾は.二平沢 (田淵 )と

茂平 (三船 )の2人が勤めている0

7) -rTi西2相にわかれて以降,田淵家で拭二千次 ･草左工門 ･仁平 と庄環椎を継 ぎ明治vc至ってお

り.三船家 で.lr't茂平が 1人で明治まで勤めている02組にわかれる以前で紘.草保胤,t作石和

門.文政糊(n=7=7治郎か庄原役 を勤めていたことが史料によって明らかである0

8)吉愉群乃典成所収0

9) この時派遣 された家臣の主な者払 陣半兵術 ･西川三石衛門 .伴伊兵衛 ･酵田勘兵衛 .奥村平

太らである0 ､

10) 勝北jlB近永村 (津LLt市滋抜)で払 検地高 526石頭に対し｢当有米｣は202石弱で62飾,

-:tた勝商都商号t'7]村 (鍵山市碍青田 )は検地鶏 5a9石余に対 して ｢当南米は 172石で4 4

解でも-たと. 陣 山市史｣(農 5番近LH11)の中七葵例として取 りとけ ちれている.

ll) しか も.村内の百姓全Llが噺い出たのみという条件つきであった｡

12) rR本経済史辞典｣ (下軌 日本評論断礼 )に.たる0
15) 津LHにかける 卜.新米17)I0月 15日から同晦日までの半月間の哉米相場を平均 し,それから4

匁下げたものが従来石代値段 とされていたoLかし.寛政9年 (1797)vc市代値段の決定
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方法作つレーて改正が行なrわ九.これ以降比 10月1日から同晦日までの1カ月ILtqの払米柵場の平

均をもってIh一代値段とされ たoこ7̀7･1-r'-均方法についても,下 15日間忙仏米が5回以上fDlhを:rそ

の平均を,下 15日間の払米が2rul以下の場合. ヒ15日間,I)末から 1rjづつ加え.合計5回の

平均をもって石代値段としたO

( 灘 波 保 夫 )



4 農 民 の 生 活

◆

･･1･._T . ... ∴- ∴ n L . ~▲･-

t･●れ ITL

(1)姓柴生産 ー

近世後期におけろ村内姓氏の封 舌に焦点妄あて,第 1項では鹿諜生車の叔況を馴 削二亀夫氏所蔵の

｢蛸々桑郡上斎LEi一村明細膚1.帳｣ (天保 9年 ,以下 ｢村明細ぜ上境｣と略す )をLFIILとして考察して

みよう｡

表 4- 4- 1(qよれば,岨畑耕地面焼結煙草 2年 2ム町 7畝 19歩.天媒 9年 28町9汝 占畝4歩

馴冶 8年57町8反29渉である.天保9勧 らゝ明治8年にかけての 29町劫の増加分中赤和廟に別ナる

新開耕地が 8町 5反 5畝2歩含まれている｡軸もそれに対応 して579心 1斗 4升 9合' 415石 7

斗 5升 2合,明治 8年は加にかけるL灰陛l止は不明であるが全体として540石前後あるものと考えら

れる.しか し,U)摘 8年の杓加は地租改正KかV,て反当桝牲Itlを.h'l(見祉iもられた賠巣である｡

i_l'元正雄氏に⊥zLぱ rriJLLJ塩では 7年末の ｢下以反米｣に約 2割増加 し,管下平均出方反当 (d尺3寸

衣 4- 4- 1 耕地 BJ.1柵 薮

延軍2年(1.742) 天 保 9年 (1858) 一五 放一石 有｢ ㌦ I 明治 8年 (1875~)

59.4.15幸二可雪空 面 魂 斗代 腐

Il■

-一.I-.-■■■..■-5-T_--ー圭I! -
I 1.0組上蕗l.2.051.51.747I 256_2151.4 至竺 ｣II528.2285ロ7.159

中島下.砧下々I?,小 計 1_18 1.5t≡-.喜50:i Jー1.8,27 1.1 li
1,4.OD D,9 1.250 t I

225.0.25 1.515.A.06 1.5 I 555.9.0占 l I1I l

上申畑 下 2エ550 い I

2.1.05 1.5 2.742

5,&2Lt I.1 6.228 55.51911.446.654 50.809

ー｣iT_〟小 12ー2_215 5.8,24 0.9 ー0.945 !!1.2 45.245虻 ー I
合 計 ! 260.7_.9 - 579.149 289.仙4 I-I 415.752.I578.029 ｣ -

天保 2 簡 々操郁上斎原村明細赫上幌｣ (田淵家所械 ),明治 8 ｢地価坂訴頗｣ (料

桜jlj所蔵 )の各史料による｡

2) 本表中Li]jJJの分類に上白,中畠=-･とあるのは,それぞれ上品出,中血圧卜‥-のこと｡

･･-90-



竿 )1石.4斗 5升の ｢柵5,反米｣を考えている.工')である(ただ し利子率を引上げ地価はそのわり

に高くならない )｡これによって中央の 1石 6斗4升に対応 しようとする｡｣とあ り,･それを衷付

けている｡

同義によると上斎原村では全耕地面積に対する畑地の割合は延草 2辛 (1745)におVtで15･5

歩.天保 9年 (1858)では T0歩であり,明治 8年 (1875)も天保 5年同様 10蕗と全体

的にわずかである｡近地において畑地でどのような良作物が どの程度生産されてIJlたかは,史料が

夜いために不明であるが ･畑地比率 とも考えあわせると,そのほとんどが自給作物であったことは

問迎いない｡

当村烈士=･而御座候 ( ｢村明細一g･上板｣ )とある ように地味は肥添であると-考えられるが,そ

れにしても斗代が延字 2年で田 1石 5斗州 1石 2斗,天保 9年ではEf]畑とも1石 4斗 というの/Ji山

村にしてはあ7tり把 もrFj;すぎる｡この延李,天保朋上斎原村を領有 していた森家の検地の方法をみ

ることによってこの間越を考察 してみ よう｡文化 15年 (1818)の ｢御加f酎也中庄屋江申渡｣

(共産郡入来村丸山家父杏)によると,

- ､検見坪柑之俵御料所 二雨着大凡三寸枠用来候得共.森泉検地之節六尺甘､1-刷 召用候儀二付足

迄之御領分中不残大凡五寸柑相川仮払汝､以来rfTT桜六尺五寸樟相用候｢hLj､其旨可碍侯､尤御料所

ニl舶応入二相成新U]芸大尺JL3分fFTl.柏用候81

とあD,坪苅わに天硯の噂にIlid尺 5寸相を川いて一･1るのして対 し,森家で(rld八 5寸付をJri=jVl･でV>
ろ｡この ようにすると一坪あた りの収椎itlrtLtTl加十ろのであ り,これ看･嬉碑として全部のLn畑Kl,塩
川すると村応も実際の成上り多くなるCとくくてこの村で(r1

- ､編四百 拾 六イ酔 1･弐分kl-T･LIJ々脚 i上市原1-j

此反別弐拾町九反六畝七歩
本所｢壬けul

新捕Lfi畑

内応五拾三石五斗拘升七合

此反別四町七反弐畝廿七歩新EB畑

伺庖三石,1g斗八升

此反別弐反六畝拾五歩新牌田

上出石盛十七
本田
細岡十一虹

由弐拾五町六反弐畝拾五歩一櫛鮒三

此応三首六拾九石九升八合駒r凋払下[-日石蛙-
1
一式

●●●■■■l●●●●●■●●●●此分極山中故不凍片毛作リニ而御陛懐
上畑右脇十五

畑三町三反三畝拾九歩本tll畑中畑石盤十三

下畑右脇十-
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下 細々岡九

此,ltも四拾六石_,J;斗五升四骨折EEl畑山方新田

下 畑々何八
●■■●●●●●■■●● ●●●
此分極山東故肯毛1ノI-リ耳桁御醇険 .

7tた

i11

･･'･･･1･-tL.L

IL.-i
′■tl

!'.i ;一I
rE∵-I
1_1I 11ぺr-

JL▲一一､

I
■ナ′

伺 鮒 ま舶 ) 一･^･･. ..･ ∴ L-∴ ''~ I

-､当村用水之点者当村之内因伯国之境三国ケ仙占流出し冷水田方-引取申候'殊更外′ト谷水引
取申候田方之頚茂同様冷水二御座候 (以上前掲 ｢村明細笹1'拡｣)

とあり,納述のように石感壮痛いが,片fB作であ り,田畑へ引入れる水が捻く,全収 鮎 も漢際のr l
反当収itも低いので総をV,かと考えられ結局膿民の良過を婚大させていると思われる｡

肥料は近代l･e入ってからも

苗代前に出-灘を入れ腐らして桃を蒔き田機前把yj:下木 と衰て萩中染め葛生 を入れ併らして防

をうえる也か

-また.

塊畑は2-,J､笹などある所を=nJb,塊灰をこやしとしてC粟･布袋など作る也 ..

(以1,｢書獅群&*_成｣剛 J大学教育学部付属図一&電所蔵)
とめるよう!'C自治肥料でも.b近地 も 同様であったと考えられるC こJt.ら肥科となる等 ･戚′j､鎌,

芝′J､紅などの押収り-･il,所 ･)Ul日は郎n規制とし-E掛 川から糾収もITLてい た｡

-､;志げヌTJ一宅例年之通 杵二郎fと9着土用二人十 日立つIIJ】天気ヲ見合御敏LLjL弐ET十日ヲ四明与度

し銘名拍手次第I-i-ilJ何畳

-､金柑lJ近場之内伺所迄儀ヲ人放 し鮎 帽 十 日ヲ四桝与鹿銘々肪手沢第-17躍 る 可吏(｢村方
渚締｣田淵家所敢 )
肥 料とともに,放熱生産を縫持 し 増加させる賓束の一つである井堪,すなわち用水虚構咋ついて

仁王,

-､井堀五ヶ所 石越滅井手 観骨盤非手

下梅原井手

中原井手

米粒井手

'r Tヽ l~

l:･･､∫･l=-1､
1ヽ.i

- Iヽ lヽ●
′

l･ ■･ 亡
II; L ;.

右井堰之儀-先iF'訂術 分之節占御普熟所-御.*･辰､御料所二相成鏡市 も御入用醇.;ld-破仰付
候場所二両御座健二付足直相轍便節晦鑑串原上候而御人凡旗下塩侯､折々去之御入)Ej酔皆甜所-
而御座候

-､溜他無御座候

-､糊水佃無御座侠

(前掲 ｢ヰ寸nA棚朽上根｣ )

ヽ-

i/JI
●

l･--IJt･ ▼一 ･･I ･･--･ 一･ ㌔一 ･ 1}.･A l.▲
-llt･;1I .i 1

と記され-{いるJ:うに五カ所存在 してvlたれ 塩澄枝府の未発蓮な近出におvlでは奴悔しやすく,

そのための夫役も柑 こ多くのfl且をしていたことがうかがわれる｡少 し古い史料trcなるが ｢肝瞥誠
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L]

所五拾ヶ年明細細｣(年代未明 tB淵家所戒 )に上れば
宮尾川滅
-､井鳩五ヶ所

内
伶原瀬
･-Bヶ所 長大拾RE'1 1斉平均弐聞
下帯原瀬
壱ケ所 長四拾弐開 城平均宅Zill半
天王
壱ヶ所 滋拾五1'E.Tj 絹平均宅間
下小向戚
宅ヶ所 衷大給間 切平均宅間半
上中向)IR-
･ijヶ所 Jk/a拾屯糊 怖平均宅間辛

抱老右Tlヶ所共当村用水世相組合紙之私儀之珊放水大破之駄 々竹木諸色人rLIl扶持米等鶴主人用を

以紳 仕来候由申鮮 14弧 元録元辰年L草保二百年も三十ヶ年之内証拠iE物腐御嘩 細之訳相知不

申候由村方Liリ71,1差,J･:川I紘

一-､享保三成年F,r叶卜 一年迄九ヶ年松平技五郎領匁l之節.､亥丑辰巳阿ヶ年lat水大破二村竹木紺色人

足扶持米等積主人川音･Jよ普詣仕儀由､然共証拠ふ物J.村坪は由村 -̂8G付差出巾 挨
-､草JR十二未年錘 斜所二成朕元丈二巳年迄 トーヶ年之内口鵜作右二門繊代官所之姉､成ヰ二//

年字偽膜漸 ･下車Jrl,.,Aと中井哨二ヶ所供水大破二相､IIEtこWい.:上 ､人足村.･iJ百石百人､帖 kL従余- 榔

扶持米･L･.･人Li合沌破 F'#i㌦rll'･払叩･日､弐人t'illt二宮帯之カ､頚㌍手薄J'),Li'T･～V,-1<下痔L･...A瀬rr天工L-･喜l井ì

三 ヶ所大破二村 ･/経木御rlヒ､人地引'.･占百石血浩人相-･2五於人JB懲扶持米壱人ヒ含五勺､比余-71･1g
人一･･サトヒ合つ iゝ‡米被下軒符dJ･舷仰付 ､irJ-l入射代官rrT之.!H､Jii年石井収-IT.ケJLVr共人紙二村､､敗木1qp=iF

l'r.:上､人足村,I,i,73-七五拾人相(立一江拾人者扶持米,占 ′七を正勺､1｢余者も人Jと升-L-/打つ 節ゝ米肪FLfJt･

普請被仰付､右之内飼尿ニケ年-止BbLt･.物有之､岐+ニケ年分州 勿-紛失仕無銃座候u]村方より淋

付差出申候

とあ'.),元録元年 (1688)から草保 2年 (17 I7/ ll.でID50ケ年間.:･rついて比不一y'｣であるが

車保 4年 (1719).~掌保 ム年 ･同 9年 ･FLJ･llO窪 ･同 15年 .何 17年 ･同 19年 ･ノ己文元年

(1756)と20ヶ年の聞忙洪水大破か硯れ.その鹿に村佃 10口U.nI.付き人位 1lJ0人･t,'jJ叫,i

50人を出している4山で四)1-か朋ヰJlている上斎原FlでTi常吉即時,[)人用を′雑木を,)'LTること把より肺i

っていたのである｡次にそのLLl林についてみてJJ･エう｡前述のよう!,EHl/ことって林木は肥料として.

また危急の時のチモ金源として屯撃た位放Ii･占めていたo

r -､嘗村有姓持′休五町七反ノし畝廿歩但･/経木林此僻遠上演弐冷九鬼八分砧御上納仕慣

L 此ヶ所拾四ヶ所 一

一 ､古村猟師鉄砲#,･七鍵

･･J■I .此御迦上,lTSケ碓壱挺二村破宅匁宛御上納仕儀

:-､ (中 略 )

F･.-.I.i.-.:I -杓云 機 諾 ,1謂 距 ヶ所-E;林蒜 慧芸工門
･tL.i

t･1Ll

反月l戻薮相知 レ不申候､右御林山 古津山川 筆迄山法 .)人里4捨里迄 ･-｢-~L'rL

一･･ソ5-
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- ､右御林山御偽札五枚御座候

此分御林山二建麿申侯

~'御林守絵鰍 菅誹 茂 平御米七斗

内御米七斗 阿 析浅右工門

lt

右為御給米奄ヶ年分召人御米七斗宛禎下乗二俣 (前述 ｢村明細啓上帳｣

とあるように百姓が所持 r,ていた林が d町弱,残 りはすべて御林山となっていた｡ この拡大を面蛸を

もつ山林を冶米をうけて林守2名が管臥しており,後述されるように経木は鉄大判鉄にも使用されて

いた｡

間稼t/Cついて紘一｢紋的な新,bら仕串,木綿などあ.まりされていないらしく

出菜之問甥女共稼無御座候.尤前々き鉄LLJ寄之場所江曲英之間ニ-少々宛之1-1'El層荷物等之持送

仕候外之稼鹿御座候

また

ltl
一■■

往古森美作守様松平越後守棟領分之節数十年来鉄山稼被仰付御料所二相成候而も扶小判鍛治稼破仰

付､徽迦上相稼居申侯二付当村不限央五ヶ所者米激等右僚機へ売払;娼送之拙燕御座候､其上村内え

もの出講之間右荷物送り等之鋤仕助Tl'Jtニ相成 り御年T(御納所鹿部細物店LrJ院所､御差止披叩出虎二

付迎 r々3'窮仕切年長難渋二子胤武侠二付無拠当御上頓狂御願轟申上映JJLL,此投f.gi鳩折之上鉄山預相立

燦二付ヌ俵.右耐逆上凄上ケ当時相模居中七.: (前述 ｢村明細寄上帳｣)

とあるとおり,鉄山鞍に馳適した日fd懲労鰍としての荷物運びがおこなわれていた｡また,村で鉄山

稼がも,こなわれること把より年貢米を城下まで論述する孜絹がうき,付の負担が遺戒されるという利

点もあった｡ちなみに,細山までの年貰米の輸送には ｢敵.if｣が ｢米壱石二付､給電匁位も相懸｣

(同上 )っていたのである｡

このrL一労肋に関しての詳細な考察妓別項で試みると1.て.次に村内の人口焼成をみていくことKl.

工う｡

衷 4-4-2によると天保 4年 (1855)に 155戸存在していた軒数が同 9年にな皐と92戸l

に激減 してかbL即台15年 (1880)に亘 っても101戸と天保 4年の状態まで回指されていtない｡

天保 11年 (1840)に村から津山の御役所に出した ｢款齢岱｣(三船家文古 )には天保7年 (1

85a)に起きた飢康 ,いわめる天保の大飢鰻の状態が次の,_tうに記されている.

当附預所西々体瓢上蔀原村之践者､樋山中山寄之村方由山之嘘二桁袷/Rlt強ク土地柄二御座候両､

麦作生立不申村方二御座候処､申年 (註 天保 7年)之偽者前代未開と中位大田摩 ､乗る年 困々窮

撤兵組村々之内-而も上京脱村一村二限 り格別難鞍､根拠及飢二死失又者離散等仕家敬凶十軒斗茂

明家二相成､右二付而 ハ･手余 I)農地等茂多分出来仕慎分悉弁約二相成候之問､村柄年増困窮二陥
●

b往々如何成行可申歳と一同心痛仕候鏡無根欽ケ敷峯有償二付､村方一同打寄評議仕候処､近年明

家1相成居候分へ入百姓二而も引受手余 り地主付候fr7T弁納相減候之様致し外無御座候処､右人百姓

引･'i:TiA候二者出道典夫食之手当搬斗過不申候rmI者入込候もの無御座候二付,拝借等二両も御願申上皮

L -94-I
J
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専有候祷共､是又御時節柄奉忠人候二付､於村方二取斗方種 評々俵仕儀処､村方野山火除場二立置

候杉木之分伐出シ坂小判等仕立売払二仕候両も,P城下迄適法之親政多分之駄賃相掛り益分格別之

鏡無償得共､少 宛々益分出来可仕奉存候間､右益巌を以入百姓引受之手当二版斗庭番存候

この中にみられる ｢四十軒斗茂明家二相成｣とL̂)貞盛比上述の天保 4年と同9年の戸数差41戸と

符号することから戸数激減の原因が天保の飢細であることに聞達いないと考えられる｡つV,でに述べ

ておくと,首姓珠が放れて生じた荒地は惣受地と在り棚こ負趣がかかるのでこの場合も雑木石:売って

その･お金で入百姓を頼んでいることがわかる｡

人口につVlでも同様に天保 2年 (1851)589人,天保 5年 (1852)580人,同 4年

615人.同 5年624人と徐々に増加し食がら農永2年 ( 1849 )には460人と156人も減

少 しているのであるCその影響を直接うけろのが柑咋地をあまb所有していをい木地師であ9,天保

4年の56戸から同9年には 16戸と2分の 1頚に希ってVlる｡村ではこの時

近年打続凶年二付木地挟之もの共死失仕､当時泉出仕候二付,去歳之尭-御逆上御免御願申上候

と,木地軸逆上の免除を厨出ている｡この時期を除けば戸数 ･人口ともそれぞれ緩艶に増加している｡

牛馬数では天保5年まで 16頭であった牛が叢永 2年に 55頭となり,馬がそれまでの 5頭から1

席に減少してV,るの目立つ｡明治9年 (1874) ･11年 (1878 )には牛が 246頭に,馬が

衷 4-5-2 村 内人 口練 成

l唯師士人 工商トロ 8..女 午 席 t 史 料

- l589 524ー:245I 16 5｢去卯歳中人別出入牛馬増減改音上帳｣

- - 580 317lI265I 16 5 同 上

5占 2l - 815 I一一一一 .- 16 5 ｢己歳宗門人別攻寄J=細江帳｣

- - 624 542:280l 1655 51 不 明

14 2 - - 】'-~一.I一 - r歯々傑郡上斎JR村明細啓上帳｣

- - 460462505 J一･一lIl255ーI252!1221255 包戊家数人別惣寄差引脊上肢1

- 55 1 同 上

- 56 1 ｢申宗門御改傾｣

- - 497 ー2541245I 28 2 ｢家数人別差引帳｣

- 5 510 2占さl247I 24占 1 ｢明治 9年以降年表｣

- 5 】154d ｢t 155 50 同 上

荏)天保 9,安政 7(万艇元 )の史料は缶淵家所載のもの'を,多の史料はすべて三船家所蔵の

ものを使用｡
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50頭に増えているがその増加の原因は不明である｡

(2) 姓氏の牌層構成 rL

前項で地業生産を中心に上斎原村の村内概況をみてきたわけであるが,ここではそれを基礎にして

近 世後 細の出民属の耕成を村内持応により考察してみよう｡

図 4 - 4 -1は上斎原村における姓氏Ji耕成の概況をローレンツ曲線により杷達 しようとしたも

ので あ る｡図中記臓にあたbx軸に戸数,Y軸に持庖をとbそれぞれ全戸数,貴慮持高を100再

にして い る｡この回を分析する場合延亨2年 ･明治8年につVlては無痛雁が不明であるため記戟さ

れ て い ないことに注意する必要がある｡そこで無痛屑を除外した図 4- 4-2を参考にしてもらい

たvl｡

図412-2に上れば万廷元年から天保 5年にかけて 立鹿がゆるやかになってV>るのが目立つ｡

巌癌持崩がこの間 18石 9斗 5升 7合から14石 2斗 9升 9合と下っているから上位クラスの姓氏と

下位クラスの姓氏との持高偏差がわずかながらも崩まった結果であろうと考えられる｡しかし,万延

元年までには (図 4- 4- 1)分解が急激にすすんでlG,b無届届の増加とともに 立鑑が鏡 くなって

いる｡明治8年になると,也)2- 3帝の上層姓氏,(f955多の中層姓民,(C)60〆強の下層農民とい

う区分がみられ紘じめる｡これによb万延元年と明治8年を図4- 4-2で比軟すると(B)の中層島民

の分解がみられる.なお,持庵で(A).触,(clを区分するとそれぞれだいたいにかV}て20石以上屑,

5120石屑 , 5石末梢層にあたることから,盤民層を上鬼畜(20石以上層),中盤層 (5- 20石屑 )

貧姓眉 (5石未満儲 ),鮎 屑に分滅 した 山崎健三氏の説とほほ一致していることがわかる0

第 l項で考祭したように畑地比等が低 く商品虐群も性とんどはVlり込んでV>ないこの村で天保 5年か

ら明治8年にかけ,こ'のように分解が急速に進むの吐どうしてであろうか｡その考察は第5項でする

として,次にローレンツ曲顔による農民層の神威及び分解過程の概況を表 4- 4-3によb具体的に

みていくことにする｡

延享2年は戸数比率で中段層 (中層姓氏 )が55･7歩 .貧農層 (下層典民 )が68.5多であb,拷

高比率でみるとそれぞれ 77･5帝,22･7飾となってレ､るOこの延草 2年に若干の無高層が存在して

め.kと考えると,天保 5年推戸数比率EICおいて中は雁 ･焚幾層ともほとんど変化はみ られないが,拷

高比率では5戸あった 15- 20戸石屑の中盤層が9.3年減少 してdaO序となbその分地 届が増

加 している｡方延元年にはローレンツ曲線にあらわれてVlたように分解が急速JK進み,娃芋 2年,天

保 5年に紘なかった上曲層 (上層姓氏 )が 2戸出現し持高比率で 12･9串を占めてVlる｡中劫iは戸

数が7戸,5･5〆増加したにもかかわらず特価比率では65.9葬と4虜程度の減/i,を示 し,貧魚層は

戸数でる戸, 7･5帝減るとともに無慮屑がその中で27戸に増え.結果 として持慮比峯が25.2車ま

で下がる｡明治 8年TKなると56石 5斗 7升の魚島持痛を輩圏に上姓屈が 5戸に増えしかもそのすべ

てが50石以上層で持崩も全体の 19･5車を占めるようになる｡貧幾層では天保 5年から万延元年に

かけての息敵を土地せ矢庭をより一層探めているOす7tわち,戸数比率は 67帝と万延元年に比して

6･4藤増えているにもかかわらず,持高比率では逆に 4･1車減少 しているのである｡これは壬として
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九7 ◆■ bC iD

図4-4-1 上斎原村における持高階層分布

注)延草2･明治8年については表 4-211と同一史料,天保 5年は ｢午歳御年貢米再議

納帆 ,万延元年は ｢申宗門御攻拡｣ (以上田淵家所蔵 )による｡ したがって各年代の

戸数比率は無高層を含めて算出したO
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l文J4- 4- 2 上斎原村における持高階層分布

持 注)各年代の戸数比率は触高層を含めず算出した.
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･)亡木地師の鐘民化の藷鬼であ ･'),披らが非1.;;:,･にやヰ 土ゝ地 しか所和できをかったためである｡申出Id
にをレ､ては戸数比率 持l7-'比 妹がそれぞIf17F',2･55曳少 してかり分解吐依然として続いていると考え

らilる｡ffか,明治8年の依拠史料 ｢地価収 刷.｣/こ,-1畑の収種滋の記峨がなV,ためtB･LiBとも反当収

T;i-を 1石とLJt7が,赤和頼む'CかIrJ-る耕地, 8町 5良 さ畝 12歩吃ついてはあ-iり忙収極出が少-/:いた

め反卦牧丘を5斗とした｡この村でrt山(,E四方を叫1れた山村であるせいでもあろうが,出作Irtなく
碗出屑 と呼ばれる 50イj以上Jll.;11存在 しなかった｡
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(3) 災害と濁水と幾民の貧卸 ヒ

ここでは,災書 と濁水とが村にどのような影響を与えたかをみるととにする｡

図 4- 4- 5は免状記血の引(..bIを分析することに上9災省の畔Rfl,規模が抱定できるとの観点か ら

それぞれ実朝元年ん明治 2年の引血をグラフ忙しめしたものである.

凶 4- 4-5壱-みる-と.天明占年 (1876)に 128石に及ぶ引があるの忙気づ く. これは当時全 ､

国竹規模でおきた天明の大釘銘が この村においても,iR俊に舷するほどの蔵書を与えた ことを物語る｡

大鵬 8年='に机 これが 1 4石余杵まで減じているの妊主 として村内姓氏忙よる起返 しの絵果てあり,

当時拭それを桑わできるだけの余裕が廿だ榊に洗 っていたことを不している｡以後天保の大飢鯉を経

験するまでの約 50年樹,光政 12年 (1800)に去.きた と;考えられる災害を除けば平均的に安定

した毎が統V､てい るb

次t.e天作朋以後の状況をみてい こうo天保 d年 (1855 )に紘免状が存在 しか ハのであるが ,村

の成敗状況を演べた ｢凍成上清原和田方水拘地下改頓｣ (三船家所戒 )に上ると,この年水諺をうけ

ていることが.わかるG Lu方だけでその敏苫結面TJ';で 9町 7反 4畝 28歩,感で 146石 5斗 5升 l合

JtTも及び.･<際には畑方の分を加えるともっと多い と考え られる｡そ してその亜年天保の人肌態をむ

かえるのである｡IJ%状にrt天採 9年k:48石余の引がみられるのであるが凄際には 2年助の天保 7年

よi)かきているのであb,天保 11年 (I840 )托対から細JJ触役所に出 したurt付にI⊥(前 1項人

口の ところで既梅 ),天保 7年にも､きた飢 餓 によb死失,離散で 40軒程明菜になったと述べ られ

てか bT.杓で1.-t荒地となった 40軒分の土地に課せ られていた年-7;ifまで支払わなければならない状況

であった｡これほどの飢溺忙際 して,津山帯では天保 9年･K 48石巻鹿の引 しか与えていなV,のであ
り, しか も前年の天保8年には形式的なもの と考え られる荒地川欠引の 占斗も升のみであb,前述の

ように村で紘漢際の額筈と弘iiとの差から生 じる央旬的な年貢の超過分も上納 してVlたので参る｡

Lか L,最作もできをいとの村においては,その疲解は容易に回復されたとは考えられず,天保 14

年 (1845)に 15石程度まで引が下ってはVlるが ,藩の繊斉班何が盤肋間の年苛の軽減を.#さな

か ったと考えるプIが妥当であろう｡

弘化 2年の 40石を越える税年引続皆無引からうかがわれるように弘化元年忙再び机髄に見揮われ

てかD･その親娘は引一転)を見る触9天保の飢健と同程度である.

以後,弘化 4年 22石,題永元年17石余 と態 ,tに低下するが,浅永 2年から明治 2年迄は少なく
とも免状の存在する年付rこ崩 していえば丈久 2年に 50石代をn･TL.銀するたけで佃綻すべて 40石を越
え･明治 2年にはつtJlに246石強という引心音竣 しているc Lか も,題永 6,祭政 1 12年 ,文久
1 ･2年'明治 1 ･2年をみればわかるように,その年代の引かほとんどそのまま前年引続皆鮮 Lと

なってVlるCこれはf]拭 く災1.]tZに村は疲弊の渡合を濃め起返 しを行なうことに も伺怨が生 じてL̂た こ

とをしめ し{LハるOこのよう忙天保 8年からの飢放%･中心とする災署は15村の生活を速乾紅EE追 したO

とItlを決定的に したの吐,曲菜政府の未発達 と余剰生塩物を全て徴収するという封超的年貢収助形態

であった｡

災,rjj:-忙加えて文政肋頃か ら,i)F作の主体者である段銭を苦 しめた,鉄穴流 しによる濁水間硯が表面
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化 して きているO

鉄山棟は ･日席賃労働に よろ収入,年,rl米的速倦骨の確減 .総に記す エうに猪 ･鹿か ら出 作物石守

ることなと,この村に多くの利益7;･も~たらしたoL.か し.それvf1)くきtrマイナス面も村にあたもた｡

史料の上で,濁水間態がiRL桝に現われろのは文政5叶 (1820 )である｡少 し長くそるが,JRせて

:(,,(O

再製款議定 舵 安

納儲外商々僻郡上斎坂村列灘 ≡ ク-J村之俵富強 i虫菜余力咲抄収相律散在酎 Iも､叫 r闇久川上ノJr;.･-

村/̂弐婚八ケ和之犠濁水細流恢而着水誠一純品々は捷之旨故障申立､磯村 々･qI手El3(,党/iF以来腔々

及出入 -.fJ'穣梱上〆儲在候払 襟村々之儀者敷 UThlく=トー引以之村方 二両勧年薮作者-1占,),士il,:ノド申､

冬春機 練之 ､当酬 抹 ･j:伐 欄 鹿等常数租EE尉 1鮒 ,勿座席恢得英 ､朋 描 勿翰疎等相舵偵上地

二酢之 取去Jq-.盈故 .､右雑 木伐山恨境 も不.lfir叶､鞍砂J&.,相繁I砂与.祇jJ一価之鑑､/l一棟帆 ,tl.メ臨桁追々

及灘洪御年jl-'fJal納所 も蓋女鮫処 .成イ了必童 - JーLだ,帖 幌成 ､今穀･11.1人討中庄'庵粒･6:徳十脚 ･一宮甜下

村同Wr挙兵術立入､集故特科々fL及打袋峡#′･k二l洞 J･･羅h枚肺手当水脚&之鎖線和歌便秘即戎瞭威 ､

先-束下師 と之鑓者先頭柵 及･Ll',入li滋窄 一之 妊二浪絹弟t}易瑠 談 雌敏之汚二保持者大成脚馴 :三も有之

唆 ､殊二相当上手当取斗佃昏当又追々LHJj加膿催相帯防邸一封こと;iSニ触戊紘塩 -付上下/iJL'lJイ1-少柵

･LP臥 共 L中流鯨 鹿 1-回軌純翻 心之上今.'L'師 鮒 鵜 舟穏喰碇､ノi之 ,u･

- ､沈砂日比 晩･甜 仲 秋彼岸 E,舶 硬滞在之剛的号u:森口相韓小間f･,I?(放),且年限之依者当辰秋 与来
場 者彼岸迄中十ヶ年を 細別 ヒ手当利光執十は 削 TEIl紬 之/JtrTr'榊 江々棲村々与致出離 坤 い候､無

F l ル上 紙 年限朋 然棟jJ一棚 紬 年柄右之髄者向鎗升鋭之不及沙汰､当園跡碓孝継之騒昔年咽 軸

.i,'榊 々故搾之J-g.薄二組ひ ､先俵tit.=_之趣を以蔽艶鶏似顔血縁"1'申､当Lji]右一作二村耕合等-Jiは 之覇者

畝入用右韓カ-引血相可小束､

IJIJ之通繁韻議定イト 榊 紺 獅 IrI心強月])i/J%威加 島騒AZ･朕､然ル上者年番中堺激変艶聞軸焼 ､依之

連印続定頂為収削 l鹿如作

文蚊三辰年九月

(以下略 ) (旧淵家所成 )

これは,｢碑方羊寸々 ｣ 15ケ村と ｢水訂榊 ｣々 28ケ十･)との間に結ばれ/Lr_.現在の公事協定にあた

る盛定番であるo｣二蒲原√HIは秘方としての立切忙JB,右が,水言tIの村 と同様('C濁水(n:悩んでV,たであろ

うことは想像(l̂C挫くた い O前文･.rrt ｢聴 力村人｣がなぜ故山樫 ･,;,もたかJjLほならをいのかi･匂己され

てVlる.内容,liLL止折桁iEべたと一郎 である｡取鵜められた都項 か7/ると,(1)訣抄収吐4tlj年秋彼岸から

新 庄岸-a:で (14)鉄山秘の年季け 10ケ/LF(fl)そのid7の濁水 礎碁の代!rrrとして九'.指の村々へ鋲札 20i1
日を与える ④この訴誰の雌)†行け べて複方が出-T･,という点が鵬 Jされているのである｡この種の

r.維 潮吐年季初めに奴焚きTLていた らし(,文政 5年のほか天保 5年 ･蔑永 2年 ･万延元年の議定･lit

が存在 している｡率 4- 4- 4,riこれらの盛瞳 Jl｡gL顎硯目を塵埋 したものであるO文政 5',f('Cつい
ITは上述 してあるので説明の必磐は潅い と思 うが,ただ鉄山稜を しそければならなV'塩由が明確に3-a

されているのはこの年のみで他の年1,こついては全 く権外竜flでL,.ることから-考えて文政5年の譲受ぜ

･ -1L]5--



i壬4- 4-4 成定証文にかける敏決め輩項の推移

年 代 ∫偉 力村 政 水 諦村 政 鉄山懐年 季J穣 均個所数桓 -舌十

る理由 そ の 他 職 決 的 事 項
有無

文政 5(1820)文政 l5(僧58)15佃▲l5//卜l 28クヰ寸2?ケ柑 10ヶ年5咋 11 22 銀札20見目 ○×XI× 鉄紗に関する訴訟卓の複方に上る全額艮也

大悦 5 12ヶ年 描/k免生時に水誹村に嫡登鞄,鉄砂に慨する
(1854) 酢訟世の傍JB.昨よる食感負樋

二,tLi水 2(1849) 7舛寸 22ク杓 12ヶ年 銀札25円日 -

- 7ケ村 2占ケ付 4姫 些 鉄 穴 椎リむ変史J東山刷(水晶β相＼),盲駄穴流し

杜 )史料は文政5｢再熱 放議定･uTR之屯｣ 天粍5 ｢差 上 Ffr.<&凝議態証文之 if｣ 名東 2 ｢鼻は 議定正
文 之 弔｣ 力娃元 個 水軸糸議定証文｣(すべて出淵漢文115)による｡●
宅政 15年かこついては天供5年と何じ史耕｡

'i釦も古いものでもふ,と推額され,こ1-Lら5つの議定少で 1828年 (文政 5)よi)1865年

(文久5)寸での鉄目敏 ,);イjかわれた)糾問すべて/p'わかる｡文政 5-大鵬 5,犬柁 5-弘化 2,,;J永

2-万娃元 ,文久元～元治元である｡濁水がどの鰐皮破77･軒及ぼ していたのかをみる域合,手当頓と

Lその他取決めや項｣が･-1要なポイントとfl･る.天保 5年のL&定-G7hら抽出した文政 15年の分･11-

Ef.1枚タ1㌢右とLて,天保5年Eq:手割･Eは qLる段嵐がないのY:i,

娼ズ去巳年i当年故存造鉄山ゼ ヶ所二両再掛和硬膜処 ､勿論為去凍A二も頼.之保二付､今般中庄

伴野野村保EEI律笥立入再熱掛 む吸長足7-i之.-j5 (天探5年 史料凄 4- 4-4と何 )

とある上･H.I,I,約年季中間水祈勤 くなかったためであるが,凝水2/LF･万延元年(IL-虹,それぞれ班胤

2517日 ･20E相 と再rj潤7kが僻題にそって卦り,多くの村民は鉄山棟の利点と欠点の板げきみに

そっていたと搬fli書tlも｡

I

(4) /L7労軸と村

上斎脱村で紘鉄山鍵 ･木地操と鮎 蛙した日原貿労伽が行なわn,ていた｡鉄山稼 ･木地師についての
詳細を考察は別に山地痩井として肺を故けているので/tT格すると して,この賃労働の性格を村との偶
係からみてLj,こう｡

-まず大まか!･{利 としての鉄山疎の存在意義青つかんでふくと,甥労鋤の他に第 1項でみたように年
実米輸送における見柏の磨滅75とがb･けらfLる｡

甥▲野勘は開蛙を中心とLた荷物運びと妹山積場での労働の 2相勅に分けらTLるo史料的な制限か ら

-1D4-



穀 4- 4- 5 月別鉄道巌 五i及び従 ･lf苛政の拙傍

天 保 与年 天保 14年 草餅 lb亨 DjJ冶 5年 明 治 4年

F迎 搬 豊 実 'B 亮 迎 斬 轟 搬 ト㌫ 笑..li私'l 1 淵 酪 原動 楓 離 芋も

り] 24 15 Hj lAi ! 9ド!仁 8,三 451

2 49 1■7 941 14

5 l 184 24 275 5O

I4 l274 ; 25I 545. 25 1勺

5 259 貞 556 79 ! ,93 l7 ! 11 48 91 17 I 102 .廿 之｡i 十 十i 1

9 1/15 28 ー28 27! IJI126仁 .

10 145 26 4. .4i
'1 92 1 1412 59 ; 21l 954i2
_Ef !.ご C｣ 245 ･9干上1.0"90'62ミ8 日 85i "

(注) 1. 徒弟老人数合計(.t延べ人数 と7TEってい･7,0

1
2, 表中史料紘すべて出淵家丈iT把 よる｡

ここで仰苛物迎びの内鉄の過振を中心としてJC-容するが,この 日鹿野労鋤を分析 してい く上て.次の

2っe)視点-i･あげてかくO

講 1の視点として,このLti労働が間橡 としての性格を近世後期から明治初年にかけて もiJlつづけで

いたか どうか,つせりト的 )li蛇が労曲者化 してゆく矧 ajがあるかどうかをみろ｡窮 2の払急では･EJl;2

萌での考察をもとにしてどの階層の人々が主として行なっていたのかを分析するO

窮 1の視点E,Cより凄 4- 4- 5を･みてもむくと,天保 5年では鉄のilL搬).L上(以 下迷搬出と略す )100

tllI(鉄迎搬の際の嘩･位有･東とLJ,ラ)を越える月は5. 4. 5, 9･ 10月で特に 4･ 5月綻それぞれ

279束, 257,Lfiと最も多くなっている.回 14年7月か ら15年5月寸でIはう･ 4･ 5月に来中

仙に適齢されている反面,天保 5年に比 して9･ 川 月が淑少 している｡また8･ 1 1･ 12･ 1月

は庵鵜に迎搬ittが減少 し,出解明 ･鰍雪肌 で(ri抱とん rt運搬がT7をわれていないことがわかるo 明治

5年 6月から同 4年5月までの分で1,1そ･7I,帆 加 が上り一婦強まり,2DO東を越える月仕5月のみで

100東を越える月さえなく､7, 8, 9･ l o† 12･ 2月に関 して(,iゼロを記愈 してい る｡従業
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者敦 もそれに対応 して同様な傾向がみられ,日屈草野伽 閣僚としての性格は年を照るにしたがって
強 くをってl̂ くものと考えられる.この こ とは6̂1iTr2項の禰水間組で,棟方と/帖#村との間に収焚され

た議定 渉の形噂 も掬いていると考えられる｡その中で昧鉄山襟を行なう舶脳粧 秋彼岸から藤波偉号で

とされていた こと壮前述のともLbであるO運送の時期 もその間に蔑中するのである0

本史之池上斎臨村之 蟻名壌広之村方三者御座候僻丸 山分之歩故耕作黄入不壮年柄多く髄 食南

裁#余フJニ山嶺無之帳而-地合難立¶･御座朕二付､本文価雌群被為 成下候- 余ゝ力稗 も出来仕､萄

以村jJ一為筋不少仰酵挟間､凍丈布願上候

(斬IT, ｢乍恐以描附鰍 寮申上藻｣(付紙 )とあるエうに,上斎原村にかいてyJ.この 日展琵労

切がLF.唐を維持 していく上で屯饗 なウエー トをもつものであることは無視できをいO

次l,t前2の視点の階fF';別iic労肋の状況弓々寮してLJ,くことにすろO

表 4-2-iは ｢持--JJ肺楢別鉄迎簸血及び従TTt者数の推移｣を示している｡但し, ｢持高階層｣と

｢妹遅出忠人教｣の年代か史料の制約から成轡に対応 していをいれ 傾向托うかがえるのではなし(か

と思われるOまた,史料の樋係からiTIp労脚に従一許したすべての良民かどの階層.に属していたのかをみ

ること扶できなかったが,との嚢に上りおよその傾向はつかめるであろう0

歳 4- 4- ム 払 払階)･FTuilj秩碓舶 及び徒歩者故の推移 ●t tI ･

皆当 部 天 保 5 年 L 万 蛙 元 年 明 治 8 輯

鉄心 記似年 代 史 敵 8 窄 天 保 5 年 明 治 5.4年 H)J溶 B.4年

ii 10-ノ2十 十 2 1= 1; 工 三: 15tl 151.竺 甘 …≡壬1;人 数比 率的 人比 基体)lei:.lE言iii:耐 ll.I'人放 し釜的 (胸 釣 遡盤宰^赦担 敬比_｣ 撃!

(鯛 ㈱

1.1 Ii7 (15 l8 1.1 1〔I 2.2 2 55I a 1.8 1 121占.1 73 53 9.0 48 10.7 5 8fI 76 17.CI 6 10.5

12,9 87 占.5 占 6.7 28 占.る 2 55 8 1.8 2 55

52 55 25 5 ill 12 2.7 4 7.0 ll 2.5 4 7.C)

巨 - 52 11占 LI 7.0

占占.71.188 85_̀l 71 79.8 297 る占5 40 702 5LI4 72.9l 44 77二8

江)依拠史料 指向6剖戊史料打協4- 4--1に 同 じ.
鉄†..i二.,己叔R!科は文政 8 ｢小児 山 小HTL..ld払帖 ｣ (出淵家所蔵 ),他は衷 4-2-4と同
じ｡
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1ロー20tj屑はどの卿 的 ･とってみても従 ･j嶺･lJ Iを,い し2名で迎搬ilも文政 8年 16束,犬鎌

5年 7東,JIJl約 5･･4倒こついても 10･8東と他F)rてhlして比Lできわめて少ないO同様 に 1石未満Il.i

も1,くて55束で,!L:,g凱 比率をみても2･0多か ｢､2･7解と比笠紘低い｡ 1- 5石価yj:年石･へる忙 し

たがい避搬Lit比潔は下がる傾向を示 し.文政 8年に咋 1i2啓であるのに ,明治 5t･4年で!･ま1･8別仁

すぎ,.A(tJl｡それ ら!;〔対 し, 5- 10石屑は天保 5年57吟き1垂kL‡li比率で',LT,'!/C10卑以上弁維持すると
ともに明治 5･4年分で1 17年を占めるまでになっている｡瀬 尚層につL,､てQTLnjt(爺5●4年について し

か判明 していないが 5- 10石屑の 48束を⊥やわホ52束をユ確建 しているこ(tからみて,5-10

石化-1に比 しても少なくても付時政の従や率i･もつ ･.,つと考えられるO表 4- 4-7(1万度元年に痕.Ji

となる広告なる人物の持.LLと錐三,i駁iItとの1+tE碑を′.､Lkものであるが ,この長 に 上ると缶甘.i天保 5

年占石 5斗5升7台の持.U.-k･もつ中柵 i生民でもっ;t rしか し,天保 1 1/iF倶 最 :ii,t｣ム升 8台のfh'1

㍍忙転藤,方位充'1Fに打削工M)(ラ:,(:,TKr･,且となb元.j元年 もぬ也と変化がか ハoJ峯般出石みると.文

政 8年 15東,)i保 5年20束,同 10年 15火,FLJ114年 14取.サI納 5･4年 10東 と10束かi-'

ら26東のRtHi･上下 している1-.･CTぎード作鵬と(D相rヤjr丈.繰さまほ とんどみられたtハといえるO

ここで第 1(r)視点であったムき民が上清Ll,巾 にむVtで｢届1-f労働との1肌 とーから77灘者化 してゆ く傾 向

が あるか どうかをもう一度一考Jrかかすこと(,CLLt)｡tハモまでの結倫を結合 してみるとそのすべてか

労働老化禎向を宮窪するもので らるといえる｡ LD.し聞遜ノ､7.も多く存在する07fず,桜 も.;-tU )Lべ き

嬢 .占屑の軌 f4]が41っ奉りしないととであるOそ して.上り本質的を問題は荷物迎 tl'それ白Jは忙ある｡

年季を･限ってti常 される族山襟に洗叫しているこのl'JT冴串び托出民にとって本業とするVこ(i,らT'り!,(
芋をrAEか蹟預であったo このILiの綻 し糾てHL:した上)に □府 .t44労帥 こ綻7'''j物遊びと複軸 での労u''JJか

ある｡後者のJ去与合,前官 rり軽門的 であ り,Lかl:4-qLlJ席 と直接伯旅することか ら,む Lろ労 io者化

の問題伏韓lljでの 労 佃が小心 となるはずである ;.史料が存在 しなV,ためこの点?･1不明であ/Do

荷物遇び把かいて中枢的機能-i･Lrtたす継立(ulft:tt'ij文9年 (1797)三船,rRの先祖である戊痔純

に こりは じめられたが ･鉄山博は村T)]既出の困窮化1日方(-ものとLて存在意･kをもつ反面,その中で

滋 も利益を得た ものr脚jkl経常を Lていた三船r,.55であ 1七 ｡

- ､私議者当所 与Lti-,k申相 可jもの井諸荷物班山左へ通路牡立間屋二側究 明釦 11､､御詣ぜ 売上鵬 ,然

ル所去年九月ろ於'&'村地内二先鋭之''a鉄山収押す 拙 架仕侯口 蛙者 ､右'踊 抽 戎候鮎荷物仙 1店 へ

継立働樗私-jiニ舶究屈 IP解版二払超促 成､臥 f 叩上肢イ白州倉吉i御富国律LL偵 -通臥 榊 ク之朋怯

二相究屑LP候斎殖邦i働卿 1.束鉄山荷物淋立間fjEl仕柁在硬浪-'kiB奉点上州債簡此段御軌弁破郎 >i

下 ､先退車差上仮街鞘山通 り新 出光,tL:候aE借物捲包 ･司取払-̂'江破為仰付披71下蛙償枝乍沼.t皐跡上

候問 ､格別之以御感悲寸,一之鮎御許牢禎75成下候- ゝ､ぷ有仕含与E･l'奉存候 ､此段宜吸被仰上可視 下

以上

上 訴 :L';料

願 主 戊 兵 術

文政六年祭二月

(｢/F恐以苛付帽応車節上値軌｣ 三髄衷軌Cf)
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この ｢番付｣によると斉治郎と茂兵衛とが問屋経常の御 Uをめ ぐっての争V,をおこLている｡尖際

忙どの程度の利潤を得ていたのか比史料がをいため不明である｡

I(5) 田畑同人売月に上る土地喪失と触申

出民桝分解は(3)でみたように災晋を王たる要用として生じてくる｡そこでその分解がどのようを形

態をとbつつ進行してV}ったかを以下で考察してみようD

近L&忙おいて支配岩層(領主屈 :比良民に対 して単軸再生虜紅必質を巌′ト限度のものを酸さ十べて年

月として収奪するものであb,自らの収入()安定のために安定した収唖を贋求する｡しかL盛講技術

の未希通夜当時にせいてそれはほとんど不可緒に近い ことであり.-たび飢鮎に見舞われると余剰生

産物を持たをい村方でrt哨生産能力は失なわれ大部分の鹿民の窮乏化,それに伴う土地喪失 .船中紘

避けられないO商品経折にまきこ浸れる匿合の非常に少なかったー上東成村においても上述のようを封

娼社会の庶済的矛盾からは迷LLえなかった｡

山崎隆三氏妃 よればJ｢再建鹿を成けJ:うとすれば,必礎とするif幣を借 り入れなければならない｡
その.LLうな呼,まず,家腺の-fiを質券奉公人,艮年季垂公人として放出するが,それにつVlで土地

のJi入れによって蛸壷を凋遥することになるJと規定されているJ:うに,多くq)農民が田畑を質入れ

L,塩鑑に窮乏化 した塊民の中に仕出畑はい う忙及ばず仕事道具｢式を唱入れするものまでいた｡

El入露文之罫

合金子三両壱歩也

此質物ニ

ー､上畑六歩

但シ充分

高三升 Je

- ､大槌弐丁

-､′j､礎式丁

- ､音さ7TL恩

-､舌･書目fJ火小三不

一､′ト埴三本

I-､火かき弐本

- ､かなかき宅太

-･､ほと浄き唱本 t

I-､ほと砕き啓せんば唱本 J

- ､trL大′｣､入ぜん 目方首匁エ百匹首匁まで ,

〆

右 者私議当子 御年貢銀二基支倣二付抑止之畑輝 冶櫨娼具不残甥物二差入此金縫二受娘刻御上

納仕俵地袋J王-嘩鍵疾.然ル上着来ル丑四月燈り元金二弐倒之 リ足加へ急慶御脚 可申候 ､ 成一

限月二重 .)少し-而も不足仕儀--､右質物二差入候紬ヰ啓治崖道兵乱 1･数相改受入之私手前-受収

摘渡し候共又着果払代錐 二両御払申可候炎御差回次第少しも僻年謎仕間数候 ､且邸宅 リ私歳者不及

学究新組合二重ル迄少 しも申刀痕御座候 ､為芯之親独組合諸人津村殺人申印形範之質入 忍文相渡L
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表 4- 4- 8 田畑甥 入状 況

究 地

九 兵 術

孫 四 郎

孫 四 郎

仁 兵 術

茂 石 工 門

淋 兵 術

小 右 二門

氏 子 中

藤 兵 術

菅 右 工門

竹 治 郎

茂 十 郎

竹 治 郎

竹 治 郎

#.. -a

孜 兵 術

仁 兵 術

万四郎以下10名

万 四 郎

音作山 源兵術

大木LLl平 蔵

淋 兵 術

仁 平 太

仁 平 太

仁 平 太

仁 平 太

仁 平 太

仁 平 大

仁 兵 術

亀 治 郎

他 治 郎

政 成

仏 治 郎

EB淵 也 治 郎

田 淵 屯 治 郎

上田 1反 7畝 15歩,下EEl 5畝 下々出田 5畝,古林 1反

_上田 9畝24歩

上田 8畝 18歩

中田 1反 18歩

下々田 18歩

上畑 さ畝 5歩,中畑 1畝 5歩

上畑 1畝 4歩

上田 7畝 21歩,下畑 15歩

下Etll反 12歩

下々畑 7畝

中E81反 6畝 24歩 .

下田 1畝 18歩･下 畑々 6歩

下々畠EF2畝 12歩

下々畠田 21歩,下畑 9歩

上畑 4畝

上畑 1畝 5歩

上畑 4畝

下田 4畝 9歩

上畑 1畝 6歩,家宅軒

下田 2畝 12歩

下tfl 15歩,下畠田 5畝 下々畠EE1 5畝

中田 4畝 12歩

上畑 6歩,鍛治屋道具 一式

上田 5畝 15歩,中田 1反5 畝 243Ji

下田 1畝 27歩.下 畑々 12傘

上畑 1畝 5歩

中田 4畝 12歩

中田 4畝 12歩,下畑 6歩

下･Q畑 5畝 9歩､

下々畠田 27歩

下EEl 4畝

下田 d畝

下u]1反 る畝 5歩,下々畠田 2畝 6歩

下田 1反 1畝 5歩

田 12歩,林 2ヶ所

一

一

ケ

ケ

ケ

一

ケ

一

一

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

一

年

年

月

年

年

年

年

年

月

月

月

年

込

･1

､･､
流

込

込

代

沢

流

水

月

月

年

年

年

年

年

一

ケ

ケ

ケ

一

ケ

一

ケ

ケ

ケ

ヽヽ
ヽ

ヽヽ
ヽ

込

込

流

流

荏)史料は,EEl淵家,三船家両家文中による｡
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中促成 の而如件

嘉永五年十一月日 上蔀原村借主

受 入親 類 兼

年 寄

FE 屋

衛

郎

衛

衛

兵

四

兵

兵

五

耗

金

茂

同 村 仁 平 大 殿

田畑質入れは衷 4-4-8によると宝暦 2年 (1752)から明治元年jでに 55例ある｡なお,

｢懲入証文｣がなくても ｢軍人併証文｣ ･｢質入流込 ミ証文｣が成っている場合はそれらによったが

借金虚については ｢墳入れ｣の際と札 珪するので()でくくっ-/C｡T殻的にいえば臨畑馬脚 増山ま

｢御年貢銀二差支｣えであり,賀入れが-夷JeI的に売Rと同一をものとなっていることは年男さえ支払

えをいものがそれに加えて元利をも返済できるかとうかを考えれば容易に粕懐がつくであろう｡

黄4-4-18によるJ:,天明6年～明治光年の間に皿11月家 (-仁兵衛.仁平太 ,亀治郎 )への土地銀中/i-i

14件 ･田 5反 7畝24歩,畑 9畝ム歩,畠EB5勧 3歩である｡

ところで.上斎原村に卦いては'jii入れされたEEl.畑が単作,笥入れ十'質流れという形態を成るだけで

はない｡

次の証文は,直吉なる人物が去永 7(･rjE･改 元 )年に貿入れLた上田 5畝 15歩,中EBl反 5畝

24歩の土地が年季の 5年を待たず把を枚 2年質乱れと希った際の l-tf]棚'L軍人流込 ミ上銀正文｣とそ

れLje付属する ｢E目地流込 ミ返 り証文｣である｡

田地質入流込 ミ上銀詮史之却

'禦 上田三畝拾五歩 五斗九升瓦合 弐

蔓門 出宅反五畝廿帥

三畝廿四歩 五斗七升 大

内六畝歩 九斗

六畝歩 九斗 智

反別 背反九畝九歩
〆
応 弐石九斗六升五合

此上L# .

合銀電界七百EI

右者私議年々御年貢銀二差支候二付去滋十二月申せ面之m地質物二道入代銀慎二受取IP候所､又

御年賓朝二差支候二付右til他流込 ミ相渡 L前蘇之上演怯二受取申候虚実正二御座候､然ル上ノ､来ル

辰年名高反別名寄帳蕗啓へ御引取御作廻 り衝年諏諸鐙共御納所竣成候 ､後々二おいて私轟-不及申
二子孫親:B組 合手套 ル迄毛頭少も申分無御座侯､海其想瑛組合受入井村役人中印形俊之岨地質入流

込上銀器文相渡 し申候処,仇而如件

安政弐年卯十二月
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上斎原EEl地議主

親 類 組 合

百 姓 代

年 寄

庄 屋

･lI t

同 村
仁 平 太 殿

直 音

五 平

文 次 郎

金 兵 術

茂 兵 衛

う.[

1√､ ＼

ー EB地流込 ミ返 り証文之事

(前 略 )

右者.l■i.殿御所持之EB地比定流込 ミ受収束ル辰年ろ私作贈り仕侯所実正二御座候､然ル上ノ､来 ル申

ノ十一月迄五ヶ年之間証文表元銀御返塀被成候婚者替面之旧地底反別茂相返 し可申候 ､為其之相渡

し申偲起､仇而如件
I

安政式年卯十二月

(人 名 略 )

両証文によると 個 人流込 ミ｣とは ｢常人レ｣Lた田畑を低当に再び倍銀する際,一種e葡流れと同

じ状態に凍ること7TJ･いい,それでもこの ｢句入流込 ミ｣を'ji入れか ら慣流れにいたる｢過程とLたの

I.,i ｢′乱入流込 ミ返リ証文｣に糾 ナる ｢五ヶ年之間証文襲元銀御返済被成候得者脊面之旧地高反別茂

相返 し可申候｣という記載があるためである｡ しか し,借銀主にすればその条件は一段とさびしいも

のとなっているO元銀を返Wrする手段としての土地はすでに貸銀主のもとへと所有が移 っているから

であるCとのような形態をとるにしても結局は-且山畑を旬入れするとその土地は貸銀主の元へとほ

(,T確実に所有が移 り,旧地主は彼の下L,r小作とLて結いっていく｡

EEI畑′J､作証文之婆

-､下出拾五歩 高大升 新開

- ､下出三畝歩 高三斗六升新開

-､山方畑EEl十五歩 高四升 己畑田

-､下 畑々三歩 高九合 起

〆此下作米

電真綿俵半金谷山清二而相渡 L
右者Tl一殿御所持之田畑私盛者′｣､作仕処襲正 二御座呼､然ル上老来ル巳 卓未迄三 ヶ年之間凶豊二不拘

年 米々拾弐俵半金谷山着工而斗渡し可申候､方-右小作声之内少二両茂不足仕候節受入占弁仕少 し

も無鞘御仏可申候､為其受入村役人中印形収之EtL畑小作苛文相獲 L態申候処仇而如件

明治元辰歳
I-′ A.㍗

下菊 原 村 小 作人

親類組合愛人兼
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上兼原村庄屋仮役庄屋

同 村 庄 屋

下斎 原村 年寄

同 村 庄 屋

金 兵 衛

茂 兵 術

権 左 裾 門

庄 六

上着原村庄屋田淵 亀治 郎 毅

小作人弟代蔵は地主tfl淵亀治郎に対 し ｢三年之闇凶暴二不拘年々米拾弐俵半｣渡さをければをらな

い｡ところが某代蔵が′J､作している土地では 4斗 占升 9合･Lか米は取れない｡米 12俵半は 1俵 5斗

5升 としても4石 1斗 2升 5合に相当する｡上斎原柑rcかいては 1俵当bの米が普通の 10分の 1程

度 Lかないのではをいかと考えられるが,推軌の蝿 を出75い｡

この燭入れ とい う形態は田畑の売Imlが寛永 20年 (1645)の ｢EB畑永代売買禁止令｣によb固

く禁止されて以来赤芽‡4:いたるまで,その統制か続 くことで一般的に行 なわれるのであるが.永代克

買 ･譲渡 しも近世を通 じて根強 く行なわれていた｡すなわち,表 4-2-7によると17例も存在す

るのであ り,質入れの 55例には及ぼ希い托してもか凌b大きな比盃を占めていたことがわかる｡

永代譲 b証文之番
六

一 ､下EB背反六畝三歩 高弐石九升三台五

一､下畑菅畝歩 同壱斗宅升 四

〆

此代

銀弐首拾匁也

右者富子,御年貢銀二差支申二附啓面之銀子蛙二嫡地割 ､御年貢二御上納仕候所実正明白二御座

候､然ル上着永代二相渡し申候間､来丑年 ちせ艶-御引取御作廻 り可被成候､共時私儀-申不及親

類組合子々孫々-jji迄少シ茂申分無御睦償 ､鵡後 日村役人若人組合印形般立永代譲 り若文相渡 し申

所依而如件
上斎原村譲 り主

文化十三年子十二月日

同 村
定 五 郎 殿

諺

組

年

症

人

合

番

屋

助

助

衛

衛

郎

兵

兵

治

岩

金

茂

巻

竹

永代転貸も'符入れの時と同様EEI淵家 .三船象(竹次郎 )が,土地を集麟 しているO

以上のように,(2)で考察した漁民同の分解は,田畑の取入れ ･永代売買とい う形態を通り,一方で

は Lだい(,CEE畑を失っていく多くの出民を出現させ,他方ではそれらの出畑葱粂横Lてい く膏血屑を

生みだ していくのである｡
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(6) 富農三船家の成長

ここでは臼淵家 と並んで万延期頃より畜幾層へと成長 していった三船家へ焦点をあてて考察してい

くことにする｡図 4- 4- 4はその三船家の家系図である｡

I

図 4- 4-4 御 船 (三 船 )家 家 系 図.

寛政8年末家二カ伝市
破産･茂兵術鼠居分LET5反

9畝 畑 1反 売地

術

丁

-二
rt

H

I.

..工

:∵

二

,,,I

.

1

.1
.ノ

元銀14死

享保 14死
宝暦 15苑

光政 9椛 園

次列一 一→ ー
-
､

文収 10死
率 環霊詣 鎧 兵術

茂土㌔ 男 (跳 =戸長)
I

'iI_''-i -I.lil明堆

t

按昌 (村長)

1

巧

(注)本表は,三船家の御位牌 より作成 した.

史料的制限から寛政 9年に死亡する彦兵衛以前の三松家がV,かたる家柄であったかは全く不明であ

る｡次代伝-は隠居Lた茂兵衛の次91であり,この時三船家本家は-鮭つぶれている.これは隠居 L

た茂兵術が庄崖峨および継Jr問屋経常の権利を洩らをVlまま長男竹次郎を･つれて分家 Lたためと考え

られる｡それい らい庄屋敬 ･問屋経常とも分家筋が受け継 ぐことに在る｡その後本家は再興され,竹

次郎が 11石 5斗 6升 2合 (天保 5 ),菊太郎の代に 16石 4斗 5升 6合 (天保 1 1), 18石 4斗

8升 7合(弘化 4 ), 2 1石 2斗 6升 d合(万廷元 ).明治 8年三船竹次郎の時には 36石5斗 7升

の持崩を有する｡ こうした土地簸出は高利僻などによりなされたものと考えられるが,詳細は不明で

ある｡それに対 して,分家筋では前述の ように庄岸戦 .関屋韓をかこをVlながらも土地簸族はすすま

ず ,天保 5年.10石 9斗 9升8合,元治元年 12石1斗 9升 4合,明治 4年 15石 4斗 d升 d合,明

治 8年 15石 5斗 1升と中裁層の域を出ないのであるが,その原因紘本家の土地集成同様不明である｡

-115-

rJ



上斎原村全休-i･Lj/Lても乗4-4I 10にみ られる県南の地峡托止 してほとんど土地恥駅がなされず50

石以上層の出現がfJLられかハことについて比,前に考察 したように商品経済が入b込んでいないこと.

地兜的に他村への出作が困姓であったこと,また E]濁rf労勤が 1- 5石屑 ,5-10石屑,無高層を
中,Llに行をわれたためかえって農民の塩鮭の貧困化をi>さえてし(たことなどがあげられ ようO

J

貸 4- 4- 10 芳井町山成家の持高推移

年 代 特 高

娃宝 5'(1677) 75石 5斗 1升

天野 2(1782) 55石

江)持高数値について吐 ｢地峡研究第 15巣｣

第 4先荊 5節の非 山一埠氏の研究成果を転批

I"I.

( ' r

●し
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5 農 民 住 宅

G)住宅の階同性構成要素と階層類型
近世封建社会における良民の生活の実態を知る一つの手がかbとして本項では盤民の住生活を

と･bあげ･かれらの住生活にどのような階層的相連があったかを考察していきたいOその場合,

考察の基礎史料となるの仕上斉原村役場所戒の明治 19年 8月の ｢上斉原村建物台帳｣であるO

この ｢建物台帳｣'は,上斉原村村円の住宅 110戸について.尾波番に従い戸主名と病棟の種別

を記 し･さらに各建棟の建坪を記入したもので奉るDこれは明治 10年代の限定であるが,同村

役場所磯の昭和 5年の ｢家屋賃節価格調連票｣忙上ってこの時点で建典後の耐用年数が 48年以

上経過してt̂るものと照合した椿果,｢棒物台帳｣に記織の住宅は大体諜末期の状皆を示してt̂

ると考えてよいという緒論をえたDそこで,この ｢趣物台帳｣i,C記入された 110戸のうちで.

明治 8年の ｢地価職硝眼｣によって持高が判明するものを弼ペると45戸ある｡

ここの考察で用いる分析方法は,藤沢背.中野美智子 ｢近世後記i]生民住宅の階層構造｣で捷示

された分析方法にしたがったOそれは.近世末朋曲民の住宅榊進にあらわれた階層性を次の4つ

の薯素から分析したものである｡すなわち.(日 生宅鶴棟練成.(2) 住宅建坪総数.(3) 母屋の

卿 隻かハし開取構造,(4)母屋の迎客家族用施丑の充乗艇の 4つであるOところが.上斉原村の

場合.母屋の礎行 ･桁行や胤酎 淋毒を記しているよ)な文献環科は得られなかったので,(3y4)に

ついては現在,残存する伸別離例によってしかみるととができない｡

そこで,機能別解棟の所有状況によって45戸のdhf民住宅を類別すると.(+) 建株が ｢母屋の

ケ｣ (下同住宅)で長匡(納屋 ),磯を所有する('=いたらないもの.(E,) 母匿の外に長屋 (納屋 )

を所有するが.いまだ瀧を所有するにはいたらない ｢長屋 (納島 )持｣(中層住宅).レう 母屋

の外に長屋(納屋 ).さらに融をも所一有する ｢闇韓｣(上層住宅 )の 5つの階層的類型に分ける

ことができる｡

この(j)(輔･うの 5類型を各戸の持高と対応-3せて,持高階層と住宅桃叢との相関的係を考質しよ

うo前項日精屑構成で明らかにしてあるようT･:,明治 8勾三の上斉原村の村内曲民の持高階IfM 5

石未満の祭典層 (629も). 5- 20石の中J一巧 く54{/''o), 20石以上の官魚層 (49も)から

柵成されていた｡ただし,撫高層は不明である｡ことで.図 4-5-1に注目すると,これは,

個 の々住宅を持高傾くてiltベて.左側にそれぞわの所有堤頂とその頼硬を示し.右側L,'Cはそれを平

均移動法によって5戸ずつ平均していったものを示したものであるOこの岡によると,(叫の ｢長

尾持｣(,-i5石未満の懲出鳳仁属しているといえるOそして,Hの ｢戒持｣は 5石以上,D中也およ

び官曲屑に濁し,その中でも,5石- 10石の ｢蔵拝下岡｣と18石以上の 憎 持上屑｣とに分

けることができる｡(1)の ｢母屋のみ｣はこの図には襲われていないので,持高から ｢母屋のみ｣

をランクづけすることE,ILできない o しかしながら.｢建物台帳｣L'Cは 41戸の ｢母屋のみ｣が記
されており.そのうち. 20坪未満が 12戸.20- 50坪が 1占戸.50坪以上が 15戸で,

それぞれの平均坪数!･i. 14.22. 24.75.54･77坪であるOそ して, 20坪未満の 12戸

と20- 50坪の 14戸で ｢母屋のみ｣の約 78%Oを占めているo
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これらは建坪からみれば,岡に示されているのは平均して 25坪以上なのでこの下に位置づける

ことができるoまた ｢地価収開帳｣に記されているのは土地を持っている者だけで小作曲は記さ

れていなhoそして.上斉原村の場合.商貨を営んでいるの壮 5戸だけで,あと壮ほとんど曳民

であるoLたがって･ ｢地価取調帳｣ln:記されていない ｢恐屋のみ｣は怨民の中でも/J､作や出稼

ぎで生計をたてていたものと考えられるOこれら,D点から ｢母屋のみ｣は無高層と推定できよ9｡

衰 4- 5- 1 上斉原村儒家閉島民住宅の階屑構成

戸 主 名 母 墳 義

1 三 船 竹治郎 T 48.占誓

2 m 測 技次郎 47.25

5 藤 木 孝 平 42.75

456 45.745826.96

7 藤 木 作 平 50

8 柳 井 周 哉 40,5

910 ≡ ≡ 芸五轟 67,,652

ll 片 EEZ,J､一郎 4675

1215 芸 芸 芸大芸 T 32三5占

屋 ー士 威 f建冊 数 持 高

iiF 坪 I. 秤 石
24.5 15.75 94.4 56.570

2ロ 12 79.25 54,004

9 7.5 65.75 15,585

5 48.74 14,95占

16.25 12.5 66.75 15,517

875 7.5 1 45.21 ll,055

8 5 41 9.780

40.5 9,754

ll.25] 5 日.25 9,455

8 44.62 8.875

9 8 占5ー75 8.527

9 45 8.208

4 5 59.58 8,10占

4 17,75 7,867

5.25I 5 54 7.5日I

i～-.5f; 25;5 66.,:,40,

2.42 5 i8.77 占,050

5.880ー2 5.87 47.1

7 5 45,96 5,480

丘 55.48 5,ちdo

28 5,184

一10 42 5.095

8 5.25 58,75 5,DO古

18 58 4,566



- 戸 主 名 母 屋 長 屋 土 蔵 建坪総故 持 高

27 田 槻 放 歌 2占.占5 占 5 2占.85 4,00628 牧 野 丑 戒 28 57 5,496

29 乗 峰 槌太郎 14.4 - 5555 17.4 5,496

50 '｣､ 椋 長 硬 24.58 5.758 28.15 2,760

51 小 椋 惣治郎 26.25 26.25 2.515

52 牧 野 長 載 51,25 42.25 2.290

55 小 椋 岩 石 21 757 28 1.773

54 石 原 平三郎 ll.25 ll.25 1.657

55 牧 野 芳 蔵 24.13 52.15 1,167

56 丸 山 額 蔵 51.54 51.54 1.127

57 丸 山 鋸 就 25.75 25.75 .51占

58 牧 野 米 硯 29.75 5d.75 .455

59 ･J､ 椋 津 蔵 2占.27 9 55.27 .42日

40 牧 野 鶴 敢 50.9占 10 45.96 .540

41 水 田 栄治郎 25.85 99 52.85 .277

42 片 田 松太郎 14.42 14.42 .187

45 柳 井 息治郎 20.5 29.5 .097

; 44l 丸 山 柳 蔵 24.79 a 50.79 .095

注目)木表は.上斉原村役場所敢明治 19年 8月 ｢上斉原村蚕物 台帳｣と明治8年 ｢地価取開帳｣

により作成した｡

(2)建坪積数は,母屋.長屋.土戒(D憎かIR:孤塵,木納屋などを有するものについてはこれを合

解したO

次に.衰 4- 512によって各類型の監宅確坪数をみていくと.(Jf)の ｢母屋のみ｣住宅は前に

も述べたように平均 20坪意匠の母屋をもつものと考えることができるOそして,(D)の ｢長屋持｣

住宅は,母屋が平均25坪に拡大され.これに4坪程度の長屋を加えて壌坪を約 50坪にしてお

り,レうの ｢就持｣住宅になると,まず ｢戟持下層｣では母屋の頬頓が平均 5 0坪に拡大され,こ

れに 5坪の長屋と5坪の戒を加えて唾坪を 40坪とし, ｢裁持上層｣では平均 40坪の母屋に
.ヽ

15坪の長屋と 10坪の戒を加えて建坪を平均 66坪としているo

′
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表4-5-2 姓 民住 宅の階層類型

持 高 階 層 住 宅 類 型 母 屋 長 屋 土 蔵 ;建坪総数 戸数比率

18石以上 秤 秤 秤 秤 戸 %戒 持 上 層 41.25 13.08 9.71 dA02 6 15

10石- 5石 載 持 下 層 51.82 5.42 5.45 40.85 18 40

荏(日 本表は図4-5-1よb作成した0

12) 数字は,千;朝直であるO

したがって.上斉原村の盛民住宅においてYt,A 住宅雄株柿成 ｢母屋のみ｣,住宅柏坪数

｢平均20評｣という下屑住宅, B 住宅槌純綿成 ｢長屋持｣.住宅棟坪数 ｢平均 50坪｣とい

う中層住宅,Cl住宅環棟榔 文憎 持下tBJ･反毛確坪数 ｢平均40刑 という上層住宅下血

C2佳宅建硬細戒 ｢戒持上Jfu ･住宅昏坪数 ｢平均 ‥ 坪→という上同住宅上位とlJnう階層的伝

塾として杷遠することができようOそして.この村では,Aはf‡農下屑(飯高).Bは貧農上層

(持高5石未満 )･Clは中曲下屑(持高 5- 1ロ石 )･C2は中位上柄(持高10- 20石 )

･ かよひ宵盈層(持高 20石以上 )!･,E希有の旺宅コ型であったo

f ② 住宅の階屑鵬 例

脚 ミ如上斉原村の姓氏住宅には以上のようT:苛屑織豊が把握できたのであるが,これを具体的

罰例によってみるといかようであったのであろうかO ｢建物台帳｣に記載された亜民住宅で･ほ

F喋 末朋の原理をとどめている4碍列と.即 一士記されていないが rS屋のみ｣住宅は赤和瀬

部落に 1部例残存していたのでこれを考界にJm,:L七o

A 下屑住宅の堺例

a) 葛太郎の場合(嬢楕 ｢母屋｣のみ.唾角 1&75軌 持高不明 )(写2E･4-5-1)Il
梁行2闇,桁行蛸 で奥行2･5臥 間口7即とした非常に小規模を住宅であるO中央で 2

介して北が土間都,9.,南が上げ味の部分と',ってし-て･上げ床部分は慈通 りに納戸があるも

のの物置程渡のものであり.乗取の居住｢鮒 -｢デー｣と ｢サ■ソキ｣の2間だけであるo

rデー｣はかびき天井で床も設けられているが. ｢-げシキ｣くせ天井もないo煮炊きはイロ1)

で行われたO士Hunl部分托.作茄頓としての ｢ニrJ｣が広くとられ･｢マヤ｣は 1つである｡

風呂場は入口の鰍h=,便所は ｢マヤ｣の鰍で市郎iをものがつくられてVlるO東側は障子が入

ってVlるが他の5万は壁でめりとめられ.ひさしの- 480という急傾斜の軒が深 くたれ

ているため.内部は非常に舷ho
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全体的にみて･居住郎か ま2問だけで･姦通 少に納戸ができて壮いるが家庭生活専用の遜

通りができたとはいいがた く,｢広間型変曜｣ といえる｡
B 中層住宅の準例

(b) 相成の場合 (建株 ｢母屋｣ ･｢見軌 .申坪 55･27軌 持高4斗2升)

写克 4-5-4からもわかるJ-う!̂=･萌奄壮年をも持っているが,この簡壮当時の戸主結

成が建てたものであるo LかしなJ'l･ら,恥も19年の ｢建物台帳｣には｢長屋持｣として記

されて七･D.明治 19fF一以降さ,IC建てられたt,Dと考えられる｡
母屋は栄行 5軌 桁行61hLJで,｢5･H l4Jの典哩的な弔例とし(えるO郡列lbjと比べると

奥行が 5･5間に拡大され,磁通りに家族生店罷肺D喝ができたという点で発展がみられる0

着天利の寝室である ｢ナンrJもては,北側把明か り窓が設けられ.わずかながら通風採光が

計られるようになったO-iた,Ftを小川が碩れていることもあって井戸が作られ,そこにも

明かi)思ががついているO境遇Dの ｢デー｣li畢伊仙 と.ほとんど変わりないが,天井壮

｢ナント｣ とともにサオブチ天井であるO｢ナンrJと ｢デー｣との間は壁で仕切られて行

き来できないようI,'Cなっている｡｢廿シキ｣'p-t天井岐たく,床はムソロを放いてし(たoイロ

リの回りで食等をし.J-:笥4-2-7のようlこすわる場所も決まっていて. ｢ヨコザ｣LG=は戸

主がすわ_～,｢ノナンで｣に主軌 ｢シモiy｣に若夫婦がすわるようになっていたo

増尾の半分を占Eめる広い士E.rlEl部分不.みるt. ｢マヤ｣が 2つい:ふえ ｢マヤ｣の前には ワラ

打ち石が増えられており. ｢-ワ｣按｢カト●十｣とともT.{作乗場 と売っていたo｢-ワ｣E･て

仕天井は夜かったが. ｢マヤ｣の上に壮頂を並べて串を収納 してかくようになっていたO

母屋の丙と東壮大壁でふさがれていた｡JA岩場叱入口の輔に.便所は ｢マヤ｣の矧dC設けら

れ.堺QLalと異なって.風呂場は土壁で仕切られてい-kc

(cl 金Id+Rの場合 (鎗棟 ｢母島｣ ･｢長尾｣ 2.度坪 5 5･48坪.持高 5石5斗 占升)

母屋姓都伊田 上bやや大きくなって密行151iil.桁行7問であるO軌亀91は依然として
｢ナンド｣に明か り窓があるだけで.生官省F'lとして決 Lで決通 夜ものであったとはいえな

Iへ .｢ナンド｣と ｢.デシキ｣には根太天井 †:礁られ,天井の上が甲コ特のようが抄に売って

いて当時そこでどぶろくを造っていたとのことであるO南側には約 4･5間の緑がつけ られて

いたo｢デー｣にある押入はもみを入れてかくために使用され,味はあるものの天井･n夜く

いせだ迎客用施設というに足るほどの特別Tz施設壮みられ夜V,o

土間細分も畢伊吹カとほとんど変わりな(,｢マヤ｣も2つであるが,ただ ｢-ワノオク｣
では前戸主帯五郎が木地の任那をしていた｡風呂場というものはをく入口の鰐に据え風呂を

位いてあるだけで,便所 も ｢カドヤ｣の-｢剛こ設けられていた.
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国

庫

針

(
qr)
蛋

琳

七
･■
｣

Z
I

S

-

寸

囲



｢カドヤ｣比 2つあD,ごちらにもマヤが設けられていた0 4･5坪の ｢カドヤ｣はマヤと

物藍に分かれていて.hi'1コワぷきて声ったCもうー方の ｢カドヤ｣には 10登のムシロ

敷きの部屋が加えられ,そこに現戸主の祖母が穏居していたO

7ナl叫▼r

r14-514 埠例 (C) 平 面 (g7
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C 上層住宅の畢例

W 長蔵の場合(溝板 ｢母屋｣ ･｢産屋｣ ･｢土蔵｣.建坪 42･25坪,持高2石 2斗 9升 )

この欝例結,建碑や頒坪の剖把持勧 i低いが.紐でた時点では,持高はもっと高かったの

ではなVlかと考えられるoというのは.この2石2斗 9升という数字吐明治 8年のものであ

b .これといった副菜もないのに.薮を唾てるとなると.このぐらいの持高の曙屑ではでき

ないことだからである｡

母屋は梁行 4周.桁行 7閏で.北に約半間の下屋を出して奥行を415間にしているO事例

(a)より発展した点として.まず昇一に.｢ナンrJの北側に 2間のぬ九線と1･5間の障子が

ついて.通風採光にVlっそうの向上がみられるということであるOそして.｢ナント｣にも

押込が設けられるようになって家族生活粉 としての機能も十分果たせるようになった｡ま

た,｢マヤ｣は 3慨x2間と大さくをD.その境には相を渡して r-ヤ｣を 5つに区分して

いるo｢マヤ｣の正面把は馬の守遜神であるサル神を祭っていたO｢-ワノオク｣は板張 b

の床をあげて.ミソなどをr糊勺していた.帯締 )と阿様 ,風呂場はなく纏え風呂が入口の横

に樫かれていただけであったo

挙例(a肋 )は赤和瀬牌 に戦っているもので,この事例(a)は天王部落忙現存するものであ

b･イロ1)の盛名が違っている｡戸主のすわる ｢ヨコザ｣の右は主婦の塵であることは変わ

9ないが･呼び方が ｢ナカェ｣となっており･｢ココiP｣の左壮 ｢クテザ｣となっている8
また,屋根替えの頒行について仇 赤和瀬では訴組や常会単位で手伝うようになっているが

天王にはカヤ欝のようなものは存在せず,共有のカヤ敏から個々にカヤを刈って帰b,屋根

一 替えをする老壮足b帥 分を他の者から長い･笥戒の者を研んだ.bして屋根替えをした.
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(e) 竹治郎の場合(建株 ｢母屋｣ ･｢長畢｣ ･｢土蔵｣ 2,建坪94･4坪.持高5{石5斗 7

升)

この事例は.上斉原村の中でもっとも大きを横棒のもので,何周建株ではいわゆる ｢2･

Sの蔵｣(2間×5(喝の蔵 )を2つ持ってお9,そのうち味噌疎の方は明存しなh o

i¶ 1 ･h一マラ

′,F示_≡___ア_1_ヒ__ __
珊 y tLLrLHlIHIrrl"t I

く⊃tII一l† llIIIJl7lてr'Il ナ ンド i′ l り ･JII丁ll

人･へ フ レや対 .7iVti.～ 7ウ十*イー巾 マナ十 7,Litフ 莱

I ト コ 屯 +Aオ 1)マgホシ つll叫5,HHnltHHtHt‖ナTHマ7 才叫 マフ岬Iイ 酢

図4-5-7 事例 (e) 平 面 図
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また.屋敷全体の外観も整い.母屋の構造にかいては表通りが本格的な迎客構造を備えた も

のとなり.表通Dも家族生活の場として申し分のない充実した構造をもつ ようになった｡

まず.屋根には枕席bの持株をあげ.破風口にも婆飾 りをほどこしているO母屋は梁行 4

間,桁行 見5間で,東通Dには訪問者の身分,階層に応じて使いわける出入口が設けられ,

神主,坊主は直接 ｢オクノマ｣に出入する.ようになってか9,一般の者は ｢-ワ｣ 口の大戸

から出入していた｡客座敷としての ｢オクノマ｣は脊院造bの形式を跨んで作られ.本朱と

付番院を設けていたOそして,｢オクノマ｣に廻り縁り;めぐらされるとともに上便所とい う

迎客官用の設備が整え られていた｡

また･表通りについては. ｢ウチオイ｣から ｢イロT)ノマ｣にかけて 2･5間の線がつけら

れ･rj-yrJにも-観の障子がはいって開放度は全面開放に近い. ｢-ワ｣の奥には 5坪

の ｢クrJが設けられていて･北側くn=はI-1q]の明か れ窓がついているo rクド｣にはカマが

放かれているが･ これは飼料をつくるためのものであb.一般の煮炊きはイロ.)で行われたO

｢イロ1)ノマ｣ と ｢イタイマ｣との境は･ほぼ創建当時から障子で仕切られていたO

天井は ｢イPT)ノマ｣以外はすべて張られて卦b ･ ←オクノマ｣ と ｢ナカノマ｣はつb天

井であった.土間の部分の天井は板張Dで.わらなどを収納 していた｡

注 1 藤沢晋 ･中野美智子 riE世後期農民住宅の階層硝削 ,岡山大学教育学部 Ⅷ 究

娘録｣ 51号 .昭和 46年発行所収｡

( 加 藤 育合子 )
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写其 4-5-1 事例aJの正面
急傾斜で庇のない屋根が深く垂れ

下がっている｡

写真 415-5
事例(a)の ｢ザシキ｣
5万が土壁で塗bこめられ
ているため内部は暗い.輿
に見えているのは ｢ニワノ
オク｣ である_A

写真4-5- 5
事例咽の入口
1間幅の大戸がつけられ
ている｡

写実 4-512 耕Ql_(a)の入口

入口の左は風呂場である,当時は雨
戸はなかった｡

写衷 4- 5- 4 事例(め 正面
右手の萩は帖戒が建てたものである｡
｢カドヤ｣は現在建て直されている｡

写真 4-5-6
番例(C)の正面
当時払 庇はつけられていなかった｡
手前は ｢カドヤ｣である｡

-1511



写英 4-5- 7
番例(e)の 刺面
側 面とIAL三通 Dの開放度はまだ低い｡

写共4-5- 9
串例(e)の 梁組
｢ニワ｣の部分からみた上屋梁
である｡

写真 4-5- 11

部例(a)の正面

-152-

写衣 d- 5- 8
番例(C)の ｢カ ドヤ｣
右半分が隠 居 部屋になっていた o

写克 4- 5-10

串例(C)の ｢デ ー｣
現在7スマ忙なっている部分は,当
時板壁であった｡

写実4-5-12

-9例(a)の刺面

｢カドヤ｣は建て直されたもの

である｡



写寅 4-5-15

沓例(a_)の入 口
入口(,,C払 1間の障子戸と,半間

の板戸がはいっている｡

写央 4- 5-15
事例(a)の ｢ニワノオク｣
1Dc7n程度,板張Dの朱を
あげてレ､る｡

写衷 4- 5- 17
日与例(a)の ｢ザシヰ｣

天井はない｡左にみえるのはとた夜
である｡その奥は ｢ナンrJで,｢ダ ー-1うト
シ車｣とは舞良戸で仕切っているo

写其 4- 5- 14
事例刷 の ｢ナ ン ト｣
2間のめれ縁と1･5間の障子を設
けることによって,塾通りの開放
度がいっそう高くなった｡

写束 4- 5- 16
'鼻例(a.)の ｢マヤ｣
中央の右側の柱('Eサル神を祭って
いるo

写其 4- 5- 18

19例(a)の イ ロ リ



写寅 4- 5- 19

番例(a)の小屋組

梁の上にサスをのせている

写実 4- 5- 21

番例(e)の正面

棟には箱棟を上げている.

写其 4-5-25

事例(e)の 表 通 少

現在, コワ茸のオダレを トタ/板に

変えているb右が ｢ナカノマ｣,左
が ｢オクノマ｣である｡

-154-

写寅 4- 5- 20

才例(d_)の小屋組

写実 4- 5- 22

事例(e)の側面
上便所を設けて卦9その
右に廻り操がみえる.現

在はガラス戸を入れてい

る｡
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写束 4- 5- 24

番例(e)の rオ クノマ｣

本衆と何首院が設けられて.

本格的な迎客林道とたって

いる｡

写寅 4- 5- 2d

事 例(eJの土 蔵
いわゆる ｢2･5の栽｣で

ある｡
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写夷 4- 51 25

事例eめ ｢ウチオイ｣と ｢ナン rJ
右が ｢ウチオイ｣で2･5問の緑がつけら

れている｡左に見えるのが ｢ナン rJで,

基通bの開放度はよb高くなってレゝる｡



6 山地産業 .

(1) クタラ淑鉄

(イ) 鐘吹製鉄薬の概賓

クタラなる青果払 天明4(1784)年に伯曹国日野郡鉄肺 F原重仲が著わした F鉄山秘

削 (荏 ,)に上ると,多多良 ･針 高殿 瀬 棚の4字をあて･通例送風装甲 .製鉄鳩の建物

･作黄勧全体などを意味し(注 2).鐙吹澱鉄薬とは古来の砂鉄製錬による製鉄法をvIV,,砂

鉄を炭火で熔融して銑 ･鈴 を刺 し.さらに大鍛冶屋で榊 して鋳鉄 とし,刀 ･甲宮 ･帯必見 ･

鋳物 ･鍋釜の原料となす逢英であ9,明治中期に至るまで鉄の生箆は殆んと鍾吹救鉄法に上る

ものであった. 隙 LLl和せJによると鉄産出国として.播磨 ･但馬 ･美作 ･因畔 ･伯菅 ･備中
･/h後 ･出雲 ･石見 ･安芸をもげ.中国山脈一帯が主賓な鉄産地となっている｡中国山脈周辺

の土壌比 花樹岩 ･閃緑岩 ･安山岩の風化したもので一その中VC多重でしか も良質の砂鉄を含

有してvlる.一般VCLu馴 鵬 笹母花崩岩から生 じた ｢去晶｣(那 )を原料とし題 を梨す

魂 彬 で,山馴 雌 花約 線岩から生 じた傑昌｣は 4)を原料として銑を製する獅 法
である｡

1

図4-i-1 江戸時代鉄山操行地帯

｢中国山脈の鉄｣よb引用

そこで錨吹製鉄薬の立地条件を考えると,前掲の r鉄山秘33に.｢凡鉄叫ノ､.深山ノ奥.
幽谷ノ側二療 レ麹所ヲ勧職故こ,土地ノ児立寄一也0滴出ル秩モ.皆笈所ニテ-不軌 京師近

辺迄モ運送ソテ売代償エル物故.諸国通路一連貸.駄賃又′､米勲之駄賃恵段,取越ノ頼 り.又

鉄砂取場之遥iEE,炭薪之載賃.米亀士ノ有無,山木之香港ヲ能 見々針と引合可然場所ナラ-.
=bib. す み

多多良ヲ可打立也｡Jともb.また僅膏にも｢砂鉄七里に木炭≡旦｣とあるように,砂鉄 ･元

客土の採取 木炭生産の山札 米の入手 と確保･諸荷物の運送と駄SLなどが重要な立地条件とI

-lsd- (



なっているoLたがって,高殿近辺の木を映り尽して木炭供給が困難となれば他の山林豊留な

適地を求めて作業場を移転するという最澄的特性があD.近世期になると山陽南半部の組吹横

行地は減少し.北部中国山脈周辺の山林地帯に重点が移行したOまた上斎原村内においても,

人形仙 中津軌 豊ケ谷.遠藤と各所で平均 10ケ牢ほど細吹を操業すると他所-寄転してい

った｡

次vc錐吹製鉄業の技術的側面として,生産工程を向井義郎氏老師 国山脈の鉄j(注5)杏

参考にして説明する~と.その生産=竜は(1)砂鉄採取 (鉄穴流し),(2)木炭生産.(3)鏡潮 を生

産する幼.(4)鎗谷.の 4段階に大別され.その闇 は一種のマ .= ユ7-'クチ}7形熊をとった

といわれる.製鉄作業の中核である軸比 高tB保持の必要から鮎底にあたる場所を地下 10尺,

広さ5脚 4万位に掘下げ,床焼きをし薪水排出口を設けるととも('C底や側面を石 ･砂利 ･粘土

で固め,さらVC大正の薪材を焚いて乾燥させる本床作りを終えて粘土で鎚体を串造するO舘の

大きさ躯 で長さ8- 9尺余,幅5尺余,高が ～ 4尺の長方形で内部断面は凹の形をなす｡

この鎖の両側に大輪を据え.キロ(木呂)という竹熊送風管を片側に 28本位ずつ細壁の下部

に通 して送風 し.砂鉄と木炭を交互に投入L I.2000C以上の高塩を保持 し砂鉄を熔融する0U･とよ
1作美期間(これを1代と呼ぶ )は 顔 神が5日間銑神は 4日間の昼夜連続操業を普通とし.
1代の操英に使用する砂鉄の遷戚 ･銑神とも(,t,大体5.ロoo- 4.0OOtJ (11,250-

15･00ロ･YZ)一木炭もほほ同瀧を使って約 1･O0Orr内外の如 たは銑i･産出し一 1代終れ
ば領体を壊して新たtn:築造し直し.灰木を軌 1て乾燥させた後,次の操業に入った､したがっ

て.錨の年間操業回教は58-60代を普通としたといわれる

図 4- 6-2 士 炉 図

石塚尊俊老陶 と敏谷Jf't52エb引甲
-1さ7-



(ロ) 上策原村VCかける鉄山薬と存在慈鎮

上斎原村のかける鉄山菜の起源については,それを明確に示す史料が残存せす.ただ ｢鉄山

高有無甘上帳｣(荘 チ)の末文に ｢今般鉄山南之頚部尋被仰付承知奉長尻 此段先年庭長大

( 1a0I)丑年以軌 傭前脚 多中桁官梯卸領分之節竜鉄山高と唱億義茂御座候様申伝候

へ共証拠二相成候頓成古音類無御免 有事中己来者永荒海と相唱侯得共先年鉄山高申昔 大高

之内二相範虐申族長と車存像 (以下略 )｣とあり, r振合地方史大牢表｣によると｢天正15
(1585)牢長春羽柴秀書.字音多氏と毛利氏との領界を決定し字音多秀家をして美作備前

両国-および備中国東半を債せしむ.(r備前軍記｣)｣であることから.史料にあらわれる鉄
山起海としては天正年間が擬古であると考えられるが,伝凍てあb推測の域を出ない oまた.

｢鉄山高取調啓上帳｣(注7)によると.

｢鉄山御検地座長九年九月御改

- 高大拾弐石三升弐合 斉原村

七石四斗弐升四合

下帯原村宝永五子年畝名寄帳之内

拾四石弐斗八升八合(江 8)

上兼原村寛文九酉年地坪帳之内田畑

･ト以 弐拾菅石七斗菅升弐合(注 9)

右考究文上帝地坪宝水下乗名寄両村古帳面之内.鉄山場所二可相当字取

調音抜申候

(中略 )

寛文九地坪帽之内 酉 粂々郡上帯原村

l堅ヨ
t=⊃
反別 菅町八畝廿四歩

高 給四石弐斗八升八合

但 七十五錐 田島共

(以下略 )

とあb･座長 8(1605)牢に森忠政が美作国 18万 占.500石に封ぜられた翌年9月に慶

長の鉄山検地が実施され 斎原村鉄山高ム2石5升2合となっ;CいるoLたがって,礎長年間

以前に何らかの形態で鉄山桑が操行されていたであろうことが推測されるo次に, ｢宝永暦下

斎原名寄帳･寛文麿上斎原地坪帳両村古帳之内鉄山抜群｣(注 10)により,｢上帝原村寛支

帯地坪帳之内鉄山分抜啓｣の75屯分田畑を整理すると衰 4- 611のようになり所在場所,

つ7tb字名としては鉄山茶LIJ.猪の山鉄LLl.いの坂山鉄山 林ノ下.観音堂鉄山臥 鉄山-り

木山などがあり,またその他vc,

｢鉄山やしき

-158-



- 中畑 弐畝廿四-jj; 高三斗七升七合

弐 作兵衛

やしき同所

- 上畑 宅畝三/j:･ 高壱斗⊥升五合

膏 菩兵衛

やしき同所

- 上畑 ≡畝≡歩 高畑斗六升五含

竜 源三郎

やしき同所

- 上畑 ≡畝六歩 高四斗へ升

壱 作兵術 ｣

とあb鉄山屋魚の記JIRもみられ,雅文 9〔1d占9)早(rc字として定宕するほど鉄山菜が盛ん

vc営まれていたものと考えられるO

表 4-6- 1 上斎原村寛文麿地坪帳之内軌 LJ分

畝 歩 渇

下 田 占畝 5歩 香 75

上 畑 50畝 8歩 7_468

中 畑 日 畝 12歩 1.555

下 畑 40畝 19歩 4_42とi

文献上では.元禄年間の編といわれる r作州dEIvEせ. ｢元禄十 (1占97),丑 1年当時

上才原と羽出村に鉄山あb｣と記されている｡史朝上で鉄山名 ･鉄山緩人が確認できるのは.

｢一 松平越後守様御領知之節.宝水元申(I704 )卒去正徳五菜 (I7 15 )年迄.

千問原平城山(硯奥津町千軒か )之内舛茶谷筋-而塩津屋普兵衛.増田屋又左衝門

与申もの鉄LLl相楳御迎上羽出村名取立格納魚殴 (中略 ) 鉄山弐ケ所有之.宅ヶ

所老高田屋七左術門与申者相硬申侯.ln鎗初速上之俵茂上兼原村 ち相納正徳五牢の

小帯付二銀三百五拾目壇搾屋身魂取鯨与中味有之鋲聞

し以下略 ) (江 11) ｣~

｢松平越後守様御領知之飢 宝永元申串る王領玉来牢迄人形仙二而久世尾平兵徹 ,ii稗

尾孫八与申竜鉄山相稼御逆上上清原村ふ取立相納候段 (以下略 ) (任 12 ) ｣

であり.宝永 ･正徳串間vC上斎原村人形仙 羽出村千同原で久世屋平兵取 壊浄屋書兵衛が鉄
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山稜を行な1ていたことが判明し.鉄LLl襟を許可されるにあた1て宝永元年に久世星平兵手取

甜人相硬屋孫八の両名が御郡代所に先納金三首匁を上納しているっ

｢- 於上兼原村鉄山禎仰下侯葛.先納金三盲匁差上市申旨四月基節侯処,顧之通被

仰付難有専有俵 (以 F略 ) (任 15) ｣

またこの人形仙 ･千間原両鉄山からの運上銀は,仲 山藩日記jKよると
｢正徳四年十二月二十日

党

- 上斎原人形仙鉄山

御迎上銀五fr拾六匁五分

来未よb不納

- 羽出村千慨原鉄山

御道上銀拾fr九百七拾匁

来未上b不納 J

であり.両山〆 15見 98 6匁 5分の運上腰が津山藩K上納されてVlるO

次に.銀吹製鉄糞の第 1=程である砂鉄採取 (鉄穴流し)紘.了砂鉄採取之轟音竣テ水路ヲ
設ケ置キ,砂鉄含有之山口江托水草キ流水と倶二水路ヲ流下セシメ,以テ下部ノ洗採二構造シ

4ル砂鉄曲池二止メ腔キ.滑洗･:/テ純然プル砂鉄ヲ採 り碍ルノ法二有之,(以下略')(注 14)｣

という方法によって行なわれ 現在でも上斎原村内遠藤.人形仙などに水路(井手)跡が残存

し. 『明治2 1弔詞土地台帳下造帳J(注 T5)の中に.井手口･井手上.井手下･･樋合など
鉄穴流しに関係ある字名が見られ.鉄穴流しの而彰を今に襲すものである.

鉄穴流しによる砂鉄採取は,鉄分を含む濁水と美大な土砂を流出するものであるから.下流

の農作の署となb吉井川上流鉄山稼村々と下流農村地域の水甜村々との利害が相対立し. しば

しば鉄穴棟の禁止や制限の嘆願が行なわれた｡この濁水問題によって史料上にあらわれる鉄山

稼村数も年代が下るVCつれて漸次減少していったo文政5( 1820)牢忙比 上寿原村 ･下

帯原村 ･長藤村 .奥津村 ･羽出村 ･同西谷 ･至孝鍵村 ･井坂村 ･饗野村 ･西屋村 ･箱村 ･杉村

･同坂手′｣＼原分〆 14ケ村である机 天保 5( 1854)牢になると上斎原村 ･下兼原村 ･長

藤村 ･奥津村 ･同川西村 ･糞野村 ･羽出村〆7ケ村と鉄山棟村数は半減し,さらに中国山脈山

写兵 4- d- 1 人形イ山鉄穴場i弥 写兵 4- 6-2 人形仙鉄穴場よb下方を望む
鉄穴流しによる土砂の堆親か?
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聞部奥深く入b込んでいっていることがわかるOこれに対し下流怨村地域の水評村々とは蓑 4

-612に示したような吉井川流域で津山に空ろまでの川筋村 〆々55ケ村である.

表 4- a-2 文政～天保年間の鉄山穣村の推移と水諦村

鉄 山 稼 村 7k 謂 村

文政 5(1820)牢 告-8tF5=.5)辛 天 保 5 (1854) 牢

上京原村 箱 村 上帝原村 中谷勺下介 原 村 中 嶋 村 中 桁 村

下斎原村 杉 村 下寿原村 ,q-, 木 村 新森原村 蕃 uj村 金 屋 村

長 藤 村 同額手′ト原分 長 勝 村 女 厚 村 鼻加部村 古 城 村 (西北条郡)

奥 津 村 奥 陣 村 河 ー/〕 村 宗 枝 村 同村東分 小田中村

羽 出 村 同川了町村 久田上原村 古 川 村 一 方 村 同村之内

同 西 谷 題 野 村 久田下原村 吉 原 村 北 村 新 田 分

至孝農村 羽 出 村 入 村 仲 戸 村 井 口 村

井 .坂 村 同 村 下 丹 荘 庄 村 大 谷 村

♯ 野 村 山 城 村 二 宮 村 嘩 山 村

西 監 村 下 原 村 (久米南条郡)八 出..村

依拠可 ≡三冨書芸芸芸言霊 妄芋｣ 芸冨;…Li蛸 仁亀夫氏所載文一升)′′ )

. 1また.上記の鉄山稼村々と水請村々との胤 ｣は鉄山襟に関する議定証文を職安わしているO

｢ 差上申勲談碧定恕文.

一 上斎原村外拾三ケ村鉄LJJ襟之義て故十三牢賢より巳迄≡ケ牢限相韓

右年限相立候後決而相濁中間敬譲もヱ旨川筋水受村 首々姓額乱 棟方

於村々二名年季明二候格共無余.耗汎篭有Z.当又去巳年秋j;当午年春

迄鉄山壱ケ処こて再試相模候鮎 勿論濁水こも無之二付今般中庄屋野

村保田伴吉立入.再熱淡取壊議定克之血

一 鉄山宅ヶ所二限候中

一 当午秋ち来ル午牢番迄丸拾弐ケ乍

右牢限中秋後棒明より春彼岸明迄細韓

右年限相立候後相渦 中間政争

1rH_し文政十三寅年へ月表斥 二 頂 , 噂別慮濁之節着水受村々ft,地元

村へ及引合候閣僚方こか1.へでも柑 心々を用取締付可申単

一 鉄砂-件二村諸入用之乱 発議定之通不殊韓方 ろ差出可申歩
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- 鉄山出入諸荷物逓送人井山方之着席分柔和二相心碍候楓 斬 岩魚慶

申付-同相憐町 中 申

右議定之趣棟方(,凍入江申明心得逢無之横取斗之軋 前条之通双方納

得熟淡内済仕候聞右之趣御開済被為成下侯- 一ゞ同難有仕合二存展 此

段宜被仰上可被下候以上

天保五申午年九月

検方村 々

先牢調印之通

川筋村々

右同断
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写真4- a-5 鉄山稼蛮定澄文 天保5(185 4)午

(上帝原村口碑仁租夫氏所簡 )

上記の議定欝文の内容を要約すると次のようになるo
▼

(I) 鉄山数の制限

(2)鉄山壕の横行年季の規定

(3) 鉄穴穣行期間を段閑期の秋彼岸明から春彼岸明までVC限定

(4) 濁水間檀一件に鯛する諦入用常を橡方村が負超すること

さらに ｢再熱放課定番之串｣(注 17)の中VC. ｢一鉄砂取之鏡背例年秋彼岸占翌春彼岸迄

之脚相襟裳余決而相帯中間輔.且年限之儀竜当辰秋去来ル寅春迄中十ケ年季二相定.弁手当科

先銀札弐拾貫目唇面之水甜村 江々稜村々ろ放出銀可申候,(以下略 )｣また.｢熱祭議定悪文

之申｣(注 18)に壮 ｢尤濁水為手当共六ケ村辻江銀札弐拾五丁目穣方古村 江々相渡可申事｣

とあi),鉄山穣村 は々吉井川下流水縄付 に々対 して朝礼20-251‡日を支払っていることが

判明する｡
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前掲の読壷澄文畢約(4)の鉄山-件禰t*忙ついては,｢乍恐以番付奉願上候｣(注 19)l′こ水

諦 何 の々者200人ほどが牢孝明(,Cなつても細水が続くので各々かけや(掛矢).槌.斧.木

切等を持って山内-龍越,鉄穴場千線小屋を打砕くという事件の記磯があり.この一件の諸入

用韓は ｢鉄砂一件川筋引合中人開帳｣(荘 2D)で

｢惣合 六fI六百拾五匁八分

三貨八百日 鉄山方古事左南門
l

諦取 l

内 弐H的盲目 鉄山方占源次序
講取

残 四百拾五匁八分不足

内 百三拾八匁六分 奥津村受

二百七拾七匁弐分 上才原受｣

となってかD.鉄砂濁水一件についての謂人用は議定琵文通b大部分を鉄山方が負担しているO

前掲の議定設文要約(3)VC関しても一｢差 上申御蟹惹文之事｣(荘 2T)の中に, ｢先般鉄大

口御見分之上棟方日割ヲ以御取極,明大ツ時名書六ツ時限之鉄穴流相稼町中.尤夜流者勿論鉄

砂駄賃持之外者竪銘 諸々所たり共休日之鉄穴場江出入之俵堅御指簡メ被仰仇 前段之趣厳重相

守可申旨一同東知串良候,(以下略 )｣とあ9.秋彼岸から春彼煤までの鉄穴復行期間の制限

とともVこ.さらに鉄穴稼EI教と明六ツ時から音大ツ時まICの時間制隈 も行なわれ 休日の鉄穴

場への出入も畦盛に禁止されるという状潜で鼻1たようであるO

なか,鉄穴稜が下流地域に及ぼす影響として相席に関する新規の故障申立という注目すべき
記職がある｡

｢此度複方水諦村共双方議定勲放相成申俵.然′レ処外村 前々者無之候得共中谷村

下分之義老船稼有之 前年秋彼坪井堰明之軌 Ir筋堀立侯処濁水出候二付人夫手

間相増候.為手伝三倍人夫墳銀,･1拾目yソ当明る稼中年 手々伝として六月中二

稼人占相渡可申候一(以下略 日 江 22)｣

近世にIt､ける吉井川上流の高瀬舟航行についてk. 『岡山の交通』(住25)vCよれば,

｢吉井川本流筋舟路の堆上流地点仇 鏡野町瀞指河岸であb,津山-湯相聞 15Kmに舟路が開

かれ 時に通航の途絶もあったが近代]/こ比vtっても通航が行なわれた jのであD.鏡野町親指

河岸は上記の文書中の中谷村下分にあたり.鉄山傑人はそこの船特と議定番を交わし海牛鉄山

稼濁水による川筋堀人夫預銀 80日を賓払う旨が約定されているO

次に製鉄作業の中核をなす錨と鍛冶であるが.この作某=程を詳細に示す史料はなく一 ｢鉄

一切開合七大概渚替｣(荘24)y{-

｢- 小鉄(砂鉄 )百足目吹候而づく三拾貫目程有

- づく四拾lI目をかぢ膏軒江護'/一日二村小割≡拾HE]程有｣

とあるだけで,上斎原村周辺での舘 ･辞給仕山陰地方と比穀して′｣､規模であったことが推察さ
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れるOでは,近世から近代にかけての酉 余々部での鉄山分布についてみると.表 4- 5-5お

よび図4Id-3のようであ9.史料から集計可能な文政～天保年間の各鉄山の産鉄額は表4

-814である.この表を分析すると.近世雄期天保牢間VCこの地方VCかいて鉄山菜が最も隆

盛し.中でも金吉山の産鉄高は他の鉄山を寄せつけなvl｡ここで俄ケ谷金青山の鉄山規模を

｢究保二年西 粂々郡巷野村 ･臭津村 ･下市原村 ･上斎原村鉄山開合七等上帳｣(荘 25)よb.

上斎原村といが谷と中山の分を抜甘すると

｢ 西々桑郡上斎原村

といが谷 と中山

- 宅ヶ所

鉄山元 兵庫車屋韮次郎

手代 利兵工

同 次兵工

此山-元来遠藤と申所二居申,夫招ノ山 と申所江象 夫 占只今此といが谷之

東申牢占当攻迄三軍仕侯

山子人数 扶持人 六拾四人

日 雇 五拾人

此山小屋教 四給弐軒

かぢ職場 ≡軒

右場所基樺山迄路法八畢

此かんな場

同村平作原と申山

人教 斡人 才領 甚助

同村ととろと申山

人教 三人 才領 三工門

同村は うそうた山と中山

人数 拾Pq人 才領 巷助

同村杉′｣､屋 と申山

人敬 拾弐人 才領 藤兵エ

写真 4- ん4 金富山鉄受取帳
天保 9(1858)牢

(上斎原村 田淵仁也夫氏所載 )

〆 三拾九人

とあり･この鉄山経営者は兵庫草屋重次郎という者であり,元文5牢(1740)より始某し

ているoまた･この丑ケ谷鉄山は鍛冶屋 5軌 鉄穴場 4ヶ所をも同時に付設 し.完全なマ= 1

7 -クチ-ア形態をと9･山子総人数はム4人 (婆 ･子供など家族員は含まないと思われる)

rlJ内fj一局の鉄大師 59人 それに村方労働者と考えられる日原 50人を加えると15 0人を越

すとV,ら 1村落に相当する山内の規模を誇っている｡
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～
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～
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5
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1
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吉
山

川
島
平
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上
斎
原
村

｢
′｣
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郎
平
手
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｣

｢
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寿
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村
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史
料
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藤
木
落
丁亡
者

｢
鉄
山
為
番
御
米
小
附
帳
_｣

天
保
B
牢
～
同
1
5
年

弘
化
5
年
～
同
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弘
化
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車
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2
0
年
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山
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村

｢
音
路
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帳
｣
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山
串
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米
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｣
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～
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帳
｣
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衰 4 - 占- 4 文政 ･天保筆問.:JF五一什る鉄生産高

仁単位 :Er)

辛_㌃華ヱ 小 泉 山 金 吉 山 喜 路 山 代 続 山 栄 杉 山 各軍生産高
文政 6(1825)早 , ll.tBd ll.188

′′ 7 15,540 15,540

′′ 8 19.460 19｣480

天保2(1851)牢 18.158 51,954 50,892

5 20,650 2占,占28 47.278

4

5 29.874 29,87占

占 19.4dU 19.480

7 1占,212 16,212

8 9.842 9,842

9 27,146 2.8t】0 29.946

10 14,490 2.CIPd 14.968 51.542

ll 7.占18 7.dld

12 占.570 1占.750 25,100

ー5 7.476 8,722 18.198

～-ー 14 8.652 5,250 15,902

15 ふ.290 5,290

弘化 5(1848)牢 2.982 2,982

eSE)田淵覆久氏草薮輸文 ｢鉄の生産 と流通 J忙依拠 し. 1束- 14iLfで井出Lた数字であるo

史料 :各年代各鉄山の ｢′J､別語取順｣
■●

(田淵仁屯夫氏所蔵せ常 )
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写真 4-6-7 美作地方叔後の鉄山襟行

地遠藤の遺骨

写兵 4-6,- 9 遠藤の句跡 左方の堂は

金星子神を祭ったもので前方の草む

らが鏡を冷却した池の跡であるO

写兵 4-6-8 遠藤への入口にある馬

頭観音

写真 4一 d I10 領の守護神である金星

子神を祭る堂の内部手前に鉄が慨い

てある｡

写兵 4- 6- 日 遠藤の鍛冶屋跡

錨跡のすぐ前方の丘の上VC位

思し.坂には ｢カナクソJが

ころがっているo
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上斎原村における鉄山業の経営形態QL 史科の上で娃 ｢当町稲実屋義七邸名目二而.当御銀

札均A御鉄山御稼二相成.｣(.(12占),｢一 鉄山綿 之儀.稲実屋儀七郎稼御名目二候碍共
軍意御上様御稼顕然之胤 一同鹿略之心得仕制輔鋲iJ(庄 27)と示され ｢御鉄山御乳｣
｢御上様御稼顕然之俵｣とあるようくそ溝営鉄山であ｡たと考えられるoF苫田郡誌』の中にも,
｢採鉄の盛なbLは徳川末期vcLて.当時坊主原 ･金吉 ･人形仙等は津山藩の直轄に属し.支

配の役人を匿きて之を軽営せし:･/'たb｣とあるが.宗森英之氏は ｢低生産刀地帯に属する薄に

かいてttt.鉄山経営を自己の支配 下にかくか否か吐.時の藩財政を大きく左右するものであ9.

I(中略 )天保期には鉄山に関する役職比 郡代の下に卦か九 g敬山掛9｣と称し,その下t,こ大
庄屋の内で 『観山懸り大庄屋｣が設匝されているO蕃営鉄山ttt津山藩の場合.直接藩が具体的

程常を采配するのではなく.御宇山引受人という形で鉄山師に稼行させた模様である｣(住 28)

と指摘されているOこの点について上斎原村の史料で検討すると,

｢一 同年 (文政七年)十一月廿一日.御勘定奉行御月番松平山郡守横江正平御

召出之上.御下代官田老平治毅御立会二両以来鉄山掛用達中村候.右一条二

村用弁相勤可申候旨御口達-両独仰付偉｣(注 29)

とあるように,津山戸川町綿屋正平が鉄山掛用巷というaJt'戦に任命されているoまた. ｢,*談

議定証文之申｣(荏 50)の中にも,｢此度御用蓬津山菊井京右衛門,中庄屋野村保田市右衛
門.同断日長村実見住左衛門立入熟談噸 議定左之凪 (以下略 )｣とあD.菊井京右脚 う以

下5名も御用達の役織vEついている｡以上のことから上斎原村の鉄山経営の形態弦.津山溝営

鉄山であり天領となっても｢預 り.｣という形で1守宮比津山藩に委任されていた｡つまD.鉄山

の雑務的管理は ｢鉄山樹用達｣が行ない.突戸的軽常は宝永 .正徳年間VC久世屋平兵衛.元文

･保年間に兵庫車屋重次郎.さらに文政 ･天恨牢陶亡稀東屋依七郎などが鉄山稼人として鉄山

菜に従車し多額の逆上銀を溝に上納し,庸比その扶山菜に対し御林山の頓用許可や鉄山労働者

の飯米の確保にあたっては為替米制度 (後述 )t･L-よって便宜を図るという保護 ･育成を行なっ

たと考えられる｡

三船家文市の元文元(175占)年以降の旬定から細運上銀 ･小判鍛冶ユ壁上銀 .炭焼逆上銀

などの鉄山関係の諸逆上銀と冥加銀の肝移をみたDが表 4-6-5であD.天保牢別の鉄山柴

地料とその主要な内容をまとめたのが表 5-15-占である.文政 ･天保 ･万低利7.,1の詫定温丈

では鉄山は2ヶ所 と限定されてかD.近世錐糊鉄山2ヶ所につき逆上銀 11‡550日が映課さ

れたと考えられる.liた運上銀の上納方法比 ｢遠藤鍛冶唇義定之麦｣(任 5 1)によると.

｢- 御迎上銀之偽者壱ケ年分朝弐H五百日宛相定メ申候.内壱11弐盲五拾目叩

月残り壱rr弐百五拾目九月両度二糾上納可竣成候甲｣

とあ9.春と秋の二期VCわけで上納されている｡
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